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    　　　第一章　北の街と悪魔の子


    



    「人を見た目で判断するのが優しさってもんじゃないか」


    　駅の構内を歩きながら、男は言った。


    　ダヤン・マクレガー。十九歳。職業、魔術師ヴアルド。悪魔喰ぐいのダヤンと人は呼ぶ。


    　奇妙な職業にふさわしく、奇妙ないでたちをした長ちよう身しん痩そう躯くの若者だ。


    　古びたコートの留め具を寒そうにきっちりと留め、右の肩かたには麻あさの荷袋をかけ、左の肩からは大きな棺ひつぎを背せ負おっている。


    　全くどこからどう見ても、奇き妙みよう奇き天て烈れつ極まりないという外ほかない。


    「……意味が分からないわ。見た目で判断しないのが優しさ──の言い間違い？」


    　怪け訝げんな顔で聞き返したのは、後ろを歩く少女だった。


    　アリア。享きよう年ねん十六。職業……屍人形アイズオルガン。


    　彼女もまた、ダヤンとは違った意味で異常に人目を引く外見をしていた。


    　雪のように白い肌はだを栗くり色いろの髪が彩り、宝石にも似た緑色の瞳ひとみを宿やどしたかんばせは清せい廉れんさと妖よう艶えんさを同時に感じさせる、不ふ均きん衡こうで圧あつ倒とう的てきな美少女。


    　しかしその白い肌の内側に血液は脈打っていない。


    　そこに立っているのは、生命としての活動を全くしていない死体である。


    　二年前に幼おさな馴な染じみであり魔術師ヴアルドであるダヤンの手で殺され、禁きん術じゆつによって蘇よみがえった屍人形アイズオルガン──それがアリアだ。


    　所有者たるダヤンの命令に従い、戦う道具として酷こく使しされている。


    　少なくとも──彼女自身はそう思っている。


    　ダヤンが悪魔にとりつかれたアリアの魂たましいを守るために彼女を手にかけ、彼女を生き返らせるためにその悪魔と契約していることなど知らない。


    　憎い相手と信じ、その命を狙ねらっている。


    　それでいいとダヤンは思っている。


    　悪魔と契約していることを彼女に知られてはならない。彼女に愛されてはならない。


    　それが魔術師ダヤンと悪魔ガーガウルドが交かわした契約だ。


    　そうして旅を続け、六百六十六体の悪魔を喰くらい、失われた彼女の魂の半分を取り戻し、アリアを生き返らせることがダヤンの願いだ。


    　どんな願いより強ごう欲よくと称するにふさわしい願いだ。


    　神をも恐おそれぬ旅を続けるダヤンとアリアは、人のまばらな駅の構内を足早に歩く。


    「間違いじゃない。外見を見ないで本質を見ようなんて、こんな残酷で無礼な話はないと言ってるんだよ。そもそも──」


    「意味が分からないと言っているでしょう？　私はただ、あなたが私を棺ひつぎから出して遠くまで移動するのが珍しいと言っただけだわ。どうして外見の話になるのよ。頭の回路、どう繋つながっているのかしら？」


    　彼女の言う通り、ダヤンは極力アリアを棺から出すまいとしている。しかしながら、それで不都合が生じることも当然あるのだ。


    　ここは駅の構内であり、二人はこれから汽車に乗ろうとしていた。


    　ダヤンは立ちどまって振り返った。


    「汽車に乗る時に棺を担いでいたら中身を改められるだろ？　だからお前を棺から出したんだよ。死体を担いでたら追い出されかねないだろうが。だからって駅員が悪いわけじゃない。人が人を見た目で判断するのは実に真っ当な行いだからな」


    　ダヤンはうっすらと仮面じみた笑みを浮かべた。


    　対するアリアの表情はますます険けわしいものになる。


    「とにかくお前は黙ってついてくればいいよ。お前は俺の行くところについてくるしかないんだから」


    「間違えないでね、私があなたについていくのは、私を殺したあなたを殺すためよ」


    　じっと見つめあい、二人はにこりと一いつ緒しよに笑った。


    　冷気と火花が同時発生する怖こわい笑みだった。


    



    



    　数分後、ダヤンとアリアは汽車の狭い座席に並んで腰こしかけていた。


    　二人が座る木製の椅い子すには、長旅にも耐たえられるよう綿わたの入った布が張ってあったが、ずいぶん酷こく使しされているらしく薄っぺらくなっている。


    　夕暮れ時の車両の中には旅の客がちらほら見えるというのに、みな黙って座席に収まり、車輪がレールの継ぎ目を通過する音ばかりが聞こえていた。


    　ダヤンはめったに乗らない乗り物に、いささか高こう揚ようした様子で窓の外を見た。


    　流れる景色はおそらく他の何かでは味わえない速さだろう。


    　担いでいた荷物は棺ひつぎを含めほとんど貨物車に預けてあるので、狭い座席でも余裕があり、十分に居い心地ごこちはよかった。


    　ダヤンが景色に目を奪われていると、傍かたわらに座るアリアがぽそりと言葉を発した。


    「北の国ってどんなところなの？」


    　彼女は姿勢よく座席に収まり、ちらとダヤンを見上げる。その瞳ひとみにはどことなく好奇心の光が宿やどっているように見えた。


    「興味があるのか？」


    「……別に」
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    　アリアは軽く顔を背そむけ、そっけなく答える。そして、


    「ただ──最低限のことくらいは知っておこうと思っただけよ」


    　ツンとしたままそんな言葉をつけ足した。


    　アリアが言葉にした通り、二人は今、北の国へ向かっていた。ダヤンはその国について考えを巡めぐらせる。


    「ふむ……まあ、普通の国だよ。寒いところだ」


    「北の国という呼称から百人が百人想像できる情報をどうもありがとう」


    「どういたしまして」


    　その答えに、アリアはダヤンを見上げて呆あきれたような目つきになる。生者であればため息の一つもついただろう。


    「何という名前の国なの？」


    「フラウフェン」


    　ダヤンとアリアが今までいたブリューゲンの国の、真北に位置する国である。


    「ふうん……魔術師ヴアルドに寛かん大だいな国であることを祈るわ。あなたが石を投げられたら、私にまで当たるかもしれないもの」


    「ああ、せいぜい頑がん張ばって盾たてになってくれ」


    　ダヤンはそこでひときわ朗ほがらかな笑みを浮かべた。


    　不自然なその笑顔を見て、アリアは疑うたぐるように眉まゆをひそめた。


    「……もちろん魔術ヴアールを禁じていない寛大な国なのよね？」


    「ああ、寛大だな。魔術師だというだけで投とう獄ごくされて、火ひ炙あぶりにされることもあるくらい寛大な国だ。魔術師はみんな泣いて喜ぶ」


    　アリアは隣に座るダヤンを見上げたまま硬こう直ちよくした。瞬まばたき一つせず呼吸すらしないその姿はまるで彫ちよう像ぞうのようだ。美しい彫ちよう刻こくにも似た少女はゆっくりと口を開く。


    「……それは、典型的な悪魔淘とう汰た主義の国ということじゃないの」


    　ダヤンとともに旅するアリアは、魔術師の扱いが国ごとに違うことをよく知っていた。


    「まあ、そういう言い方もあるな」


    　ダヤンはしれっと肯こう定ていする。アリアの頬ほおがひくりとひきつった。


    「え、あなたは……馬ば鹿かなの？　あ、答えなくていいわ。聞くまでもなく馬鹿だったわよね。ええ、知ってる」


    　軽く額ひたいを押さえて彼女は自問自答する。


    「つまりあなたは、火炙りにされに行くつもり？　魔術師の分際で悪魔淘汰主義の国へ行くというのは、そういうことよね？」


    「馬鹿はお前だな。好き好んで火炙りになるような人間がいるわけなかろうが」


    　ダヤンはやれやれと首を振る。


    「そう、よかったわ。それじゃあ次の駅で降りて引き返しましょう」


    「お前、最初に俺が北の国に行くといった時には反対しなかったじゃないか」


    　ダヤンはだらけた形に足を組んでその上に頬ほお杖づえをついた。


    「その時は北の国がどんな場所か知らなかったからよ」


    「自分の無知で俺を責めようというのか？」


    「話を逸そらすのはやめなさい。どうしてわざわざ危険な場所へ行こうとしているのよ。そこまでして金かね儲もうけがしたいの？」


    　アリアは大きな瞳ひとみをまっすぐ据すえてダヤンを睨にらんだ。


    　ダヤンは金の亡もう者じやであり、この旅の目的は金儲けである──と、アリアは信じこんでいる。


    　ダヤンは騙だまされ切った彼女の瞳を、じっと見つめ返す。


    　先日訪れたハインフェルトの街で悪魔を喰くらった後、ダヤンは師である狂きよう乱らんの魔術師ヴアルドオスカーの手がかりを得た。


    　アリアを生き返らせるためのもう一つの鍵──オスカーが持っているアリアの魂たましいの半分を取り戻すため、ダヤンは師の行方をずっと追い続けている。そしてようやく手掛かりを得たのだ。


    　オスカーは北の国にいる。


    　ダヤンが今までいたブリューゲンの国の北に位置する国、フラウフェンの国。


    　しかしフラウフェンの国は古くから魔術ヴアールを禁じており、魔術師であるだけで投とう獄ごくされる厳しい国である。教会キルヒエンが勢力を誇ほこり、国中の教会に異端審問官クライスビシヨフがいるとも聞く。


    　そんな国にオスカーが何の目的で足を踏み入れたのか、ダヤンには見当もつかない。


    　昔からオスカーの考えていることは、常にダヤンの想像の斜め上だったり斜め下だったり、あるいは見えもしない裏側に隠れていたりして、理解不能だった。


    　それでも──どんなに理解の及ばない相手だったとしても──ダヤンはオスカーを見つけなければならないのだ。アリアを生き返らせるために。


    　そのためならば、たとえ魔術師にとって最も危険な土地であろうともダヤンは行くだろう。


    「あの国にはいい儲け話があるんだ」


    　己おのれの真意を身の内に隠して、ダヤンは露ろ悪あく的てきににやりと笑った。


    「呆あきれた……どこまで強ごう欲よくになれば気が済むの」


    「強欲？　この程度で？　俺はね、お前が思ってるよりもっとずっと欲が深いよ」


    　人の身でありながら悪魔の力を欲した。この世の財宝を全て集めても敵かなわないほどの願いを抱いた。金儲けが児じ戯ぎに思えるほどの強欲だ。


    　しかしアリアはそんなダヤンの内側など知ることなく、不ふ機き嫌げんそうに表情を曇くもらせている。


    「どうしても行くつもり？」


    「ああ、行くよ。だいたいどうしてお前が怒るんだ。俺が心配か？」


    「心配なわけないでしょう。殺すわよ」


    　ダヤンの期待通り、アリアは愛らしい顔に似合わぬどすの利いた声で言い放った。


    　ダヤンは満足そうに笑みを浮かべた。


    「反対しても無む駄だだよ。危険は承知だ。そのためにお前がいるんじゃないか。ちゃんと俺を守ってくれ。期待してるからな、俺の道具」


    　最後の言葉にアリアは怒りと諦あきらめを同時に滲にじませ、ダヤンの足を踏みつけた。


    　ダヤンはギャッと悲鳴を上げて、汽車の座席から飛び上がった。


    



    



    　汽車は一晩かけて北へ向かい、いくつもの駅を経て明け方にフラウフェンの国へと入った。


    　フラウフェンの国は保守的かつ古風で、鉄道がほとんど通っていない。唯一駅のある街にダヤンとアリアはたどり着いた。


    　汽車から下りた瞬間、息が白く凍こおった。


    　ダヤンはぼんやりとその白い息を目で追い、ぎくりとする。ここまで寒いと呼吸が目視できてしまうのだ。つまり、アリアが呼吸していないことも目に見えて分かってしまう。


    　これはすぐに彼女を棺ひつぎに納め、巡じゆん礼れい者に身をやつすしかない。そう考えてダヤンは棺を預けた貨物車に向かった。しかし──


    「あれ？　お客さんの荷物、ないですねえ」


    　貨物車の中を調べた駅員は首をかしげてそう言った。


    「……は？」


    　ダヤンは目が点になる。すぐ後ろに立っているアリアもやや驚いた顔になる。


    「あー……すみません。前の駅で間違えて別の列車に積み替えちゃったみたいですね。終点に着いてからこっちに送らせますんで。何日か経たってからまたここに来てもらえませんか。すみませんねえ」


    　駅員は気楽に頭を下げ、そのまますたすたと立ち去った。


    　残されたダヤンはしばし茫ぼう然ぜんとし、その場に膝ひざから頽くずおれた。


    「う……嘘うそだろ……！」


    　両手両膝を床につき、敗北者の格かつ好こうで打ちひしがれる。


    　ダヤンの荷物の中で最も大事な道具であるアリアの棺が──紛失した。


    「冗じよう談だんじゃないぞ、俺の棺ー！」


    　叫びながらくらくらする頭をゆっくり持ち上げると、傍かたわらに立っているアリアが妙に楽しげな顔で笑っていた。


    「お前……何が可お笑かしい」


    　恨うらめしく睨にらむと、アリアはいっそう笑みを深めた。


    「いつも飄ひよう々ひようとしてて頭にくるほど我が道を行くあなたがそんな風に打ちひしがれているのって……ちょっと……悪くないわ」


    「お前は……そのいけずな性格をちょっと直した方がいいんじゃないですかね」


    「素直な思いを口にしただけよ。それに……しばらく棺ひつぎに入らなくていいのは嬉うれしいわ。私にとっては枷かせでしかないもの」


    　ふふっと弾んだ笑みを浮かべるアリアを見て、ダヤンは怒りを削そがれた。駅の構内にへたりこんだまま目の前の少女を見上げる。駅の入り口から朝日が差し込んでいて、少し眩まぶしそうに目を細めた。


    　ずっと閉じ込められているのは嫌いやだろうなと思う。


    　自由に外を歩かせてやりたいなと思う。


    　何も気にせず一いつ緒しよに街を歩けたらどんなにいいだろうと思う。


    　けれどそれが許されないことも分かっている。


    　活動すればするだけアリアの魂たましいは傷いたんでしまうのだから、本当なら一分一秒でも長く棺に閉じ込めておかなくてはいけない。


    　だからダヤンは彼女を外へ出したいし出したくない。


    　ダヤンは渦うず巻まく思いを押し込めてその場に座り直し、何でもないことのように笑い飛ばした。


    「ははっ……お前は死体なんだから棺に入って当然だろ」


    　無情な魔術師ヴアルドを装って、胸の痛みは当たり前に無視してみせる。


    　冷たい言葉を投げつけられたアリアは一瞬表情を凍こおらせたが、すぐに皮ひ肉にくっぽく微ほほ笑えんで、駅に座り込んだままでいるダヤンの手を踏んづけた。


    「いっ……！」


    「言われなくても分かっているわよ。私は自分を殺した相手に従うしか能のない無力な死体だもの。おとなしくしているしかないわよね」


    　ぐりぐりぐりぐり……とブーツを手の甲こうにめり込ませる。


    「いでいでいでいで!!　ごめん！　言い過ぎた！　本当に痛いから！」


    「え？　もっと踏んでくださいって言った？」


    「言うわけねえだろ！　馬ば鹿かか！　いやごめん、言ってないです。許して……！」


    　ダヤンが涙目で訴えると、ようやくアリアはダヤンの手を解放した。


    「それでどうするの？」


    　ひざまずくダヤンの眼前に腕うで組ぐみして佇たたずむ少女は、小首をかしげて聞いてきた。


    「え？　何が？　もっと謝あやまれって？」


    「違うわよ。まあ謝りたいなら雪の中で一晩土ど下げ座ざして凍こごえ死ねばいいけれど、そうじゃなくて棺はどうするの？」


    　さらりと酷ひどい言葉を挟みながらアリアは重ねて聞いた。


    「ああ、棺が戻ってくるまで数日待つしかないよな」


    　はあっとため息をついてダヤンは列車の去った線路を見やる。


    　新しい棺ひつぎを作るより、おそらくその方がずっと早い。そもそも魔術ヴアールを禁止された国で、魔術の材料を揃えるのは難しいだろう。


    「ねえ」


    「何だ？」


    　ダヤンはアリアの問いかけに答えながら立ち上がった。軽く膝ひざを払って彼女を見下ろす。


    「もしかして、棺以外の荷物もよそへ運ばれてしまった？」


    　問われたダヤンは一瞬呆ほうける。


    「あなた……一文無しになってしまったの？」


    　華きや奢しやな白い手を己おのれの頬ほおに軽く添そえ、アリアはかすかに首を捻ひねった。


    「……嘘うそだろ……」


    　ダヤンは再びその場でぺしゃんこになった。


    「初めて来た敵だらけの国で素す寒かん貧ぴん？」


    　アリアは妙に可か愛わいらしく聞いてくる。


    　ダヤンの頭にはもう絶望という言葉しか浮かばない。


    「……世界は俺を殺す気なのか？」


    「安心しなさい。世界があなたを殺す前に、私が殺してあげるから」


    　アリアはさすがに哀あわれと思ったのか、慰なぐさめるような口く調ちようでダヤンの額ひたいを指先で軽くはじいた。


    「そうか、ありがとよ」


    　ダヤンはため息をついてもう一度立ち上がった。


    　冷静に状況を確認すると、身に着けているのは腰こしに吊った革の鞄かばんだけである。


    　中から少しのお菓子と薬品、魔術を使うためのペンとメモ帳と銃じゆう弾だん、それに硬貨が数枚発掘される。


    　それから、ズボンのポケットにはナイフと魔術法陣ヴアルグラーンを描いた数枚のメモ用紙が入っていた。解熱や痛み止めや怪我の治ち癒ゆなどの魔術法陣を描きためてある。


    「飢うえて死ぬことはなさそうだが、極寒の中で眠って凍死する可能性はありそうだな。宿やどに泊とまるには全然足りんぞ」


    　ダヤンは何度目になるか分からないため息をついた。


    　邪じや魔まにならないよう、荷物はほとんど棺の中に詰めて預けてしまっていた。貴重品くらいは手元に置いておくべきだったと今いま更さら後悔する。


    「荷物の紛失ってのはよくあるらしいが、棺を持っていかれるとは思わなかったな」


    「自じ業ごう自じ得とくってこういうことよね。お金に目がくらんで危険な場所に来たりするからこういうことになるんだわ。懲こりたのなら、今すぐ汽車で引き返すことよ」


    「断る」


    　きっぱりと断言したダヤンに、アリアは呆あきれたような怒ったような表情を見せる。


    「まあいいわ。ここがどれだけ危険な場所だろうと、あなたを殺させたりはしないから」


    　アリアは平然と言って駅の構内から外へ出ていこうとする。ダヤンの葛かつ藤とうなど知らぬ彼女は気楽なものだ。


    　ダヤンは近くの駅員によそへ送られた荷物がいつ戻ってくるのか確認し、アリアの後を追って駅から出た。


    



    　鉛なまり色いろの空からは、今にも白い結けつ晶しようが降り落ちそうだ。


    　辺りの空気はキンと冷たく肌はだを刺す。


    　アリアは駅の前で空に見入っていた。


    　ダヤンが近づいてゆくと、彼女は緩かん慢まんに振り返った。


    「この町にどんな儲け話があるの？」


    「ん？　それはまあ……企業秘密だ」


    　ダヤンは曖あい昧まいに誤ご魔ま化かした。


    　ダヤンが求めているのは金銭ではなく、アリアの魂たましいの半分を握にぎっているオスカーの情報だ。


    　この国にオスカーがいたという。もしかしたら今もいるかもしれない。そこの路地を曲がった先にいるのかもしれない。


    　それを実感した瞬間、ぞっとした。


    　今ここで突然遭そう遇ぐうしたら、自分は冷静でいられるのだろうか？


    「どうしたの？」


    　その声に呼ばれてダヤンは現実に引き戻された。


    　ふと気が付くとこの寒い中、変な冷や汗が出ていた。


    「顔が不ぶ細さい工くよ」


    「……生まれつきだよ」


    　ややふてくされてダヤンは返した。


    「日が落ちる前にただで泊とまれるところを見つけとくか」


    　オスカーの居所を探さぐるのは、棺ひつぎと荷物がこの街に届いてからだ。


    　さしあたり、おとなしく身をひそめておくのが得策だろう。


    　そう考え、ダヤンは手ぶらで歩き出した。


    　駅前の通りは広く、そこそこの人通りがあるというのに、あまりにぎやかさがない。


    　この寒さで人の声も凍こおり付ついてしまったかのようだ。


    　アリアがすぐに追いついてきて、隣を歩く。


    「無む償しようで宿やどと飯を提供してくれる心優しい人はいないものかね」


    　ダヤンはううんと唸うなった。


    「そういう場所、一つだけ知ってるわ」


    「ほう、聞こうか」


    「教会キルヒエン」


    　さらりと返ってきた答えにダヤンは頬ほおをひきつらせた。


    「おい、俺に明日の朝日を拝ませないつもりか」


    　たとえ野の宿じゆくになろうとも、今夜泊とまる場所として教会だけはあり得ない。


    　ダヤンが首を振りつつ道を曲がって裏路地に入ったその時、突然アリアの手が眼前に突き出された。


    　一瞬殴なぐられるのかと驚いたが、次の瞬間、ダヤンの顔面に向かって飛んできた石つぶてが彼女の手のひらで受け止められた。


    　アリアは受け止めた石をぽいと道みち端ばたに放る。


    「何だ？」


    　ダヤンが怪け訝げんな顔で見ると、路地の先に数人の少年たちがたむろして争っていた。


    　いや、正確に言うと数人の少年が年下の男の子を石や棒で叩たたいていたのだ。ダヤンに飛んできたのはその石の一つだった。


    「悪魔の国に帰れよ！」「化け物！　悪魔の子！」「地じ獄ごくに落ちろ！」


    　少年たちは怒ど鳴なり散らしながらたった一人を攻こう撃げきしている。地面に蹲うずくまった男の子の耳元が切れて赤い血の筋ができた。


    「おいこら、やめろ」


    　ダヤンは思わず声をかけた。が、その制止の声が彼らを止めるより前に、傍かたわらにいたアリアが動いた。


    　彼女は一瞬で少年たちの元へ駆け寄ると、そのうちの一人の襟えり首くびをつかまえて高々と持ち上げた。


    「うわ……！　なんだよお前」


    　周囲の少年たちが慄おののき身を引く。吊るされた少年は苦しげにもがいた。


    「大勢で一人を打ち据すえるなんて卑ひ怯きようなことは、男のすることじゃないわよ」


    　アリアがそう言って手を放すと、地面に落とされた少年は逃げるように這はって距離をとった。


    「何だよお前ら、ユノに味方するのか？」


    　ユノというのが殴られていた男の子の名前らしい。


    「私たちは通りすがりの旅の者よ」


    「だったら邪じや魔まするなよ！　こいつは悪魔の子供なんだぜ！」


    　少年たちの一人が地面に蹲るユノを指さす。


    「悪魔の子供？　どういう意味かしら？」


    「こいつの親は魔術師ヴアルドだったんだよ！」


    　それを聞き、アリアとダヤンはほぼ同時に固まった。


    　その驚きを感じ取り、少年たちは俄が然ぜん強気になった。


    「こいつの親父は火ひ炙あぶりになった悪あく党とうなんだよ！　だからこいつも悪者なんだ！」


    　そこで蹲うずくまっていたユノが顔を上げた。


    　殴なぐられてあちこち痣あざになり、かすかに血のにじむその男の子は、妙に儚はかなげな雰ふん囲い気きの綺き麗れいな顔立ちをしていた。年は十一、二歳だろう。男の子にしては少し長めの金髪に鮮やかな青い瞳ひとみ。いかにも上品なその容よう貌ぼうに反して、この寒空のした着ているものは薄手のシャツとズボンだけだ。しかも右手の肘ひじから先が包ほう帯たいでぐるぐる巻きになっていた。


    　ユノはゆっくりアリアを見上げ、驚いたように彼女の顔を見つめた。


    「あなた……どうして動いてるの？」


    　アリアがぎょっとして目を剥むくと、ユノは更さらに言った。


    「もう、死んでいるよね？」


    「……どうして」


    　アリアは驚きよう愕がくの表情で聞き返す。彼女が一目でその死を看かん破ぱされるなど今までになかった。


    「お前ら、何言ってるんだよ」


    「気持ち悪い奴やつらだな」


    　少年たちはユノとアリアを蔑さげすむような眼で見やる。


    「どっか行けよ、よそ者」


    「俺らの国を歩いてんじゃねえよ」


    　あからさまに排はい他た的てきな言葉を吐はいて、ダヤンとアリアをこの場から追い払おうとした。


    　そして再びユノの襟えり首くびに手を伸ばし、引っぱり上げた。


    　その時である。


    「ユノに触さわってんじゃねーよクソが！」


    　攻こう撃げき的な声が路地に降り注そそぎ、隣にある建物の屋上から四人の子供が顔をのぞかせた。全員ユノと同じく粗そ末まつで寒そうな服を着ている。


    　その中の一人──ユノと同じ年頃の釣つり目めで気の強そうな少年が、目を三角にして叫んでいた。


    「ユノ、避よけろよ！」


    　少年は手にバケツを抱え、路地に向かって中身をぶちまけた。


    　合図されたユノはすぐさま後ろに下がり、アリアもひらりと躱かわしたが、残りの少年たちはこの寒さのなか冷水をぶっかけられて悲鳴を上げる。


    「何しやがる！」


    　少年たちの怒ど号ごうが飛んだ。


    「教会キルヒエンの世話になってる孤こ児じが、信者の俺らにたてつくつもりかよ！」


    「けっ！　普通の家に生まれたのがそんなに偉えらいかよ！　それ以外に誇ほこるものが何もねえ奴やつは惨みじめだなあ！」


    「何だとてめえ！」


    　酷ひどい誹そしり合いをしている彼らの熱量についていけず、アリアとダヤンは茫ぼう然ぜんと成り行きを見守った。


    「降りてこいよ！　クソガキども！」


    「上等だコラ！　やってやるよ！」


    　屋上にいた少年は受けて立ち、いったん引っ込むと、足音荒あらく階段を駆け下りてきた。


    「ピオニ、やめてよ。僕は大丈夫だよ」


    　ユノが困ったように好戦的な少年を引き留めた。


    　しかし好戦的な少年──ピオニは、拳こぶしをごきごきと鳴らして自分より身体からだの大きな年上の少年たちに向かってゆく。


    「やめてってば！　ピオニ！」


    「引っ込んでろよ、ユノ！　兄弟がやられて黙ってるなんて男じゃねえ！　おらおら！　かかってきやがれ三さん下した！」


    　ピオニは少年たちを挑ちよう発はつする。


    　挑発された少年たちは真っ赤な顔で飛び掛かってきた。


    　そこでピオニは頭上に合図し、ユノの腕うでを引いて後ろへ下がった。


    　それと同時に、屋上に残っていた三人の子供が、巨大な網あみを屋上から投げ落としてきたのである。


    　少年たちは叫び声を上げ、投と網あみの餌え食じきとなって絡からまった。動けなくなって暴あばれている少年たちに向かって、屋上の子供たちがペンキの缶をぶちまける。


    　鮮やかな色彩のペンキが降り注そそぎ、少年たちを染めあげた。


    「くっそー！　何しやがる！」


    　カラフルになった少年たちは忌いま忌いましげに叫んだ。しかしもがけばもがくほど網は絡まる。


    「ばーか」


    　と、ピオニは舌を出した。


    　そしてダヤンとアリアの方を向き、物もの珍めずらしそうな目で二人を見やる。


    　そこで屋上にいた子供たちも駆け下りてきて、彼らは珍ちん獣じゆうを見るような眼でダヤンとアリアを眺ながめまわした。


    「きゃあ！　なにこれ！」


    　そこでふと驚きの声が響き、近所を歩いてきた街の人たちが姿を見せた。


    　彼らはペンキまみれで網に絡まる少年たちを驚きよう愕がくの目で見ると、ピオニやユノに気づいて、あからさまに顔をしかめる。


    「またあの子たち……」


    「いやだわ、悪魔の子のくせに平気で外を出歩いて……」


    「ああいう子たちがいると治ち安あんが悪くなって怖こわいわ……」


    　集まってきた人たちは顔を突き合わせてひそひそと話している。


    　しかし子供たちはそんな声に耳も貸さず、ダヤンとアリアに関心を向けていた。


    「ユノのこと助けてくれるなんて、この街の人じゃないでしょー？　旅の人？」


    　くりくりした目の少女が聞いた。好奇心が強そうな九歳くらいの少女だ。


    「まあね、善良な旅人だよ」


    　ダヤンは空々しく言った。何もしていないくせに……と言いたげな目でアリアが睨にらむ。


    「そういうお前さんたちはこの街の住人か？　善良かつ今夜の宿やど代がない俺たちに、一晩の宿を提供してくれようという心優しい人を知らないか？」


    　回りくどいようで率直なその問いを受け、ピオニは呆あきれたように笑った。


    「だったら俺たちの住んでるところに来いよ。無む償しようで泊とまれるぜ」


    「ほう、話を聞かせてもらおうか」


    　言いながら、ダヤンははっと気が付いた。ピオニがさっきあの少年たちに何を言われていたのか思い出したのである。


    「……お前さんの住んでいるところってのは、もしかして三連十字ドラツエインが屋根の上に掲かかげられた神聖な場所か？」


    「ああ、俺ら全員教会キルヒエンで世話になってる孤こ児じだ。こいつらみんな、俺の兄弟たちなんだよ。血は繋つながってねえけど」


    　あっさり答えられたダヤンは胸中で呻うめいた。


    「そうか、それじゃあまた別の機会に……」


    　ダヤンは軽く手を上げて、ピオニの申し出を断ろうとした。


    　しかし背を向けて早々に立ち去ろうとしたところで、上空からギシギシという奇妙な音が聞こえ、ダヤンは何気なく上を見た。さっき子供たちが網あみを放り投げた屋上から、大きな木材が突き出して危あやうげに揺れている。


    「おい、さっきの網……」


    　あの木材を押さえておくためのものだったんじゃないか──と聞く前に、冷たい風がびょうと吹いて、屋上から突き出た木材がぐらりと傾かたむいた。


    　息をのむダヤンの目の前で、何本もの木材が路地に向かって落ちてくる。


    　それに気がついた街の人たちが悲鳴を上げた。


    　ダヤンはとっさに何も考えられず、ただ反射のように動いた。


    　ベルトに吊るした拳けん銃じゆうを抜き、地面に向かって打ち込む。


    　その直後、すさまじい轟ごう音おんが路地に響き渡った。


    　ダヤンが地面に打ち込んだ銃じゆう弾だんは、まばゆい光を発してその場に大きな図形を描いた。


    　その図形の中央から巨大な蔓つるが瞬またたく間に伸びて檻おりの形になり、その場にいる人間を包み込んで降り注そそぐ木材の山を受け止める。


    　全ての木材が落ち切ると、しんと静まり返った通りにうねうねと動く巨大な蔓の姿が残った。


    　蔓の檻に守られて助かった人たちは、自分の置かれた状況を把は握あくしかねて茫ぼう然ぜんとしている。


    　轟ごう音おんに驚いた街の人々が次々と裏路地に集まってきた。


    　彼らは動く蔓を見て口々に悲鳴を上げた。


    「悪魔の術だ……」「魔術師ヴアルドだ……！」「異端審問官クライスビシヨフ様を呼べ！」


    　その表情は見る見るうちに嫌けん悪おで満たされ、周囲に伝でん播ぱしてゆく。


    「……馬ば鹿か」


    　蔓の檻の中でアリアがぼそりと呟つぶやいた。彼女ののどは赤く染まっていた。蔓の隙すき間まから落ちてきた木材の破片が、運悪く頸けい動どう脈みやくを切ったのだ。


    　彼女を押しつぶす形で地面に伏せていたダヤンはその傷に手を当てる。心臓の動いていないアリアの身体からだは、動脈を斬きられたからと言って血が噴ふき出だすようなことはない。疑ぎ似じ体液がわずかに流れ出すだけだ。すぐに縫ぬえば問題ないだろう。


    　早くこの場から離れなければと考えながら虚きよ勢せいを張る。


    「つぶされて死ぬよりはましだろ」


    「私とあなただけなら逃げられたわね。全員を助けようと思うからこういうことになるのよ。あなたは相変わらず甘いわ」


    「目の前でひき肉になる人間なんて誰が見たいかよ」


    「……平気で人を殺せるくせに」


    　アリアは怒りとも悲しみともつかない複雑な表情で、己おのれを押しつぶすダヤンを見上げた。


    「俺は──」


    　ダヤンが言葉を発しようとしたその時、その言葉を遮さえぎって辺りに閃せん光こうが走った。


    　稲いな妻ずまのような一瞬の閃光が視界を走り抜けると、次の瞬間、ダヤンたちを覆おおっていた蔓の檻も、その蔓に受け止められていた木材も、全てが切り刻まれ粉々になって地面に落ちた。


    　何が起こったのかにわかには理解できず、ダヤンはぽかんとして周囲を見回した。


    　そこには一人の女が立っていた。


    　ダヤンと同じ年頃の若い女である。見れば誰もがぎょっとしたに違いない。女はその細ほそ腕うでに剣を携たずさえて立っていた。身に纏まとっているものは神官服のような上着で、下は動きやすそうな短めのスカートだ。後頭部で一つにくくった長い黒髪が馬のしっぽのように揺れている。


    　女は凛り々りしい顔立ちでじっとダヤンを見み据すえた。


    「この魔術ヴアールを使ったのは君ですか？」


    「……俺は単なる旅人だ」


    　ダヤンは立ち上がりながら誤ご魔ま化かそうとした。が、


    「嘘うそよ！　その男が銃じゆうを撃って、そしたらその化け物みたいな蔓つるが出てきたのよ！」


    　状況を見ていた街の住人がそう叫んだ。


    　ダヤンは舌打ちしそうになる。


    　女は冷静にダヤンを見み据すえ、淡たん々たんと告げた。


    「この国で魔術ヴアールを使うのは重罪です。目撃者がいる以上、私は君を連行しなければなりません」


    「あんたは異端審問官クライスビシヨフか？」


    「クロノア・マグデリニヒです。教会キルヒエンの異端審問官です」


    　妙に堅かた苦くるしいしゃべり方でクロノアと名乗る女は、ダヤンに剣の先を向けた。


    　厳しく魔術を取り締まる国だ。教会には当然異端審問官が常駐しているだろう。


    　彼女と向き合い、ダヤンは余裕めかしてふっと笑った。


    「異端審問官のお嬢じようさん」


    「何ですか？」


    「人の身で悪魔の術に本気で勝てるとでも？」


    　虚きよ勢せいを張って優位を装ってみせたダヤンに、傍かたわらのアリアが冷ややかな視線を送る。


    　しかしクロノアは魔術師ヴアルドに挑ちよう発はつされても全く動じることなく、ゆっくり剣を構えた。
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    「どうでしょう？　やってみなければ分かりません」


    　淡々と返す言葉には緊張も気負いも見て取れない。あまりに自然体だった。


    「……お嬢じようさん一人で俺とやりあうつもりか？　怖こわければ他の異端審問官クライスビシヨフの助けを呼んでもいいんだがな」


    　むしろ呼びにくくなるようダヤンは言った。しかしクロノアは平然と首を振った。


    「いいえ、そんな無意味なことしませんよ。だって私が勝てないなら、他の誰でも勝てませんから。少なくとも、私は私より強い異端審問官を知りません」


    　自慢ともとれる内容を、単なる事実を告げるかの如ごとく口にする。


    　ダヤンの中に本能的な警けい戒かい心しんが湧わき上がる。


    　これとまともにやり合ったらまずいと感じる。


    　ダヤンは素す早ばやく背を向けて、背後に立っていたアリアの手を引き一いち目もく散さんにその場を逃げ出そうとした。


    　恥はじなどという言葉はどぶに捨ててしまえとダヤンは思う。


    「逃げるぞ、アリア」


    　しかし走り出してすぐ、真後ろから声がかかった。


    「逃がしませんよ」


    　耳元で聞こえたその声にダヤンはぞっとした。


    　同時にアリアの手で突き飛ばされ、地面に転がる。一瞬前までダヤンが立っていた空間を、クロノアの振るう剣が切きり裂さくのが見えた。


    「よく避けましたね」


    　クロノアは虫を観察するかのような無む機き質しつな目でダヤンを見ている。


    「この短期間でまた魔術師ヴアルドが現れるなんて不自然です。君、毒をばらまいた犯人にかかわりがありますね？」


    「……は？　毒？」


    　何の心当たりもないことを聞かれてダヤンは眉まゆ根ねを寄せた。


    「とぼけても無む駄だです。君を捕つかまえて聞き出せばいいだけのことです」


    　冷ややかに告げ、そこでふとクロノアはダヤンを庇かばったアリアの方に視線を移した。赤くなったアリアの首筋に視線が止まる。


    「君……怪け我がしていますよ。治療しなくては」


    　思いがけず気き遣づかわれたアリアは数秒のあいだ思案し、意を決したように口を開いた。


    「私は魔術ヴアールで蘇よみがえった死体よ。治療なんて必要ないわ」


    　彼女はダヤンの劣れつ勢せいを見て取り、関心を自分に移そうと考えたらしかった。


    　それを聞いたクロノアの表情が変わった。無機質なものから動揺した人間の表情に変化し、アリアを凝ぎよう視しする


    「……死体？」


    「ええ」


    「……何の冗じよう談だんですか？」


    　狼狽うろたえた声でクロノアは呟つぶやいた。


    「冗談なんかじゃないわ。私は死体よ」


    　アリアははっきりとそう言い、己おのれの切れた首に手を当てて、指先で傷をこじ開けて見せた。


    　わずかに疑ぎ似じ体液がこぼれたが、すっぱり切れた頸けい動どう脈みやくを見せてもアリアは平然としている。


    　人間なら到とう底てい生きていられない傷だった。


    　クロノアの顔がみるみるうちに青くなり、完全にアリアに見入っていた。


    　あまり疑似体液を流し過ぎてはまずい。そう思い、ダヤンはクロノアがこちらから注意をそらしている間に銃じゆう弾だんを装そう填てんし直すと、周囲にそっと目を走らせて逃走経路を探さぐる。


    　それにしても毒とはいったい何のことだと、ダヤンは訝いぶかった。誰か毒に冒おかされている人間がいるということだろうか？


    　思考を巡めぐらせるダヤンの前で、アリアは傷から手を放した。


    「分かったでしょう？　死者に治療は不要だわ」


    　平然と言ってのけるアリアを凝ぎよう視しし、クロノアは蒼そう白はくな顔で呟いた。


    「…………屍人形アイズオルガン」


    　その名を聞き、アリアはゆっくりと首しゆ肯こうする。


    「ええ、そうよ。あなた、屍人形を知っているのね」


    「無む理り矢や理り死体を動かす術……。違法である魔術ヴアールの中でも特に許されない……禁きん術じゆつです」


    「異端審問官クライスビシヨフというのは勉強家ね」


    　アリアは皮ひ肉にくっぽい笑みを口の端に乗せた。


    「君は……本当に死んでいるんですか……？」


    　クロノアはなおも聞いた。


    　屍人形は死体を動かす術だ。本来ならば意志など存在せず、ただ術者の命令に従って動くだけの人形だ。生前の魂たましいを留め、意思を持って行動するアリアは奇跡の領域なのである。


    「本当よ。二年も前に死んでいるわ。殺されて、無理矢理蘇よみがえらされて、今はそこにいる魔術師ヴアルドの道具として命令を聞いているの」


    　アリアは攻こう撃げき的な光を宿やどした眼まな差ざしでクロノアを見み据すえた。


    「私は禁きん忌きの術で蘇った化け物よ。神様の手下にとっては許されざる存在でしょうね。消したいと思うならかかってきなさい」


    　自分が教会キルヒエンに敵対する存在であることをはっきりと示すよう言葉にする。


    　するとクロノアはぎりと唇くちびるを噛かんだ。凛り々りしい顔立ちをほの暗い憎ぞう悪おの色に染めて、アリアに剣の切っ先を向けている。


    　次の瞬間、クロノアは地面を蹴けり、すさまじい速度でアリアに突進した。


    　そして、身み構がまえるアリアの隣をすり抜け、その背後にいるダヤンに襲い掛かる。


    「う、お！」


    　ダヤンは間かん一いつ髪ぱつ彼女の剣をかわした。前髪が数本切れてぱらぱらと地面に散った。


    　クロノアは構えた剣をダヤンの鼻先に突き付けた。


    「こんないたいけな女の子を魔術ヴアールの道具にするなんて……命を玩おも具ちやのように扱うなんて……許せません。神を冒ぼう涜とくする行為です」


    　それは冷静な声に聞こえたが、静かに激げき高こうしていることは見ていれば分かった。


    「俺を火ひ炙あぶりにでもするか？」


    　ダヤンは軽く両手を上げて茶ちや化かすように聞いた。


    　クロノアの眉み間けんに深いしわが刻まれる。


    「それは私が決めることじゃありません。処しよ罰ばつは神が下します。私の仕事は君を教会キルヒエンへ連行することですから」


    「その男は私の獲え物ものなの。勝手に連れていかれては困るわ」


    　クロノアの言葉を遮さえぎって、アリアが言った。そして素早くダヤンの前に立つ。


    　それを見て、クロノアの表情はますます険けわしくなった。しばしその表情で佇たたずみ、ふいに彼女はアリアに向かって手を差し出したのである。


    　アリアは不ふ可か解かいそうに眉まゆをひそめてその手を見た。


    「……何のつもり？」


    「私と一いつ緒しよに来てください」


    　クロノアは真しん摯しな声で言った。


    「君は自分が悪あく辣らつな人間に利用されていると気づいているんですか？　死んだ君をいいように利用している。そんなの許せません」


    　熱を込めて諭さとし、彼女はアリアの手を握にぎる。そしてその手の冷たさに一瞬身を震ふるわせると、痛ましいものを見るように表情を歪ゆがめ、握る手に力を込めた。


    「私が君を救います。必ずあるべき場所へ還かえしてあげます。だから一緒に来てください」


    　まっすぐに見つめられ、アリアは弾はじかれたようにクロノアの手を振りほどいた。


    「……死体は死体らしく土の下にいろということね」


    　皮ひ肉にくっぽく口角を上げて見せたものの、アリアの声にはいささかの動揺が感じられた。アリアにとって、「救う」という言葉は初めてかけられた言葉に違いない。


    　その言葉を拒こばむようにアリアは後ずさり、ダヤンの傍そばまで戻ってきた。


    　握られた手の感触を消そうとするみたいに、彼女は自分の手を何度もこすり合わせる。


    　そして怖こわい目でダヤンを見上げた。


    「……いつもみたいに命令しなさいよ。戦えって」


    　乞こわれたダヤンはわずかに顔をしかめた。


    　ダヤンは悪魔を喰くらうためにアリアを戦わせなければならない──という契約をしているが、今目の前にいる相手は悪魔ではない。それとは真逆の異端審問官クライスビシヨフである。


    　更さらに言うなら、この異端審問官はただ職務を全まつとうしているだけだ。


    　彼女を叩たたき伏せろ──と、ダヤンはアリアに命じることを躊躇ためらった。


    「……相手が綺き麗れいな女性だとすぐ情にほだされるわね、あなたは」


    「この状況で何言ってるんだお前は……」


    　ダヤンはいささか呆あきれ、ほんの少しムッとした。


    　一いつ考こうし、仕方がないと腹をくくる。


    　今ここでアリアを戦わせないための言い訳を、ダヤンは持っていなかった。


    　手を伸ばし、アリアの背中に触ふれる。


    「封ふう印いん解除・獣装甲ウオルフリユード発動」


    　その言葉で発動した魔術法陣ヴアルグラーンが青く輝き、アリアの姿を変へん貌ぼうさせる。


    　数秒後、太い腕うでや獣けものの毛皮が愛らしい少女を飾り立てていた。


    「アリア、あれと戦う必要はない。逃げることに全力を注そそぐぞ」


    　ダヤンは理性を失い獣と化したアリアに言い含める。


    　アリアは飛び掛かる姿勢で身み構がまえながら、不満そうにダヤンを見上げた。


    　しかしおとなしくその言を聞き入れ、クロノアの立っている足元の地面を狙ねらった。


    　すさまじい力で拳こぶしを叩きつけられた地面が轟ごう音おんを立ててひび割れる。


    　クロノアが足を滑すべらせたところを見て、ダヤンは再び逃げ出した。


    「アリア、来い！」


    　走って逃げながらアリアを呼ぶ。


    　アリアは四つ足で走り出した。その足は人よりはるかに速い。


    　たちまちダヤンに追いつき、遅いダヤンをどついて転ばせ背中に乗せて、そのまま高く跳ちよう躍やくした。近くに植わっていた大きな針葉樹の幹を伝い、その場から逃げようとする。しかしかなり上ったところで──


    「罪深き魂たましいに神の裁きを」


    　クロノアが祈りのような言葉を唱えた。次の瞬間、背後から光の刃やいばが飛来したかと思うと、巨大な針葉樹は雷を受けたかの如ごとく真っ二つに割れた。


    　あっけなく地面に落とされ、何が起きたのか分からず茫ぼう然ぜんとしている二人に向かって、クロノアは剣を構えている。その剣は眩まばゆい光を放っていた。あの細い剣一振りで大木を斬きったのだ。


    　彼女は再び剣を一いつ閃せんした。すると剣から光る刃が放たれて、飛び道具のように飛ひ翔しようし、ダヤンとアリアのすぐ傍そばの地面を深く切きり裂さく。深々と刻まれた裂け目を目まの当あたりにし、ダヤンは地面が切り裂けるものであったことを初めて知った。


    「傷つけたくありません。投降してください」


    　クロノアは落ち着いてゆっくりと言い聞かせる。


    　ダヤンは目を凝こらして彼女の手にある光の剣を見た。


    「何だあれ……魔術ヴアール……？」


    　ダヤンはその解かい析せきを試みる。


    　ダヤンの目はこの世の全ての魔力を視認できる。


    　目を凝らし、見える世界を切り替えて、彼女の力を暴あばこうとする。が──


    「……見えない」


    　ダヤンは呟つぶやいていた。


    　何も見えないのだ。彼女の剣に宿やどるあの力は魔力ではない、正体不明の何かだった。


    「奇跡の御み業わざ……」


    　言葉では何度も聞いたその名を口にし、ダヤンは我知らず笑っていた。


    　アリアとクロノアが同時にぎょっとした顔をした。


    　劣れつ勢せいのこの状況でいきなり笑い出したのだから、正しよう気きを失ったと思われてもおかしくない。


    「すげえ……」


    　目の前の女は、ダヤンが見たこともない未知の力を振るっている。


    　この世の法則を一切無視した、奇跡の何か──


    　世界は本当に知らないことだらけだ。


    　この危機的状況にあってなお、ダヤンは探求心を抑おさえることができなかった。


    　クロノアはもう一度剣を振った。光の斬ざん撃げきはダヤンの真横の地面を切った。


    　ダヤンを逃がさぬよう包囲するかのようなその軌き跡せきを視線で追い、また呟いてしまう。


    「綺き麗れいだ……」


    　おちょくられたとでも思ったのか、クロノアの表情は険けわしさを増した。


    「どこまでもふざけた人ですね。まあいいです。懺悔は教会キルヒエンで聞きます」


    　クロノアはたちまち表情を消して強く地面を蹴けり、ダヤンに一瞬で接近した。その動きはさっきよりもさらに早い。


    　ダヤンは彼女の振りかぶった光の剣に目を吸い寄せられる。


    　視線を奪われているダヤンにクロノアの剣が振り下ろされる。


    　そこでアリアが拳こぶしを振るった。


    　獣けものと化したアリアの剛ごう力りきがクロノアに襲い掛かる。ダヤンははっとし、とっさに叫んだ。


    「アリア、やめろ！　殺すな！」


    　その命令を受け、アリアの身体からだは急停止した。閃せん光こうのような斬撃がアリアの首筋を打つ。アリアの華きや奢しやな身体が地面に崩れ落ちる。


    　ダヤンは思わず彼女の名を呼ぼうとしたが──声を発する前に腹へ強い衝撃を受け、目の前が真っ暗になって意識が途切れた。

  


  
    



    　　　第二章　神の使徒と蛇の毒


    



    　気づくと辺りは暗かった。


    　石の壁に囲まれた室内は、かび臭い湿った空気が澱よどんでいた。


    　ダヤンは一瞬自分がどこにいるのか分からず混乱したが、焦あせる感情を切り離して冷静に状況を把は握あくしようと努めた。


    　とりあえず窓が見当たらないので自分がいる場所は地下かもしれない。


    　唯一の光源は扉とびらにつけられた鉄てつ格ごう子しの小窓だ。


    　身体からだを動かすと、あちこちが痛んだ上に上う手まく動かせず、自分が縄なわで縛しばられていると分かった。


    　どうにか身体をねじって身を起こし、冷たい壁に寄りかかって座り込む。


    　腰こしの鞄かばんも銃じゆうも見当たらない。たぶん没収されたのだろう。


    　深々とため息をつくダヤンの胸中には後悔しかない。


    　想像しうる限り最悪の状況に陥おちいっていた。完全に失敗した。


    『君って人は本当にお馬ば鹿かさんだねえ』


    　そこで唐とう突とつによく知った声が聞こえた。はっと顔を上げると、扉についた小さな鉄格子の窓に一羽のカラスが止まっている。


    「ガーガウルド。どこから入った」


    　そこにいたのはダヤンと契約を交かわす悪魔、ガーガウルドだった。アリアを殺すことになった原因でもあり、アリアを生き返らせる唯一の希望でもあるダヤンの悪魔。


    　ダヤンの魂たましいを喰くらうことを望むこの悪魔は、しばしば姿を変えてはダヤンの前に現れる。


    『私は肉の器を持たないからね。どこにだって好きなように現れるのさ』


    「アリアは？」


    　ダヤンはガーガウルドの言葉にかぶせるようにして聞いた。


    『さあねえ……』


    　カラスの姿をしていてもくつくつ笑っていることが分かる声で悪魔ははぐらかす。


    「ここは教会キルヒエンか？　俺は捕つかまったのか？　……アリアも一いつ緒しよに捕まったのか？」


    『ふふふ、残念ながら全部正解だよ。最悪だねえ……君、火ひ炙あぶりになってしまうよ』


    「そうしたらお前の腹を満たせるな」


    　ダヤンはひきつった笑みを浮かべてカラスを睨にらんだ。


    『こんなところで死なれては困るねえ。もっともっと苦しんで、戦って、君の魂には美お味いしく育ってもらわなくてはいけないのだもの』


    　カラスはふるふると首を振った。カラスらしからぬ──いや、悪魔らしからぬ人間めいたしぐさである。


    「魔術師ヴアルドだってだけで、旅人をいきなり拘こう束そくするとは……噂うわさ通り魔術ヴアールに厳しい国だな」


    　魔術を禁じている国は少なからず存在する。教会キルヒエンの勢力が強い国に多いのだが、そういう国では魔術師であるだけで犯罪者とみなされ、処刑されることもある。


    　ただ、ダヤンは言ってみれば旅の外国人だ。


    　大たい概がいの地域では、捕とらわれるよりむしろ出て行けと言われるのが普通だ。


    「もしかして、俺が『悪魔喰ぐい』だとばれてるのか……？」


    　ダヤンは壁に背を当てたまま考え込んだ。


    　教会の異端審問官クライスビシヨフは、悪あしき魔術を使う者を厳しく取り締まる。


    　中でも禁きん術じゆつである屍人形アイズオルガンを使い、悪魔を喰らい続けるダヤンはどこの教会からも敵視されている。アリアが屍人形だと名乗ったために、ダヤンの正体がばれた可能性はあった。


    「だとしたらまずいな……」


    　この状況ではすぐさま処刑されることも考えられる。


    　ガーガウルドはしばし黙っていたが、バサバサと室内に飛んできてダヤンの肩かたに止まった。


    『おかしさを語るには正しさを知る必要があるけれど、悪魔が人の正しさを語るなどそれこそおかしな話だ。私には何が正しくて何がおかしいのか分かるはずもないよ。それでも一つだけ忠告させてもらうなら──この教会は少しおかしいようだね』


    　変に回りくどいことを言うカラスに、ダヤンは怪け訝げんな目を向ける。


    「どういうことだ？」


    　ダヤンは唸うなり、そこでふと思い出した。


    「あの異端審問官のお嬢さんが言っていた毒……あれは何のことだ？　俺は何かの嫌けん疑ぎをかけられているのか？」


    『……自分で確かめてみるんだね』


    　そう言って、カラスはバサバサとダヤンの肩から飛び立った。


    　それと同時に部屋の木戸がギイギイと耳みみ障ざわりな音を立てて開いた。


    　外から入ってきた明かりで室内はようやく明るくなった。そこで分かったのは、石造りのその部屋がまるで牢ろう屋やのような姿をしているということである。


    「よう……目が覚めたか、魔術師」


    　陰気な響きの声でそう言いながら入ってきたのは見知らぬ男だった。


    　クロノアと似た神官服をだらしなく着崩し、腰こしに剣をつっている。神経質そうな顔立ちをした、三十代中頃の男だ。男は乱暴な足取りでダヤンの前まで歩み寄った。


    　ダヤンがその男を注視している間に、ガーガウルドは姿を消してしまっている。


    　アリアはどこだ──と、ダヤンは真っ先に聞きたい衝しよう動どうにかられた。しかしそれを口にして、彼女がダヤンの弱みだと知らせることは躊躇ためらわれた。


    「……こんなところに閉じ込めて、俺に何か依頼でも？　神父さん」


    　一瞬の葛かつ藤とうの末、ダヤンは気軽な調子で聞いてみた。


    　その途と端たん、男は固いブーツでダヤンの腹を蹴け飛とばした。


    　ダヤンは衝撃に息をつめて呻うめく。


    「神父じゃねえ。異端審問官クライスビシヨフのウィンガムだ。ウィンガムさんと呼べよ、魔術師ヴアルド」


    　ウィンガムと名乗る異端審問官はダヤンの腹にぐりぐりとブーツのかかとをめり込ませた。


    「……人の名前を呼ぶのは得意じゃないんでね」


    　ダヤンは顔をしかめつつ答えた。


    「名前を呼ぶというのは特別な行為だ。あんたは俺の特別になりたいのか？」


    　昔からダヤンはあまり人の名前を呼ばない。呼ぶのは必要な時か、特別な相手だけだ。


    　ダヤンが冗じよう談だんめかして本心を語ると、ウィンガムはダヤンの髪を乱暴につかんだ。


    「わけの分からないことを言ってんじゃねえよ」


    「何をそんなに苛いら立だってるんだ？　何かあったのか？」


    　ダヤンは痛みをこらえて適当にかまをかけてみた。


    　悪気なく人を怒らせがちなダヤンにとって、相手を自動的に苛立たせるのはもはや生まれた時から備わっている機能のようなものであるが、ガーガウルドが言っていたおかしさの尻尾しつぽを少しでもつかめないかと思ったのだ。


    　すると険けわしい顔でダヤンの髪をつかんでいたウィンガムは、ダヤンを放り投げるように手を放した。そして脅おどすようなことを言う。


    「素直に白状すればすぐ楽になれるぜ」


    　言われたダヤンはもちろん意味が分からなかった。


    　隠し事の多いダヤンだが、初対面の相手に打ち明けなければならないことなど特にない。


    「……何を？」


    　むろんそう聞き返す他なかった。


    　するとウィンガムは圧力をかけるように顔を近づけた。


    　そこでダヤンはウィンガムの顔色が酷ひどく悪いことに気が付いた。薄暗いので気が付かなかったが、よく見てみれば脂あぶら汗あせをかいて目の下にはくまができている。まるで病やまいの床から起き上がってきた瀕ひん死しの病人のように見えた。


    「この教会キルヒエンに毒をばらまいてるのはお前だな」


    　ウィンガムは脅すように言った。


    　毒──という言葉にダヤンは眉まゆをひそめる。さっきクロノアも言っていたその言葉が、ダヤンをここへ閉じ込めている理由なのだろうか？


    「毒って何の話だ？」


    「俺たちを毒で苦しめてるのはお前だろと言ってるんだ」


    　ウィンガムはシャツの袖そでをまくり、自分の腕うでをダヤンの眼前にさらした。


    　そこには黒い円形の痣あざがある。歪いびつな形をしたその痣は、紛まぎれもなく魔術ヴアールを使うための魔術法陣ヴアルグラーンだと、魔術師ヴアルドのダヤンには分かった。


    「こういう……こんなことをする人間は魔術師以外にいねえだろ。お前は教会キルヒエンの人間たちを襲った。そうだな？」


    　異常な圧力を感じさせる据すわった目で、ウィンガムはダヤンに問いただす。


    　ダヤンの答えなど聞くまでもなく、事実として確定させようとしているかのような問い方だった。


    　これは否定するべきか黙っておくべきか、ダヤンは少し迷った。


    　迷いながら背筋がぞくりとする。


    　ガーガウルドの言った教会がおかしいという言葉が頭をよぎる。


    　ウィンガムの話を総合すると、この教会は今、魔術の毒に侵されているということだ。


    　そして今この国には、狂きよう乱らんの魔術師オスカーがいる。


    　この二つの事柄には関わりがあるのだろうか？


    　疑問と恐怖が腹の底から湧わき上がり、全身が粟あわ立だつ。


    「狂乱のオスカーがこの国にいるというのは本当か？」


    　ダヤンは無感情にぽつりと問いかけた。


    　聞かれたウィンガムは一瞬驚いたように目を見張り、じわじわと表情を歪ゆがめた。


    「お前……奴やつの仲間か？」


    「……さあね」


    　ダヤンははやる鼓こ動どうを抑おさえながらはぐらかした。


    「…………そうか、お前は奴の仲間か」


    　ウィンガムは暗いまなざしで腰こしに吊った剣を抜いた。


    　いきなりの行動にダヤンはぎょっとする。


    「おい──」


    　ダヤンが声を発するのと、ウィンガムが剣をダヤンの足に突き立てるのは同時だった。


    「ぐ…がっ……」


    　一瞬感じた冷たさの直後、腿ももに鋭するどい痛みが走る。


    　ウィンガムはすぐに剣を抜いた。刺さったのは剣の切っ先だけだったが、切れた血管からだらだらと血が流れてくる。


    　ウィンガムはダヤンの腿の傷口をブーツで踏みつけた。


    「地じ獄ごくへ落ちろ……悪魔の手先が……！」


    　そしてダヤンの顔面を蹴けり上げる。


    　頭がぐらんぐらんと回りながら倒れ、口が切れて鮮せん血けつが散った。


    「おとなしく白状するなら足一本で勘かん弁べんしてやるよ。言え。自分がやったって」


    　痛めつけられながら、冷静な頭の一部が考えた。


    　この男は本気でダヤンが毒をまいた犯人だと思っているのだろうか？


    　ウィンガムの様子はまともではなく、何を考えているのか全く読み取れない。


    　ウィンガムは倒れたダヤンを執しつ拗ように蹴けり続ける。


    　ダヤンが黙ってそれに耐たえていると、開いたままだった扉とびらから新たなる人物が姿を見せた。


    　ダヤンを打ちのめした異端審問官クライスビシヨフ、クロノアだった。


    「ウィンガムさん！　何してるんですか！」


    　彼女は鋭するどく叱しつ責せきした。


    「クロノア、こいつは狂きよう乱らんの魔術師ヴアルドの仲間だ。俺たちを襲った犯人はこいつだ」


    　ウィンガムは小さく舌打ちし、クロノアに向かって言った。
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    　クロノアは目を見開き、険けわしい表情でダヤンを見下ろした。


    「彼がそう言ったんですか？」


    「それを今、白状させようとしてる」


    　それを聞いたクロノアの表情がかすかに曇くもった。


    「私が聞き出します。ウィンガムさん、こんなやり方は神に仕える人間のすることじゃありません」


    　真まっ直すぐな瞳ひとみで宣言するクロノアに、ウィンガムはけっと吐はき捨てた。


    「綺き麗れい事ごとで異端審問官クライスビシヨフは務まらねえよ」


    「白状する前に殺す気ですか？」


    　対するクロノアは落ち着いたものだった。


    　年は倍近く離れているように見えるが、彼女に詰問されたウィンガムはがしがしと頭をかいて負け犬のように顔を背そむけた。


    　両者の攻防を見て、ダヤンはクロノアを会話するに値する人間だと判断した。


    「俺の人形はどうしてる？」


    　ダヤンは二人の話を遮さえぎるように聞いた。


    　クロノアとウィンガムは同時にダヤンを見下ろした。


    　口から血を流して横たわり、ダヤンは不ぶ気き味みに薄く笑った。


    「お前にそんな質問する権利なんざ……」


    「暴あばれてます」


    　クロノアがウィンガムを制して答えた。


    「だろうな」


    　ダヤンはアリアに封ふう印いんを解除したままだ。理性を失ったままだろう。


    「特別製の牢ろうに入れても壊こわされそうです」


    　ちらと困った顔をしたクロノアに、ダヤンはにやりと笑った。


    「あれは理性のない化け物だ。俺の言うことしか聞かない。そういう風に作った」


    　その言葉は少なからず彼女を不快にさせたらしく、クロノアは柳りゆう眉びを逆立てた。


    「いつまでも閉じ込めておけると思うなよ。あれは見境なく人を襲うぞ」


    　ダヤンはクロノアの心中に構うことなく法ほ螺らを吹いた。


    「俺をあいつのところへ連れていけ。止めてやる」


    　そして止とどめに要求と宣言を端的に告げる。


    　クロノアはしばし思案し、腰こしにつっていた剣を抜いた。その切っ先をダヤンに向け、目にも留まらぬ速さで振る。


    　するとダヤンを縛しばっていた縄なわがはらりと落ちた。


    「クロノア！」


    「みんなの安全が優先です」


    　ウィンガムの非難の声を軽く抑おさえ込み、クロノアはダヤンの腕うでを引いて立たせた。


    　ダヤンはよろめきながら立ち上がる。


    　縄を斬きる必要はなかったのでは？　と思ったが、おそらくこの異端審問官は縛られたままの人間を連れ歩くことが嫌いやだったのだろう。そして、縄がなくても逃がしはしないという自信があるのだろう。


    　一方ウィンガムは忌いま忌いましげに歯は噛がみし、ダヤンを睨にらんでいた。


    「ウィンガムさんは部屋で休んでいてください。あなたは自分の身体からだのことを考えるべきです。あとは全部私がやります」


    　クロノアがきっぱりと告げると、ウィンガムは諦あきらめたように部屋を出て行った。


    「早くあいつのところへ連れていってくれ」


    　ウィンガムがいなくなると、ダヤンは再び言った。


    「その前に手当てをした方がいいですね」


    　クロノアは眉まゆをひそめてダヤンの怪け我がを見る。


    　彼女は足早に部屋を出て、すぐに戻ってくると手に薬箱を抱えていた。


    「ずいぶん親切だな。火ひ炙あぶりにする相手でも手当てしてくれるのか？」


    　ダヤンは揶や揄ゆするように笑った。


    　クロノアは一瞬ぴくりと眉の角度を上げたが、無言で包帯と消毒薬を取り出した。


    　消毒薬を傷に塗って、包帯を巻いてゆく。


    　その手つきは不器用で、あまり上手とは言えなかった。


    



    　手当てを終えると、クロノアはダヤンを連れて部屋を出た。


    　ダヤンの想像していた通り、閉じ込められていた部屋は地下室だった。


    　クロノアの案内で、痛む足を引きずりながら迷路のような地下の廊ろう下かを歩き、離れた場所にある地下の一室へたどり着く。


    　重たい鉄の扉とびらの前に立った瞬間、扉に何かがぶつかるすさまじい音がした。


    　クロノアは持っていた鍵かぎで錠じよう前まえを開けた。


    　ゆっくりと扉が開かれると、明かりのない部屋の奥に小さな人影が見えた。怒りに双そう眸ぼうを染め、鉄の扉に体当たりしようとしているアリアだった。


    　見れば、何度もアリアの攻こう撃げきを受けて、分厚い鋼こう鉄てつの扉は大きく歪ゆがんでいた。あと一度体当たりされたら吹っ飛んでいたことだろう。


    　アリアは闖ちん入にゆう者しやを睨んで低く唸うなっている。真正面から対たい峙じしてダヤンはぞくりとした。この冷気のなか冷や汗が出そうになる。


    　ダヤンは平静を保って部屋に入り、アリアに向かって両手を広げた。


    「アリア！　来い！」


    　その声に反応し、アリアの瞳ひとみが怒りとは違う色に輝いた。


    　シャーッと鳴き、大きく跳ちよう躍やくしてダヤンに体当たりする。


    　ダヤンは彼女の身体を受け止めて、その勢いのまま壁に激突した。


    　もうどこがどう痛いのかも分からないまま、ダヤンはひきつった顔で笑った。


    「よしよし、いい子にしてたな」


    　背中を撫なでてやると、アリアはダヤンの膝ひざの上に丸まって眠ってしまった。


    　封ふう印いんを解除して理性を失っている時、アリアの眠り方は猫に似ている。死体には見えず、たまに動いたりもする。


    　たぶんこれは本当に眠っているのではなく、剥むき出しの本能による甘えの一形態なのだろう。


    　ダヤンの膝でおとなしく眠っているアリアを見て、部屋の入り口に立っていたクロノアが感嘆の吐と息いきを漏もらした。


    「眠ったんですか？」


    「まあね」


    　アリアを撫で続けているダヤンをじろじろと見ながら、クロノアは難しい顔になった。


    「ずいぶん彼女を大切に扱うんですね」


    「道具は大切に使う主義だ」


    「道具を使っているようには見えません。女の子として扱っているように見えます」


    　ダヤンは思わず黙り込んだ。クロノアは疑るようにダヤンをうかがう。


    「……君は、本当に狂きよう乱らんの魔術師ヴアルドの仲間なんですか？　この教会キルヒエンに毒を盛った犯人なんですか？　なんだか、私には君があの恐ろしい魔術師の仲間とは思えないんですが」


    　オスカーの話をされ、ダヤンは自分の手が冷えてゆくような緊張感を覚えた。


    「どうやら、狂乱のオスカーがこの国に来たってのは本当らしいな……」


    　クロノアの口ぶりから、彼女がオスカーと直接対たい峙じしたことが分かった。


    「あの男と何があった？　あいつはこの教会に何かしたのか？」


    　ダヤンの声には自然と敵意がこもる。


    　それを察したのだろう。クロノアは警けい戒かい心しんを緩めたように答えた。


    「彼は確かにこの街へ来ましたよ。まともな人じゃありませんでした」


    「……だろうね」


    　ダヤンの胸中に一瞬複雑な感情が湧わく。敵であるはずの男だ。まともでないことはダヤンが一番知っている。それなのに、師を悪く言われたことに対して不快感があった。


    　ダヤンの胸の内など知るはずもないクロノアは話を進めてゆく。


    「彼は悪魔を連れて街に現れたんです。悪魔も魔術ヴアールも禁きん忌きとされるこの地にですよ。とてもまともな神経ではないと思いました」


    「どんな悪魔だ？」


    　ダヤンはオスカーが契約している悪魔を何体か見たことがある。知っている悪魔だろうかと記憶をたどった。


    「小さい妖よう精せいみたいな悪魔でした」


    　クロノアは両手を上下に動かして、縦三十センチくらいの長さを表してみせた。


    　悪魔の中には頻ひん繁ぱんに姿を変える者もいるから確信は持てないが、とりあえずダヤンの記憶にはない悪魔だ。


    「当然街の人たちは大騒さわぎしました。教会キルヒエンに知らせがあって、常駐している私たち異端審問官クライスビシヨフが現場に駆けつけて……」


    　そこでクロノアは苦々しげに唇くちびるを噛かんだ。


    「私が到着した時にはもう、みんなやられてました。私は間に合わなかった。あの魔術師ヴアルドは去り際にこう言ったんです。これからお前たちの身に災厄が降りかかる──と。そしてそれから少しして、この教会は毒に冒おかされました」


    　ダヤンは難しい顔で考え込んだ。


    　毒というのが何なのか、本当にオスカーがそれを仕掛けたのか、これだけの情報ではまだ分からない。


    「あんたたちが言ってる毒というのは、どんな症状なんだ？　薬なんかは効かないのか？」


    　ダヤンはもう少し具体的なことを聞こうとした。


    　クロノアはきっぱりと首を横に振った。


    「効きませんでした。もちろん神官も快かい癒ゆのために祈りを捧ささげました。治すべき病やまいなら、神は治療してくださいます。それもまた奇跡の御み業わざです。けれど、いくら祈りを捧げても神はこの毒を消してはくれませんでした」


    　ついさっき己おのれの目で奇跡の御業とやらを見たダヤンは、その言葉を馬ば鹿かにする気にはならなかった。


    「直接オスカーと対たい峙じしたあんたは毒に冒されなかったのか？」


    「私は何ともありません。まだ無事でいる私がみんなを助けなくちゃ……」


    　クロノアは思いつめたように言って拳こぶしを握にぎった。


    「それなら……魔術師を頼ったらどうだ？　国外の魔術師を呼んでもいい。専門家に解げ毒どくさせるということを考えなかったのか？」


    　その言葉にクロノアは凛りんとした態度で首を振る。


    「魔術ヴアールは悪あしきものだと教会の戒かい律りつで定められています。神に仕える私たちに戒律を破れというんですか？」


    「ああそうだ。戒律を破れと言ってる」


    　きっぱりと言い返したダヤンに、クロノアは強い非難の瞳ひとみを向けた。


    「そんなことは許されません！」


    　かたくなに拒こばむクロノアを、ダヤンは半ば軽蔑するように見上げた。


    「馬鹿じゃないのか？　教会の人間というのは本当に理解できん。そんな戒律に何の意味があるんだ？　自分を痛めつけることに何の価値が？　あんたたちは被ひ虐ぎやく趣味者なのか？　神様ってのは、そんな被虐趣味者しか救ってくれないのか？」


    　ダヤンは素直に非難をぶつけた。


    　クロノアは一瞬表情を戸惑いの表情を浮かべたが、ダヤンの前に佇たたずんだまま厳しく表情を引き締めた。


    「私たちが厳しい戒かい律りつを守るのは、神様のためじゃありません。厳しい戒律は信者のために存在するものです」


    「そうすれば神様が救ってくれるって？」


    　ダヤンはいささかの嘲あざけりをこめて、ははっと笑った。


    　しかしクロノアは顔色一つ変えることなく首しゆ肯こうした。


    「そうです。厳しい戒律を守れば神様が救ってくれる──と、信じることができます」


    　クロノアはダヤンの言葉をわずかに変えて繰り返した。それを聞いたダヤンは、その言葉が持つ意味を察し、思わず唇くちびるを引き結んだ。


    「人間はそれほど強くはないのです。何もしなくても神様が救ってくれると信じられるほど強くないのです。だから厳しい戒律が存在する。これだけ頑がん張ばったのだから神様は救ってくれるはずだ──と信じるために。厳しい戒律は信者の心のために存在します」


    　わずかの迷いもなく彼女は断言した。いかにも生き真ま面じ目めであまりに堅かた苦くるしいその物言いを、ダヤンは少し気に入った。


    「へえ……あんたは、神様じゃなくて人を見てるんだな」


    　思わず目元をほころばせてしまうと、それを見たクロノアの眉み間けんにしわが寄った。


    「……馬ば鹿かにしていますか？」


    「まさか」


    　ダヤンはにこにこと笑いながらかぶりを振り、手て遊すさびにアリアの髪を撫なでた。


    「そうじゃなくて、なんというか……あんたを少し好きだと思った。あんたは力が綺き麗れいなだけじゃなくて、心根が優しい人だな」


    　まったく愚おろかしいほどの率直さでダヤンは言った。


    　するとクロノアは一瞬目を見開き、見る見るうちに怒りと不快で顔をいっぱいにした。


    「私は人をからかうためにそういう言葉を使う人は嫌いです」


    「俺はあんたをからかった覚えはないし、こういう嘘うそはつかない」


    　他者に対する好意に関して、ダヤンは嘘をつかない。好きではない人を好きだと言ったりはしない。けれど──自分のこの感情は人には伝わらないものだということも知っていた。


    「あんたがどう感じるかはどうでもいいさ。信じてもらえないのは慣れてる」


    　ダヤンの好意を信じてくれた人間はこの世にただ一人だけだ。


    



    



    　──あれは十歳の聖夜だったように記憶している。


    　ダヤンは村のはずれにあるアリアの家で、貧しい家にとっては珍しいごちそうである大きなチキンや、真っ白い粉糖のかかったシュトーレンを食べ、白い息を吐はきながら帰宅した。


    　手には山でとってきた銀樫かしの枝を持っていた。


    　強い魔力のある樫で、人の健康に良いものだとダヤンは師匠から教わっていた。


    　聖夜だったので、ダヤンはそれを家族にプレゼントしようと思ったのだ。


    　こっそり裏口から入って、気づかれないよう居い間まの花か瓶びんに飾っておこうとしたが、居間には父と母がまだ起きていて、何か話をしていた。


    「私はあの子が分からないわ。あんな風に魔術ヴアールなんかに没頭して、家族が困っても平気な顔をしてるなんて……」


    「ああ、育て方を間違えてしまったのかもしれないな。あいつの目には、私たちがどうでもいい虫けらみたいな存在に見えているんじゃないだろうか」


    　父と母は延々そんな話をしていた。


    　ダヤンは凍こおり付ついたようにその話を聞いていた。


    　嫌われているのは構わない。怒られるのもぶたれるのも平気だ。


    　だけど……ダヤンが家族や村の人たちをみんな好きで、大事に思っているということだけは分かってほしかった。


    　少なくともそれだけは、伝わっていると信じていたのだ。愚かで幼かったダヤンは──


    　目の前が歪ゆがんで、頭がぐらぐらした。


    　世界がぐんと狭まって、落ちてきた空に押しつぶされそうな気がした。


    　ダヤンはふらふらと外へ出た。


    　辺りには雪が積もっていて、真っ白な世界にはダヤン一人しかいないように思われた。


    　ぼんやり佇たたずんでいると、頭に雪が積もってゆく。


    　いつまでそうしていたのか……ふと気が付くと、家の前に続く道の向こうから、一人の少女が駆けてくるのが見えた。


    　さっきまで同じ温かい家の中で一いつ緒しよにごちそうを食べていたアリアだった。


    　アリアは薄いコートを羽は織おり、鼻や頬ほおを真っ赤にして懸けん命めいにかけてくると、ダヤンに気づいてぱっと笑った。


    「忘れ物よ」


    　白い息を吐いて目の前まで走ってくると、アリアはダヤンに可か愛わいくリボンのかけられた紙包みを渡してきた。


    　ダヤンがぼーっとしてそれを受け取らずにいると、アリアはちょっと首をかしげつつも、ダヤンの手にその包みを握にぎらせる。


    「シュトーレンの残り、持って帰るって言ってたじゃない」


    　言われてようやく、そういえばそんな話をしていたなとダヤンは思った。


    　その忘れ物を、わざわざ綺き麗れいに包んで持ってきてくれたのか……そう思うとなんだか少し寒くなってきた。


    　寒さも忘れて雪の中放心していた身体からだが、ようやく温感を取り戻したのだ。


    　いつもの癖くせで無意識に、ダヤンはアリアの手を握にぎった。


    　アリアは口元を微ほほ笑えませたまま、いつも通り拒こばみも嫌いやがりもせずダヤンの好きなように触さわらせる。


    　ふいに得え体たいの知らない凶きよう暴ぼうな感情が湧わき、ダヤンは思わず彼女の手を握る手に力を込めた。


    　アリアは一瞬痛そうに顔をしかめたが、その手を振り払おうとはしなかった。不思議そうにじっとダヤンを見上げている。


    「……俺は……世界中の人間を虫けらだと思ってるんだそうだ」


    　ダヤンはぽつりとこぼした。


    　アリアはぱちぱちと目をしばたたきつつ、意味が分からないという顔をした。


    「どうして？　ダヤンって馬ば鹿かみたいにみんなのことが好きでしょ？」


    　その瞬間の衝撃をどう言い表せばいいだろう。


    　おそらく生まれてきてからこの時まで、ダヤンはこの世の誰にも理解されてこなかった。


    　世界からあふれた生き物のようで、いつも息苦しく窮きゆう屈くつだった。


    　それが今、全部許されて受け入れられたような気がした。


    「そう思う？」


    「思う。馬鹿みたいだなあって思う。どうしてそんなに人の喜ぶことをしたがるんだろうって思う。なのにそれがへたっぴいで、みんなのこと怒らせるのよね。あんなに怒られたり悪口言われたりするのに、それでもダヤンはみんなのこと大好きなのよね」


    　くつくつと笑いながらそう言うアリアの表情が、そこで突然驚きにゆがんだ。


    「え！　ダヤン、どうしたの？」


    　アリアはおろおろとダヤンの頬ほおを撫なでた。


    　ダヤンはいつの間にか泣いていて、頬にはぼろぼろと大おお粒つぶの涙が伝っていた。


    「俺は……お前のことも好きだよ」


    　ダヤンは泣きじゃくりながら言った。


    　アリアはますます困惑の顔になる。


    「え？　うん、知ってるわよ」


    　泣きながら好意を告げられ、どう扱っていいのか分からない様子のまま、アリアはダヤンの言葉をそのまま受け入れた。


    　ダヤンはぼろぼろと泣き続ける。


    　もう、それでいいと思えた。


    　誰も理解してくれなくていいと思えた。


    　目の前のこの少女だけは理解してくれるのなら、他の理解者はいらないと思った。


    　誰も許してくれなくてもダヤンは家族や村のみんなのことが好きで、この少女だけはそれを知っていてくれるのだ。


    　だからもう、それでいい。


    　ダヤンを知っているのはアリアだけでいい。


    　ダヤンが泣きながらそんな決意をしていると知ってか知らずか、アリアは華きや奢しやな腕うででダヤンをぎゅっと抱だきしめた。


    「ダヤンは私と違って、みんなのことが本当に大好きなのよね。私はちゃんと知ってるわよ。あなたのことなら全部知ってる」


    　ダヤンの胸に顔をうずめて慰なぐさめるようにささやく。


    「私と違ってって……アリアはそうじゃないのか？」


    　ダヤンは彼女の言葉が気になって聞き返した。


    　背中を軽く抱き返しながら顔を覗のぞき込こもうとすると、アリアは微笑を浮かべて顔を上げた。


    「どうかしら……私はダヤンみたいに優しくないもの」


    「みんなお前のこといい子だって言ってるぞ」


    　するとアリアはしばし黙り込み、ダヤンからぱっと離れた。ちらちら舞い落ちる雪の中、彼女はダヤンと距離をとる。


    「私は嘘うそ吐つきだもの」


    　アリアは淡あわい笑みを浮かべていた。この世で最も美しいものは魔術ヴアールであり、人の美び醜しゆうなど論じるに値しない──そう信じているダヤンでさえ美しいと感じられる笑みだった。


    　ダヤンはザクザクと雪を踏んでアリアとの距離を詰めた。


    「でも俺は、お前が嘘吐きでも好きだけど」


    「うん、知ってる」


    　アリアは嬉うれしそうに目を細める。


    「お前が案外意地悪な奴やつだって分かってるし」


    「私が意地悪するのはダヤンにだけだから。他の人には優しく振ふる舞まうから」


    　振る舞うという言葉はいかにも表面的で、それが心からの仕し草ぐさではないのだということを如によ実じつに表していた。


    「……お前は優しいよ」


    　さっきと矛む盾じゆんした言葉を、ダヤンは思わず口にしていた。


    「いけずだけど、ちゃんと優しい」


    　アリアはふと真ま顔がおになり、数秒ダヤンを見つめて口を開いた。


    　しかしそこで突とつ如じよ風が吹き、彼女の唇くちびるから発せられた言葉は雪とともに散ってゆく。


    「また明日ね」


    　アリアは手を振って夜の道を走っていった。


    　今何と言ったのか──聞き返さない方がいいような気がした。


    　その代わりダヤンは大声で叫んだ。


    「お前のこと好きだからな！」


    　アリアは走りながら振り返り、可お笑かしそうに笑った。


    「知ってる！」


    　大きな声で言い返し、彼女は雪の中を駆けて行った。


    



    



    　ダヤンは薄暗い地下で昔のことを思い出しながら、ふっと笑った。


    「どうしてだか、俺の好意は昔から伝わりにくい。でもまあどうでもいいさ。俺はあんたに疑われようと嫌われようとどう思われようと、痛くも痒かゆくもない」


    　アリアの髪を撫なでながら断言する。


    　アリアはいまだ獣けものの耳を生やしたまま、ダヤンの膝ひざで眠っている。


    　好意なのか拒絶なのか、もはや分からないような言葉を投げつけられたクロノアは、完全に混乱したらしく口をぽかんと開いている。


    「ところで──だ。俺たちは犯人じゃない。無実の罪で捕つかまったただの旅人だ。あんたたちを責める気はないから、俺とこいつをここから出してもらえないだろうか？」


    　ダヤンがどさくさに紛まぎれてそう提案すると、クロノアはようやく凛り々りしい表情を取り戻して入り口に立ちはだかる。


    「調子に乗るのはやめてください。ここから出るというなら君を斬きります。君が犯人でなかったとしても、禁きん忌きの術で死者を弄もてあそぶことを看過できません。彼女を解放してください。術を解いて、あるべき形に戻してあげてください。少しでも人としての情があるなら。そうしたら、君が国外に出ることを許します。この国にいる限り、魔術師ヴアルドは悪です」


    　柳りゆう眉びを逆立てて強く言うクロノアを、ダヤンはやはり嫌いではないと思う。


    「あんたは個人的に魔術師が悪だと思うのか？　それともそう教えられたからそうだと信じているのか？」


    　こんな風に問いただす自分は、ずいぶんこの女に関心を持っているのだなとダヤンは思った。


    　クロノアは固い表情でしばし思案し、ゆっくりと口を開いた。


    「……この国では昔、魔術師が内乱を起こしたことがあります。何万人もの国民が命を落としたそうです。もう五十年以上前の話ですが、今でもその頃のことを知ってる国民には根強い恐怖心が残っていまし、その子供たちもまたそうです。その恐怖心は簡単には消えないと思います」


    　そこで彼女は一度口を閉ざし、少し迷って先を続けた。


    「私はこの街で生まれ育って異端審問官クライスビシヨフになりました。悪魔や魔術ヴアールを厭いとう気持ちを、母から厳しく教えられました。他の国では許されても、この国で魔術ヴアールは違法です。ましてや死者を冒ぼう涜とくする行為なんて、絶対に許せません」


    「火ひ炙あぶりにしてでも？」


    　重ねて聞くと、クロノアの表情はわずかに曇る。しかし彼女は迷いを振り切るように決然と答えた。


    「それでもです。法を犯して人を傷つけるような行いを許せば秩序が乱れます」


    　ダヤンは少し驚いた。


    「あんた、変わってるな。俺に対してこんな真しん剣けんに答えてくれる奴やつは少ないのに」


    「君は真剣に聞いたように見えました。だから真剣に答えました。いけないですか？」


    　ムッとしたように聞かれてダヤンは小さく首を振る。


    「いや、嬉うれしかった。ありがとう。けど──あんたの言うことは聞けない。どうしてもこいつを死体に戻したいなら、俺を殺すことだ。あんたのことはわりと好きだが、あんたの言葉に俺を止められるほどの力はない」


    　断言したダヤンに、クロノアはすっと目を細めた。そして腰こしの剣に手をかける。


    「そうですか……残念です」


    「ああ、俺も残念だ」


    　ダヤンはアリアの背を撫なでていた手に力を込めた。緊張感を感じ取り、アリアはパッと目を開けて唸うなった。未いまだ装甲を解かれていない彼女は、獣けものの顔で臨戦態勢に入る。


    　ぴんと張り詰めた空気が室内に漂ただよう。しかしその時──


    「クロノア姉さん！　大変だ！」


    　叫びながら走ってきたのは見覚えのある少年たちだった。


    　町での騒そう動どうの際に子どもたちのリーダー格として振ふる舞まっていた少年と、騒動の原因になった悪魔の子と呼ばれている少年だった。


    　リーダーがピオニ、悪魔の子と呼ばれていたのがユノという名だったはずだ。


    　ピオニは近くまで駆けてくると、好奇心と警けい戒かい心しんを等分に混ぜた視線をほんのわずかダヤンに向けた。ダヤンとピオニは一瞬目が合ったが、ピオニはダヤンに何も言うことなくふいと視線を逸そらした。


    「どうしましたか？」


    　クロノアが凛りんとした態度で聞くと、ピオニは勢い込んで口を開く。


    「もう全滅だよ。毒にやられていないのは俺らとクロノア姉さんと神官長だけだ」


    　クロノアはさっと顔色を変えた。


    「もうそこまで……君たちは全員大丈夫なんですか？」


    「ああ、俺らは何ともないぜ。全員ぴんぴんしてる」


    「そうですか……よかったです」


    　彼女は疲れたように緩い吐と息いきをつく。


    　そこでピオニはもう一度ダヤンの方を見た。


    「クロノア姉さん、こいつが犯人なのか？」


    「……そんなことは君たちが気にしなくてもいいです」


    　クロノアは一瞬躊躇ためらい、しかしピオニに情報を与えなかった。


    　ピオニは不満げに口を尖とがらせている。いかにも子供っぽいその態度と、奇妙に大人びた目つきがアンバランスだ。


    　クロノアはしばし顎あごに手を当てて思案すると、決意したように首を巡めぐらせた。


    「やっぱり君たちだけでも教会キルヒエンから出てください。ここにいたら君たちもいつ毒に冒おかされるか分かりません。この件が片付くまでどこか別の場所で世話になった方がいいです」


    　難しい顔でそう提案する。


    　しかしリーダー格の少年ピオニはふんと鼻を鳴らし、首を横に振った。


    「孤こ児じの俺らを受け入れてくれるところなんてねえよ。俺らだって街の奴やつらの世話になんかなりたくねえしな」


    「市長に話をつけてきます。情けない話ですが、ここではもう君たちを守り切れるか分からないです」


    　クロノアが苦々しげに言うのを聞き、ピオニの表情がひきつった。彼はぐっとこぶしを握にぎり、低くぼそりと呟つぶやく。


    「守るって……何の冗じよう談だんだよ。別に俺たち、あんたらに守ってもらった覚えはねえよ」


    　それをはたで聞いていたダヤンは、石を投げられ陰口を叩たたかれていた彼らを思い出した。彼らは誰にも助けを求めなかった。自分たちで抗あらがおうとしていた。それはきっと、助けを期待していなかったからなのだろう。


    　俯うつむいて責めるような言葉を吐はくピオニに、クロノアは悲しげな顔をした。しかしそれは一瞬で、彼女はすぐにきりりと眉まゆを上げた。


    「とにかく君たちだけでもここから逃がします。いいですね？」


    　けれどもピオニは納得がいかない様子で黙り込む。


    　どう反論したらいいのか迷っている風でもあった。彼は何か言いたげにきつく眉を寄せ──しかしピオニが口を開くより前に、澱よどんだ声が否いなを唱えた。


    「いいわけねえだろうが」


    　どすの利いた低い声で怒ど鳴なり散らしながら歩いてきたのは、ダヤンを散々痛めつけてくれたウィンガムだった。


    　彼は先ほどよりも土つち気け色いろになった顔を不ぶ気き味みに歪ゆがめて、重たげに身体からだを引きずり歩いてくる。


    　酷ひどく弱った様子で、今にも倒れてしまいそうだ。


    　ピオニは気の強そうな顔を怒らせてウィンガムを睨にらんだ。


    　ウィンガムはピオニを手て荒あらく突き飛ばしてクロノアの前へ歩いてくる。


    「親もいねえ、素す性じようもろくに分からねえこんなガキどもを──しかも、悪魔の手先を父親に持ってるようなガキを──どこに預けようってんだ。こいつらが何か問題を起こしたら教会キルヒエンの信用に傷がつくだろうが。こいつらはここから出さねえぞ」


    「ウィンガムさん、この教会に悪魔の子などいません。差別的な発言はやめてください。それから、今すぐ部屋に戻って身体からだを休めてください」


    　凛りんとした態度で、クロノアはウィンガムに諭さとした。


    　ウィンガムは苛いら立だったように舌打ちした。


    「差別だのなんだの下らねえことをこんな時に口にするんじゃねえよ。とにかく、今すぐ教会を封鎖しろ。神の使徒が悪魔の毒で動けねえなんて……こんなクソだせえことを信者に知られたら終わりだ」


    「そのことは動ける私たちが考えます。ウィンガムさんは部屋に戻って……」


    　クロノアがそこまで言ったところで、ウィンガムの目つきが怪あやしくなった。


    　焦点の合わなくなった瞳ひとみが頼りなく揺らぎ、ぐるんと白目を剥むいて卒倒する。


    「ウィンガムさん！」


    　クロノアは慌あわてて彼に駆け寄り、肩かたをゆすった。


    　ウィンガムは白目を剥いたままびくびくと全身を痙けい攣れんさせている。


    「部屋に運びます。手伝ってください」


    　クロノアは彼を担ぎ起こしながら少年たちに声をかけた。


    「あなたはここにいてください」


    　そしてダヤンにそう言い置くと、クロノアたちは部屋の扉とびらを閉めて施せ錠じようする。アリアに体当たりされてひしゃげかけた扉が変な金属音を立てた。


    「ウィンガムさん、しっかりしてください」


    　扉の向こうから鋭するどい励ましの声が聞こえ、足音が遠ざかった。


    　地下室にはダヤンとアリアの二人だけが残され、辺りはしんと静まり返る。


    「さて……出るか」


    　そう声をかけると、アリアは顔を上げてのどを鳴らした。


    　ダヤンはアリアの背中に手を添そえた。


    「獣装甲ウオルフリユード解除・封ふう印いん発動」


    　その言葉とともに魔術法陣ヴアルグラーンが発動し、アリアの身体は元の人間のものになった。瞳も獣けもののそれから理性ある少女のものに変化する。


    　彼女はダヤンの膝ひざから下りて立ち上がると、少しぼんやりした様子で地下室を見回し、次第に意識をしっかりさせ、剣けん呑のんな目つきでダヤンを睨にらんだ。


    「端的に状況の説明を」


    　封ふう印いんを解除されている間のアリアは、いつも記憶が混濁する。


    　ダヤンも彼女に続いて立ち上がった。足の傷が痛んだが、血は止まっているようだ。


    「教会キルヒエンに捕つかまって、閉じ込められた。ちょうど見張りはいなくなったからここから出るぞ」


    　ざっくりと説明するダヤンを見るアリアの目が、怖い形に細められる。


    「だから私は反対したのよ」


    　苦々しく吐はき捨てて、アリアはダヤンに手を伸ばす。一瞬殴なぐられるのかと思ったが、アリアの指はダヤンの口元をそっとぬぐってすぐに離れた。白い指先がダヤンの血で赤く染まった。赤い指先を擦こすりながら、アリアは鍵かぎのかかった扉とびらの方を向く。


    「金かね儲もうけは諦あきらめて、すぐにこの国から出ましょう」


    「教会から出るのは賛成だが、俺は諦めんぞ……」


    　ダヤンがしぶとく断言すると、アリアはぐるりと振り向いた。


    「そんなに大事なの？」


    　はっきりと怒りの感情を宿やどした瞳ひとみでまっすぐ見上げられ、ダヤンは強く頷うなずいた。


    「ああ、大事だ」


    　オスカーが近くにいるかもしれない。オスカーを見つけて、彼が持っているアリアの魂たましいの半分を取り戻す。そのためならこの程度の怪け我がなどどうということはない。


    　アリアは納得がいかないというように唇くちびるを引き結んでいる。


    　ダヤンは軽く肩かたをすくめてみせた。


    「とりあえずここから逃げるぞ。話は後だ」


    「話したって、どうせあなたは自分の思い通りにするのでしょ」


    　アリアは不満そうに呟つぶやいた。生きていればため息の一つもついただろうが、呼吸をしていない屍しかばねにはため息などつけるはずもない。


    「俺の道具は持ち主のことがよく分かってるな」


    　ダヤンは殴られて痣あざだらけになった顔でにやりと笑った。


    「ええ、あなたのことなら全部分かっているわよ」


    　細い指先でダヤンの胸元をとんと突き、アリアは軽やかに応じる。


    　その言葉にダヤンは思わず凍こおり付ついた。


    　あなたのことなら全部知ってる──と、生きていた頃のアリアはよく言った。そのことを思い出したのだ。


    　今のアリアはしばしば、ダヤンが分からないと言う。


    　ダヤンをこの世で唯一理解していた少女は、ダヤンの記憶の中にしかいないはずだ。


    　そのはずなのに、突然分かっていると言われて少なからず狼狽うろたえる。


    　一瞬、アリアの記憶が戻ったのかと混乱する。


    　しかし、ダヤンを見上げる彼女の瞳はいつも通りの冷たさで、ダヤンにかつて向けてくれた親愛の情は、かけらも見て取れないのだった。


    「嫌いな男のことをよく分かってるんだな」


    　ダヤンは動揺を押し隠して挑ちよう発はつするように笑った。


    　アリアは怒るでも嘲あざけるでもなく平然と首を傾かたむけた。


    「ええ、あなたのことを知りたくて、毎日心を砕いているもの。ちゃんと知らないと、あなたのこと殺せないでしょう？」


    　愛らしい唇くちびるから発せられた不ふ穏おんな言葉を受け取り、ダヤンはようやく安あん堵どする。


    「そうか、それじゃあこんなところで火ひ炙あぶりにされないよう、さっさと逃げないとな。とりあえずドアを開けてくれ」


    「この程度のドア一つ開けられないなんて情けない男ね」


    　アリアは艶えん美な嘲ちよう笑しようを浮かべて地下室のドアノブを握にぎった。


    　白く華きや奢しやな手にぎりぎりと力を籠こめ──バギンと耳みみ障ざわりな音を立てて錠じよう前まえを破壊する。


    　思わず口笛を吹きたくなるほどの手前であった。


    「よくできました」


    　ダヤンはぱちぱちと手を叩たたいてみせる。


    　アリアは小こ馬ば鹿かにするような目つきでダヤンを見やり、さっさと部屋から出て行ってしまう。


    「人と出くわさないよう隠れながらな」


    　ダヤンは後ろから忠告した。


    「大丈夫よ。誰が出てきても返り討ちにするから」


    「異端審問官クライスビシヨフに敵かなわずここまで連れてこられたのはどこの誰でしたかね」


    「あら、私を作った自分が無能なのだと宣言したいの？」


    　高たか飛び車しやな物言いをして、彼女は遠慮なく歩いてゆく。


    「おいおい」


    　ダヤンは少々慌あわてながらアリアの後を追った。


    　ここは魔術師ヴアルドを敵視している教会キルヒエンの中である。この場の全員が敵だと言っても過言ではない。とても堂々と歩く気にはなれなかった。


    　ダヤンは周囲に気を配りながら足音を立てぬように地下の廊ろう下かを歩き、そっと階段を上る。


    　傍かたわらを歩くアリアも軽やかな足取りだったので、二人の行軍は静かだった。


    　一階まで上がり、正面玄関を探しながら歩みを進めても人の姿はない。


    「誰もいないな」


    　中からでは正確な大きさが分かりにくいが、ここはずいぶんと広い教会に思える。


    　暮らしている信者や神官や異端審問官もかなりの数になるはずなのに、どこを歩いても誰とも出会わない。


    　全滅──というピオニの言葉を思い出す。


    　ダヤンは考えながら足を進め、大きな扉とびらの前を通りかかったところでふと立ち止まった。


    　その扉の向こうから、人の気け配はいが感じられた。人の息遣づかいや衣きぬ擦ずれの音が、扉を越えて耳に届いてくる。それらは酷ひどく苦しそうなものに聞こえた。


    　ダヤンはしばし佇たたずみ、思案の末にその扉へ手をかけた。


    「何をする気？」


    　アリアが気づいて咎とがめるような声を出したが、ダヤンは意に介さず両開きの大きな扉の片方をそっと引き開けた。開いた隙すき間まから異様な気配と異臭のこもる空気が流れ出た。


    　ダヤンは静かに扉の中をのぞいた。そこは広い礼拝堂で、床に敷き詰められた布団ふとんに五十人近くの人間が横たわっていた。


    　神官服を着たその人間たちは苦しげにあえいでいる。


    　昼間だというのに外が曇くもっているせいで礼拝堂にもあまり光が入っていない。


    　薄暗い中にごろりと横たわる肉の群れは、見る者をぞっとさせた。


    　その間を見覚えのある少年少女が動き回り、黙って患者を看病していた。


    　ダヤンは礼拝堂の入り口に立ち尽くし、苦しむ彼らを漠然と眺ながめた。


    「ここは敵の本ほん拠きよ地ちだ。俺は魔術師ヴアルドで、こいつらに迫害される立場にある。こいつらはそんな俺を無む理り矢や理りここへ連れてきて、好き勝手に痛めつけてくれた」


    「……ええ、そうね」


    　ダヤンの背中から顔をのぞかせて礼拝堂の中を見ていたアリアが相あい槌づちを打つ。


    「つまり俺はこいつらに嫌いやがらせをする十分な動機があるということだ」


    　ダヤンはことさら露ろ悪あく的てきな物言いをしてみせた。


    　アリアはダヤンの意図を察したようにダヤンの顔を見上げた。ダヤンが患者たちにできる一番の嫌がらせといえば一つしかない。


    　聡さといアリアはつま先で不服そうにダヤンのかかとを蹴けった。


    「また馬ば鹿かなことを考えているわね？」


    「心外だな。すばらしい発案だと褒ほめ称えろよ」


    　不敵な笑みを一つ残し、ダヤンは礼拝堂に足を踏み入れた。


    　一番近くに横たわっていた若い男の傍そばにしゃがみ込む。


    「おい、あんたたちは魔術ヴアールの毒とやらにやられたのか？」


    　男はうつろな目で天井を見上げ、苦しげに呼吸していたが、ダヤンが問いかけると小さくうなずき、袖そでをまくった。


    　腕うでの途中、肘ひじと手首の真ん中あたりにウィンガムと同じ円形の痣あざができている。


    　ダヤンは男の腕をとり、目を凝こらしてその痣を凝ぎよう視しした。


    　世界の光景が切り替わり、ダヤンは縦横高さの軸で区切られた魔術の世界を視認する。


    　歪いびつな形をしているが、その痣は紛まぎれもなく魔術法陣ヴアルグラーンの一種だった。


    「へえ……見たこともない形をしてるな」


    　まばたき一つせず、ダヤンはぶつぶつと呟つぶやく。


    「試してみるか……」


    　横たわる男の痣あざに手を触れた。


    「何……するんだ……」


    　男は慄おののいたように手を引こうとする。


    「まあ少し我が慢まんしろ」


    　ダヤンはぐいと男の手を握にぎり、相手が逃のがれることを禁じた。


    　指先で痣をたどり、その魔術ヴアールを解析しようとする。が──突とつ如じよ魔術法陣ヴアルグラーンから火花が散り、ダヤンの指は弾はじかれてしまう。


    　男はひいっとのどの奥で呻うめいた。


    　ダヤンは弾かれた指を擦こすりながら険けわしい顔になる。


    「これ……人間の仕し業わざじゃないな」


    「どういうこと？」


    　後ろに立って様子を見守っていたアリアが不ふ可か解かいそうに聞いてきた。


    「この図形……こんな複雑な魔術法陣、人間の魔術師ヴアルドに描けねえよ。これはたぶん……」


    　と、ダヤンが説明しかけたところで、


    「触さわらないでください！」


    　固く険けんのある声が響き、駆けてくる者がいた。


    　さっき地下からウィンガムを連れて行ったクロノアだった。


    「勝手に部屋から出て……私の仲間に何をするつもりですか？」


    「嫌いやがらせだ」


    　ダヤンがからかうように答えると、クロノアは剣の柄えに手をかけた。


    「そんなことはさせません。また意識を奪われて無む理り矢や理り閉じ込められたくないなら地下に戻ってください」


    　言いながら剣を抜きかけるが、礼拝堂の奥に横たわっていた女性神官がひときわ苦しげに悲鳴を上げた。


    　クロノアははっとし、ダヤンと女を交互に見やり、ぎりと唇くちびるを噛かんで礼拝堂の奥にかけて行った。


    「大丈夫ですか？　痛むんですか？」


    　叫ぶ女の傍かたわらに座り込み、心配そうに声をかける。


    　女は苦しそうにのどを掻かきむしった。


    「だめです！　傷がつきますから！」


    　クロノアは必死に女を押さえている。


    　ダヤンは少し考えてポケットからメモ用紙を出した。そこにはあらかじめ魔術法陣ヴアルグラーンが描かれている。鞄かばんは取られたが、ポケットを探られなかったのは幸いだった。


    　ダヤンは足早に苦しむ女の傍そばへ行くと、クロノアの肩かたを引っ張って乱暴に引き離した。


    「ちょっとどいてな。あんた、何の役にも立ってねえだろ」


    　無神経な言葉を吐はき、ダヤンは苦しむ女の額ひたいにメモ用紙を乗せた。そこに自分の手を置き、魔力を流し込む。閃せん光こうとともに魔術ヴアールが発動し、メモ用紙に描かれた図形が女の額に移る。メモ用紙は白紙に戻り、女の額に移された魔術法陣が淡あわい光を放っている。


    　すると苦しそうだった女がたちまち表情を緩め、うっすらと目を開いた。


    「大丈夫ですか!?」


    　クロノアは目を開けた女に飛びついた。


    「大丈夫……痛みが少し消えたみたい……不思議……クロノアが何かしてくれたの？」


    　女性神官はぼんやりとクロノアを見上げる。


    　クロノアはぎゅっと眉まゆを寄せ、どう答えたらいいか迷っている様子だ。


    　ダヤンはそれを確かめて、石畳の床に座ると白紙になったメモ用紙にもう一度同じ図形を描き始める。


    「君、何したんですか？」


    　クロノアは患者の隣に座り込んだまま、警けい戒かい心しんを込めてダヤンを見み据すえた。


    　ダヤンはメモ用紙に視線を落としたまま、さっきと同じように答える。


    「嫌いやがらせって言っただろ」


    「……意味が……分からないです」


    　これでもかというほど深く刻まれた警戒心をあらわにして、クロノアは更さらなる説明を求めた。


    「悪だと罵ののしり蔑さげすむ相手に助けられるなんていい気味だと思わないか？」


    　ダヤンは露ろ悪あく的てきに言ったが、クロノアは微み塵じんの怒りも見せずに驚きの表情を浮かべた。


    「私たちを助けようというんですか？　魔術師ヴアルドが？」


    「ああ、今描いてるのは麻ま酔すいの魔術法陣だ。痛みを緩和する効果がある。これを全員に施ほどこしてやる。その代わり、俺たちをここへ泊とめろ。ついでに飯も食わせてくれよ。ここから逃げても残念ながら俺たちには金がないんだ」


    「……待ってください、麻酔ということは、解げ毒どく作用はないんですか？」


    「ないよ」


    「そんな……！」


    「だけど、苦しいまま放っておかれるよりはましだろ？」


    　切り返されたクロノアはぐっと言葉に詰まった。


    　自分がなすすべなく彼らを放っておいたという自覚があるのだろう。


    　ダヤンは相手を誘惑するように言葉を重ねた。


    「俺は魔術師ヴアルドだ。困ってるやつらには条件次第でいくらでも力を貸すぞ？　あんたが望むなら、この毒をばらまいている犯人を捕つかまえて、解げ毒どくしてやってもいい。みんな助けてやる」


    「……条件？」


    「全員助かったら、俺たちがしばらくこの国に滞在することを見逃のがしてくれ」


    「ここで何をするつもりですか？」


    「ただの仕事だよ」


    　ダヤンはにいっと笑った。


    　この毒をばらまいた犯人と、ダヤンが捜し求めている狂きよう乱らんの魔術師オスカーは関わりがあるのかもしれない。そう考えている。それを確かめるために、ダヤンはしばらくこの国にとどまらなければならなかった。


    「魔術ヴアールに頼るのは戒かい律りつに反すると言ったな。あんたには、戒律を破ってでも仲間の苦痛を楽にするという度胸はないのか？　目の前に救う手段があると分かっていて患者を放っておけるのが神に仕える人間の行動なのか!?」


    　ダヤンは怒ど鳴なりつけるように挑ちよう発はつした。こういう物言いが効く相手と効かない相手がいるが、彼女には効くだろうと思った。


    　クロノアはダヤンの真意を測るかのように真っ向から向き合い、


    「君は、私たちを毒で侵した犯人じゃないんですよね？」


    　そう念押ししてきた。


    　かかった──とダヤンは胸中で確信した。


    　彼女はもう、ダヤンを信じると決めている。それしか状況を打開できないと頭では理解している。それが分かった。


    「俺じゃない。俺が嘘うそをつく相手はこの世にただ一人だけだ」


    　ダヤンはちらと背後のアリアに目を向けた。


    　彼女は腕うで組ぐみして、厄介ごとに首を突っ込んだダヤンをじっと睨にらんでいた。


    　ダヤンの言葉を受け取り、クロノアは急に姿勢を正した。床に正座し、彼女はダヤンに向かって深々と頭を下げた。


    「どうか、みんなを助けてください」


    　プライドも何もかも捨てて、異端審問官クライスビシヨフが魔術師に頭を下げた。


    　ダヤンは一瞬目を見張り、小さく笑った。


    「やっぱり俺はあんたが結けつ構こう好きだ。いいよ、助けよう」


    　好きだと言われたクロノアはさっきのように怒りはしなかった。浮かべているのは決意の表情である。目の前のこの魔術師に仲間の命を預けると決意したのである。


    「ここで何が起こってるのか教えてくれ」


    「……さっき、狂乱のオスカーの話をしましたよね。彼がこの街に現れたのが一か月半前のことです。彼は私たちに災いが降りかかると告げて姿を消しました。その数日後です。神官の一人が毒を受けました」


    　話を聞きながら、ダヤンは状況を整理しようと努めた。


    「その毒というのはどうやって盛られたんだ？　水か？　食事か？」


    「蛇へびです」


    　クロノアは感情をまじえず冷静に答えた。


    「真っ白い光る毒どく蛇へびに襲われて噛かまれたんです。噛まれたところにあの痣あざが浮かんできました。その神官はすぐに毒が回って倒れてしまって、全身が痛んで、呼吸困難になりました。物を食べてもすぐに吐はいてしまって、どんどん弱っていって……」


    　淡たん々たんと説明しながら、一瞬患者たちに目を向ける。


    「それから毎日のように、この教会キルヒエンの人間は毒蛇に襲われました。私たちは毒蛇を捕とらえようとしましたが、捕まえようとしてもすぐに消えてしまうんです。あの毒蛇は魔術ヴアールで生み出されたものだというのが神官長の見立てでした」


    　ダヤンは説明を聞きながら顎あごを押さえて考え込んだ。


    　その毒蛇というのは、おそらく人間の魔術師ヴアルドが生み出したものではない。この魔術法陣ヴアルグラーンは人間の魔術師に扱えるものではないのだ。悪魔喰ぐいとして多くの悪魔を喰らい、その悪魔が保有する魔術の知識を得てきたダヤンにははっきりと分かった。


    「これは魔術師の仕事じゃねえよ。この教会を襲ってるその毒蛇は、おそらく悪魔だ」


    　ダヤンが断言すると、クロノアは瞠どう目もくした。


    「どういうことですか？　悪魔がこの教会を標的に？　何の目的で？」


    　凛り々りしかった声が無ぶ様ざまに狼狽うろたえる。ダヤンは否定の意を込めてひらりと手を振った。


    「悪魔は自分の意思で人間を襲ったりなんかしない。毒で殺したところで、契約していない人間の魂たましいは喰えないからな。その悪魔は、人間と契約してるんだろう。契約者ベルダーの望みを叶かなえるために教会の人間を襲ったんだ」


    　オスカーがこの街を訪れてすぐ、教会は人間と契約する悪魔に襲われた。


    　だが、その契約者がオスカーなのかどうか、ダヤンは確信が持てなかった。


    　彼が犯人なのだとしたら、目的が全く分からない。


    　手がかりは蛇と痣。これだけだ。


    　ダヤンの説明を聞き、クロノアは肩かたを震ふるわせた。


    「この教会でいま無事なのは、私と神官長と孤こ児じの子供たちだけです。神官長に戦う力はありません。私が倒れたら、もうこの教会を守れる人間はいない。君は──本当にこの教会を救えるんですか？　悪魔の毒を消すことができるんですか？」


    　クロノアは膝ひざの上できつく両手を握にぎり合わせていた。今にも爪つめが皮を突き破って血が噴ふき出だすのではないかというくらいに力を込めている。


    　しかしダヤンは彼女のその深刻な様子に反して飄ひよう々ひようとしていた。


    「まあ、どうにかなるだろう。この世に解除できない魔術ヴアールというのは存在しないからな。魔術ってのは神の奇跡とは違う。極端にいうなら魔術は科学だ」


    「科学……？」


    　クロノアは信じられないという風に呟つぶやいた。ダヤンはにんまりと笑った。


    　他の魔術師ヴアルドから賛同を得られるかどうかは知らないが、ダヤン自身は魔術を科学と定義している。何の法則もない傲ごう慢まんかつ絶対的な神の奇跡とは違うのだ。


    「魔術は科学だ。普遍の法則があって、その術式に従えば必ず正しい結果が出てくる。そして俺は他の魔術師よりかなり多くの法則を知ってる。何より、魔術師にとって契約は絶対だ。あんたが俺と契約するなら、俺は絶対にそれを破は棄きしないだろう」


    　ダヤンの笑みをまっすぐ見返し、クロノアはゆっくりと唇くちびるを開いた。


    「……分かりました。君を信じます。みんなを助けてください」


    「了解。まずは症状だけでも緩和しよう。俺の鞄かばんを返してくれ」


    　没収された鞄の中には魔術法陣ヴアルグラーンを描くためのペンとメモ帳が入っている。


    　この魔術法陣の作成時間は約一時間。それを──五十人分。単純計算で五十時間を要する。


    　気が遠くなりそうだと思いながらダヤンは薄く笑った。


    



    　鞄はすぐに返却され、魔術法陣を描くための小部屋まで用意された。


    　窓が一つと、粗そ末まつな机が一つあるだけの部屋である。


    　そこへ閉じ籠こもって机につくと、後からついてきたアリアが机の端に尻しりを乗せた。


    「なんだかんだ言って、あなたはやっぱり甘いわね」


    　アリアは艶なまめかしい姿勢で机に座り、ダヤンの手元を見下ろした。


    「何がだ」


    　ダヤンは高速で手を動かしながら聞き返す。


    「嫌いやがらせなんて嘘うそでしょう？　泊とまるところがないからというのも嘘よね？　最初はここから逃げ出すつもりだったもの。だけど、苦しんでいる人たちを放っておけなかったのよね？　自分を痛めつけた敵なのに、見捨てられなかったのよね？」


    「金のためだよ」


    　ダヤンはその態度を貫つらぬいた。アリアは冷え冷えとするようなまなざしをダヤンに注そそいでいる。


    「やっぱり甘いわ」


    「邪じや魔まだから黙っててくれ」


    　本気で煩わずらわしくなってダヤンは咎とがめた。集中している時に会話をしたくない。


    　しかしアリアはどうも機嫌が悪いのか、ダヤンの言葉を聞き入れなかった。


    「あの異端審問官クライスビシヨフの女がずいぶん気に入ったのね」


    　何の脈みやく絡らくもなくそんなことを聞いてくる。


    「ん？　ああ、わりとね」


    　ダヤンは馬ば鹿か正直に肯こう定ていした。


    　クロノアは面おも白しろい人間だ。


    　蔑さげすむべき相手の魔術師ヴアルドに、我を曲げて頭を下げた。いや──頭を下げてまでみんなを助けたいと思うことで逆に我を通したのか。どちらにしてもダヤンは彼女に好意を持った。


    「話してみたら楽しかったよ」


    「……私は話す価値もない道具でしょうからね」


    　ふてくされた態度をとられ、ダヤンは思わず手を止めてしまった。


    　見上げた先にはすねたようなアリアの顔があった。


    「……焼きもちでも焼いてるみたいに見えるな。お前は俺を嫌いなんだろう？」


    　妙な態度が気にかかり、ダヤンは確認した。


    　アリアに愛されてはならないこと──それがダヤンとガーガウルドの契約だ。契約は守られねばならない。


    「……ええ、嫌いよ」


    　アリアはダヤンの願い通り、いつもと同じ答えを返す。


    「ならいい」


    　ダヤンは再び机に目を落とした。


    　今はこの魔術法陣ヴアルグラーンを人数分書き上げる方が先だ。


    　耳の奥に彼らの苦しそうなうめき声がこびりついている。


    　一分一秒でも早く楽にしてやりたい。


    　そのことだけを考えて、ダヤンは一いち抹まつの不安を胸の奥深くに沈めた。


    



    　いつしか日は暮れていた。


    　北国の日没は早く、たちまち室内は暗くなる。


    　暗がりの中、アリアは退屈になってしまったのか部屋の壁に背を預けて座り込んでいる。


    　ダヤンが部屋の暗さに不自由を感じて手を止めたところで、古めかしいガスランプと食事を持ってやってきたのはユノだった。悪魔の子と呼ばれて石を投げられていた少年だ。


    　彼は明かりをつけ、ダヤンが座る机に食事の盆を置いた。その上でクリームシチューが湯気を立てている。


    　この教会キルヒエンで毒に冒おかされていない者は神官長とクロノアと孤こ児じたちだけだ。


    　それはどうしてなのだろうとダヤンは考えた。


    　例えばこの毒が若い人間には効かないのか……


    　あるいは契約者ベルダーは子供たちに恨うらみがないのか……


    　もしくは……彼らの中に契約者ベルダーが潜ひそんでいるからなのか……


    　様々な可能性を考慮する。


    「あなたは魔術師ヴアルドなんだよね？」


    　ユノは椅い子すに座ったまま思案しているダヤンに聞いた。


    「ああ」


    　ダヤンは短く肯こう定ていする。


    　ユノは品の良い顔立ちでまじまじとダヤンを眺ながめた。


    「魔術ヴアールに興味があるのか？」


    「僕のお父さんが魔術師だったんだ」


    　ユノはちょっと寂しげに微ほほ笑えんだ。
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    「ああ……らしいね。お前さん、悪魔の子って呼ばれてるんだろ？」


    　ダヤンは無神経にズバッと指摘する。


    　しかし年長者の無神経発言にもユノは落ち着いたものだった。


    「うん、魔術師の子供はこの国だと悪魔の子って言われるんだ。そう……みんなの言う通り、僕は悪魔の子供なんだ」


    「それはおかしいな。お前さんは悪魔の子なんかじゃないさ」


    　ダヤンは真ま顔がおで否定した。


    「悪魔というのは子を産まないもんだ。誤った情報を流る布ふさせるのは感心しない」


    　不満そうにふんと鼻を鳴らすダヤンを見て、ユノはぱちぱちと素す早ばやい瞬まばたきをした。驚いている様子である。


    「お前さんは悪魔の子じゃなくて魔術師ヴアルドの子だ。で、魔術師の子であるお前さんは魔術ヴアールが好きなのか？」


    　ダヤンは椅い子すに座ったまま腕うで組ぐみした。


    　ユノは小首をかしげて少し考え、小さくうなずいた。


    「好きかどうかなんて考えたことなかったけど、たぶん好きなんだと思う。僕は……変わり者なんだ。本当なら好きになるわけないものを好きになったりしちゃうんだ。昔からそのことをよく指摘される。変な奴やつだって」


    　可か憐れんな少年は儚はかなげな笑みを浮かべる。


    「へえ……」


    　その物言いが自分の幼い頃と被かぶるように思えて、ダヤンはかすかに表情を曇くもらせた。


    「だけど兄弟たちは……ピオニたちは、こんな変わり者で異い端たんの僕でも、仲間だって言ってくれる。血は繋つながってなくても家族だって言ってくれる。受け入れてくれるんだ。だから僕は、兄弟たちが大事なんだ」


    　彼の言葉を聞き、ダヤンはますます既き視し感かんを覚える。


    　子供のころ、自分を受け入れてくれたたった一人の相手を想った。


    　そんな自分を見ているかのようだった。


    　ダヤンが黙り込んでしまったその時、ばたばたと乱暴な足音がして、開いたままの扉とびらからわらわらと少年少女が駆けこんできた。教会キルヒエンで育てられている子供たちだった。


    　ユノと合わせて全員で五人。下は八歳くらいから、上は十一歳くらいだ。


    「ユノ、おせえよ！」


    　先頭にいたピオニが怒ど鳴なる。


    「ごめん」


    　ユノは淡あわく笑みを浮かべて答えた。


    「得え体たいの知れないやつに近づくなって」


    「そうよ、食事くらいあたしが運ぶわよ」


    「そうそう、襲われたらどーすんだよ！」


    　子供たちは口々にわめく。


    　酷ひどい言いようだとダヤンは思った。得体が知れないとか少しグサッとくる。


    「俺は少年を襲う趣味なんかないぞ」


    　ダヤンが思わず抗議すると、子供たちは異常者を見るような目で後ずさった。


    「じゃあ少女なら襲うつもりか？」


    「そんな趣味もねえよ」


    　わけの分からない容疑をかけられ、ダヤンは額ひたいを押さえて否定した。しかし子供たちの視線は冷たく険けわしいものばかりである。


    「そんなに心配しなくても大丈夫だよ」


    　ユノがくすくす笑いながら諭さとした。


    「心配したら悪いのかよ」


    　リーダーのピオニがふくれっ面で言った。


    「ううん、ありがとう」


    　ユノはピオニにぎゅっと抱だきついて礼を言った。


    　そして彼は、順々と他の子供たちにも抱きついてゆく。子供たちは笑いながらユノの抱ほう擁ようを受け止めていた。


    　どうして目の前でこんな謎なぞのやり取りをされているんだろうかとダヤンは首を捻ひねった。友情を確かめ合うのは結けつ構こうだが、よそでやってほしい。


    「邪じや魔まだから出て行ってもらっていいか？」


    　ダヤンはあっさりと彼らのやり取りを遮さえぎった。


    「お前さんたちが仲良いのはよく分かった」


    「なんだよ、うらやましいのか？」


    　ピオニが挑ちよう発はつするようにふふんと嘲あざ笑わらった。


    　ダヤンは一いつ考こうして軽くうなずく。


    「まあ、うらやましくないと言えば嘘うそになるな。俺は家族と疎そ遠えんだったから」


    　家族と心を通わせることができるというのは単純にうらやましいと思う。


    　その肯こう定ていが意外だったのか、子供たちの表情から険けんが消えた。


    「ふーん、まあ元気出せよ。血が繋つながってない人間とだって家族になれるんだぜ」


    　ずいぶん年下の少年に励まされ、ダヤンはいささか複雑な気分になった。


    　そこで一人の少女がふと部屋の片かた隅すみに目を向けた。


    　部屋の端には黙って成り行きを見守っていたアリアがいて、少女と目が合う。


    　少女はぱちぱちと瞬まばたきした。


    「ねえ、お姉さんはもう死んでるって本当？」


    　直球過ぎる問いかけが室内を横切る。


    　アリアは膝ひざを抱えて座り込んだまま、首しゆ肯こうした。


    「ええ、本当よ」


    　あっさりと肯定され、子供たちの関心はたちまちアリアに集中した。


    　アリアはクロノアと対たい峙じした時、自分が屍人形アイズオルガンであることを明言してしまっていた。あの場にはこの子供たちもいたのだ。


    「屍人形アイズオルガンっていうんだよね？」


    「ええ、初めて知ったかしら？」


    　異端審問官クライスビシヨフならともかく、一般人が屍人形を知ってるのは稀まれだろう。案あんの定じよう子供たちはうなずいた。


    「うん、知らなかった。もっと早く知ってたら……」


    　俯うつむく少女の瞳ひとみに影が落ちる。


    「知ってたら、何？」


    　アリアが先を促うながすと、少女は淡あわく短いため息をついた。


    「……知ってたら、ユノのお父さんを蘇よみがえらせてあげられたのに」


    　ユノのお父さん──火ひ炙あぶりにされた魔術師ヴアルドのことだ。


    「やめとけ」


    　ややきつい声で言ったのはダヤンだった。


    「これは俺が特別すごかったからできたことで、簡単なことじゃねえよ」


    　ダヤンはこの手でアリアを殺したから、彼女の魂たましいを留めることができた。魂がなければ、アリアは動くだけの死体になっていただろう。魔術師の間ですら禁きん忌きと言われる術に、何の覚悟もなく手を出すべきではない。


    　自慢ともとれる言葉に少女はきょとんとし、ちょっと笑った。


    「しないよ。今いま更さらだもん」


    　軽く言って、アリアをもう一度まじまじと眺ながめる。そして、


    「ねえ、お姉さんはこの魔術師の恋人なの？」


    　突然度ど肝ぎもを抜くようなことを聞いてきた。少なくともダヤンは仰ぎよう天てんした。


    　アリアも大きく目を見開いて固まっている。そして少しずつ目を細めると、酷ひどく嫌いやそうな顔になった。


    　室内は奇妙な沈黙に浸される。


    「──いや、それはねえだろ」


    　静せい寂じやくを破って否定したのは、ダヤンでもアリアでもなく無関係なピオニだった。


    　少年はけたけたと笑いながら手を振っている。


    「だってどう見ても、釣り合ってねえじゃん」


    「だよね、お姉さんすっごく綺き麗れいだし」


    「お兄さん地味すぎー」


    　子供たちは口々に言う。歯に着せる衣きぬはどこで手に入るだろうかとダヤンは首を捻ひねる。


    「みんな失礼なこと言っちゃダメだよ」


    　ユノがくすくす笑いながら子供たちを咎とがめた。


    　子供たちはそれにつられて可お笑かしそうに笑った。


    　なんという姦かしましい子供たちだとダヤンは呆あきれる。


    「お前さんたちはずいぶん元気だな。身体からだに異常は全くないのか？」


    　聞かれた子供たちは顔を見合わせてうなずいた。


    「別になんともねえよ」


    「そうか、ならいい」


    「俺らのこと心配してんの？　本当に変な奴やつ」


    　珍ちん獣じゆうを見るような目つきの子供たちに、ダヤンはむっとした。


    「どこが変だ」


    「だって、俺らのこと心配する奴なんてこの国にはいねえもん。俺は盗ぬすつ人との子で、こいつは政治犯の子、こいつは外国からの難民の子で、こいつは教会キルヒエンの洗礼を受けてねえ。俺たちみんな問題だらけの孤こ児じなんだよ。誰も心配なんかしねえわ。ユノは悪魔の子って言われてるけどさ、俺らだって石投げられてんだよ」


    　さっきまでの明るさから一変し、ピオニは攻こう撃げき的に笑いながら吐はき捨てた。


    「病気になって死んだって誰も気にしねえ。苦しがってたって医者にもかかれねえ。そーゆー扱いを受けてんだ」


    　しかしそこで肩かたをすくめ、少年は大人びた表情を浮かべる。


    「この国はそーゆー国なんだ。この国で、こんな風に生まれ育った俺らの運が悪かったんだ。石の一つも投げ返したくなるぜ」


    　ダヤンは彼らの会話を聞き、そこで口を挟んだ。


    「あのな、一つ言っておく」


    「何だよ」


    「人に石を投げてはいけないんだぞ」


    　ピオニはその言葉に面おも白しろくなさそうな顔をした。


    「あんただって魔術師ヴアルドだろ？　石を投げられたことないのかよ」


    「あるさ、鋏はさみを投げられたことだってある。熱湯かけられたことだって……あれ痛いんだよ」


    「じゃあやり返せよ」


    「冗じよう談だんだろ。人が痛い思いしてるのをどうして見なきゃならんのだ。こっちまで痛い気分になるだろうが」


    　ダヤンは心底呆あきれた。


    　感情は伝染する。負の感情は特に強く。人が痛い目に合う姿を見れば自分が辛つらくなるのは必ひつ定じようで、そんなものをどうして好き好んで見たいだろう。


    　自分が痛いだけでも十分嫌いやなのに、これ以上の痛みなんて誰がほしいものか。


    　好んで人を傷つけたがる人間は、きっと被ひ虐ぎやく趣味者なのだろうとダヤンは思う。もっと自分を大事にしろよと思う。


    　ダヤンはやれやれとため息をついた。


    　子供たちはお互い顔を見合わせて、心底不思議そうにダヤンを見た。


    「あんたって……実はお人よし？」


    　探さぐるように問われ、ダヤンは苦笑しつつ首を振った。


    「いいや、俺は悪あく党とうだよ」


    「ふうん？」


    「ついでに言えば、異常者で変態だ」


    　世界の理ことわりに抗あらがって、欲に従い願いを叶かなえようとしている。そんな人間は異常者に違いない。


    「へー……まあ、胡う散さん臭くさい男に見えるのは確かだけどな」


    「それは言い過ぎというものだろ」


    　ダヤンは口を尖とがらせて反はん駁ばくする。


    「そういうお前さんたちもなかなかに親切だな。患者を熱心に看病してたじゃないか」


    　するとピオニは嫌いやそうな顔をした。


    「そりゃ当たり前だろ。目の前で人が死ぬとこなんて誰も見たくねえよ」


    「そうか、それを当たり前だと思えるなら、堂々とお天てん道とう様さまの下を歩けるさ」


    「異常者で変態な悪人に言われてもな」


    　ピオニはふんと鼻で笑い、くるりと背を向けた。


    「まあせいぜい頑がん張ばってくれよ、変態魔術師ヴアルド」


    　そう言い残し、他の子供たちを促うながして部屋を出ていく。


    　何とも奇妙な子供たちだと、彼らの後ろ姿を見送りながらダヤンは思った。


    　しばらく部屋の入り口を見つめ、ダヤンは机に向き直る。


    　用意された食事は冷めてしまっていた。クリームシチューに薄い膜が張っている。


    　ダヤンはスプーンでそれをつつき、空っぽだった腹の中にぬるいシチューを流し込んだ。


    　皿を空にして何気なく目を向けると、ずっと同じ場所に座っているアリアが妙にぼんやりとした顔をしていた。


    「なあ」


    　嫌な予感がして、ダヤンは椅い子すに座ったまま彼女に声をかけた。


    　しかし彼女は答えない。瞬まばたきもせず人形のようにじっとしている。


    「おい、どうした？」


    　もう一度声をかけても彼女は全く反応しなかった。まるで魂たましいの抜け落ちた人形のようだ。


    「アリア！」


    　ダヤンはぞっとして立ち上がり、アリアの肩かたを強く揺すった。


    　すると、アリアははっとして顔を上げる。


    　ダヤンはほっとして肩の力を抜いた。心臓の鼓こ動どうがバクバクとうるさい。


    「どうしたのよ、急に大きな声を出して」


    　彼女はいつも通りじろりとダヤンを見上げた。


    「いや……ちょっと身体からだの調子を見ておいた方がいいな」


    　ダヤンは動揺を隠していつも通り振ふる舞まった。


    　アリアは疑うたぐるような目つきをしたまま素直に背を向けた。


    　ダヤンは彼女のブラウスの背中のボタンをはずして白い肌はだを露出させ、そこに刻まれた魔術法陣ヴアルグラーンに手を触ふれる。相変わらず氷のように冷たい肌の温度にぞくりとする。


    　懐かい中ちゆう時ど計けいを出して、アリアの魔術法陣に魔力を注そそぎながらいつも通り計測する。


    　全部調べ終えてダヤンはぐっと歯は噛がみした。


    　魔力の流れは正常だ。少し前に全身の疑ぎ似じ体液を入れ替えたばかりで、きちんと魔力が伝わっている。


    　それなのに、アリアは今停止しかけていた。


    　肉体の異常でないなら、これは魂たましいの異常だ。


    　ダヤンの額ひたいに気温とそぐわぬ汗が流れた。


    　アリアはかなり長いこと棺ひつぎから出ている。以前逗とう留りゆうした街でも、数日間棺から出ていた時があった。


    　休みなく活動すればするほど、彼女の魂はすり減ってしまうのだ。


    　弱った魂は回復しない。棺に押し込めて、少しでも弱る速度を遅らせるしか方法はない。


    「くそ……」


    　悪あく態たいをつきながら、ダヤンは彼女の身体に魔力を注ぐ。そんなことで魂は回復しないと分かっていたが、それでもせずにはいられなかった。


    「まだなの？」


    　いつまでたっても終わらないことを訝いぶかり、アリアが顔だけで振り向いた。


    「少し調子が悪そうだからな」


    　焦あせりを表に出さず、平静を装ってダヤンは答える。


    　しかしアリアはその焦りを感じ取ったのか、ダヤンの手を振り払って立ち上がった。


    「平気よ」


    　傲ごう然ぜんと言い放つ。


    「道具の手入れは後になさい。麻ま酔すいのための魔術法陣を完成させるんでしょう？」


    「あのな……」


    　拒こばまれたことにイラッとして、ダヤンは言い返そうとする。しかしアリアはダヤンの言葉を遮さえぎって言った。


    「正直、あなたのことを馬ば鹿かだと思ってるわ。放っておけばいいのよ。敵が苦しもうと全滅しようと、関わらなければいいのよ。見殺しにしたところで痛くもかゆくもない。あなたも私も困らないわ」


    　酷こく薄はくに言い捨てる。人としての良識を疑われかねない発言だ。しかしアリアは続ける。


    「だけどあなたは助けたいんでしょう？　馬ば鹿かだと分かっていて助けると決めたんでしょう？　だったらやりなさいよ、最後まで。その代わり、私は手を貸さないわ。だって私はこの国にくることは最初から反対してたもの。今でも反対してる。こういう面めん倒どうなことになるんじゃないかと思ってた。できることならあなたを引きずって今すぐ汽車に乗りたいくらいよ」


    　その言葉が本心であることを表すかのように、アリアは顔をしかめた。


    「その反対を押し切ってここまで来たのだから、道具の調子なんて気にするのはやめなさい。ここにいるあなたの敵を、全員助けてみせなさいよ」


    　魂たましいの弱りなど微み塵じんも感じさせない強さで、アリアは言い放った。


    　ダヤンは眩まぶしいものを見るような心地で彼女を見上げ、手招きした。


    「何？」


    「背中」


    　短く答えると、アリアは言葉の意味をすぐに解してダヤンの前にもう一度座った。


    　ダヤンは開いたままだったブラウスのボタンを留めてやる。


    　彼女の華きや奢しやな背中をじっと見つめ、


    「……助けるよ」


    　零こぼれ落ちるようにそんな言葉が出てきた。


    　アリアはダヤンに振り向いて、何か言いかけ──突然目を鋭するどく釣つり上あげて宙ちゆうを見上げた。


    「今、悪魔の臭においがしたわ」


    　彼女は立ち上がって窓を睨にらむ。ダヤンもすぐさま立ち上がった。


    「どこだ？」


    「すごく近く」


    　アリアは窓に近づいて乱暴に開け放つ。


    　夜の冷気が忍び込み、ダヤンは身み震ぶるいした。外の暗がりに目を凝こらすと、外に植わっていた低木の枝に、一羽のカラスが止まっていた。


    　アリアは真まっ直すぐそのカラスを見み据すえた。


    「あれだわ」


    　と一言。


    　カラスは黒い瞳ひとみでじっとアリアを見ている。そのくちばしが、にたりと笑ったように見えた。


    　ガーガウルド──!?


    　ダヤンは胸中で叫んだ。心臓が変に跳はねる。


    　ガーガウルドはアリアの前に姿を見せない。ダヤンが契約者ベルダーであることがばれないように、彼女の目がある間はダヤンに近づいてこないのだ。それなのに何な故ぜ──？


    　立ち尽くしたまま動揺するダヤンだったが、そこでふと違い和わ感かんを覚えた。


    　何か違う……ダヤンの契約する悪魔とは何かが違う。何がとははっきり言えないが、違うと確かに感じたのだ。


    　ダヤンは大股で窓に歩み寄ると、窓まど枠わくに手をかけて外に身を乗り出し、にたにた笑うカラスを凝ぎよう視しした。


    「何だ……お前……」


    　ダヤンはカラスに問うた。


    『そういうお前は誰だ？』


    　カラスは聞き返してきた。


    　ダヤンは安あん堵どに膝ひざから崩れかけた。あれはガーガウルドじゃない。


    　心を立て直してダヤンは言葉を返しかけたが、それより先に悪魔のくちばしが動いた。


    『ああ……知っているぞ。私はお前を知っているぞ』


    　カラスはそう言うと一つ大きく羽ばたいた。たちまち黒い羽根がばらばらと夜空に舞い、カラスの姿は一変した。舞い散る黒い羽根の後ろから現れたのは、丈の短いワンピースを着た若い娘だった。しかし大きさは人のそれと違い、全長は三十センチ程度しかない。まるで絵本に出てくる妖よう精せいのようだ。


    　カラス改め妖精に似たその悪魔は宙ちゆうをひらひら舞いながら笑っていた。


    『久しぶりだな、ダヤン・マクレガー』


    「俺を知ってるのか？　悪いが、俺はお前に覚えがないな。お前みたいに美しい悪魔を忘れるわけがないんだがな」


    『そうか、残念だ。私はお前に会ったことがある。お前が今よりずっと幼かったころに』


    　その言葉が嘘うそとは思えず、ダヤンは真しん剣けんに考え込んだ。


    　そんなダヤンを楽しそうに見やり、妖精の悪魔は囁ささやくように言う。


    『お前、あのお方の弟子だね』


    　問われたダヤンはぎくりとした。


    　あのお方──その言葉が意味するのは師であるオスカー以外にあり得なかった。


    　形状も、クロノアが語ったオスカーの悪魔と一致している。


    　この悪魔はオスカーと契約している悪魔か──？


    　そう考えた時、突とつ如じよ記憶の糸が繋つながった。


    「お前──!?」


    『思い出したか？　私はお前が初めて出会った悪魔だ』


    　ダヤンは愕がく然ぜんとした。この悪魔は、ダヤンが生まれて初めて見た悪魔だ。オスカーが召しよう喚かんし、契約した悪魔だ。妖精の姿に見覚えはないが、カラスの姿は確かに見たことがある。


    「あなたの知り合いなの？」


    　傍かたわらのアリアに怪け訝げんな顔で聞かれ、ダヤンはぎくりとした。


    　アリアにオスカーのことを知られ、芋づる式に契約のことを知られることは何としても避けなければ──と焦あせった。


    『ああ……その娘があのお方の……』


    　悪魔は目を細めてアリアを舐なめるように見た。


    　ダヤンはアリアを後ろに押しやり、悪魔の視線から隠す。


    「お前がこの教会キルヒエンを毒で冒おかした悪魔か？」


    　無む理り矢や理り話を進め、オスカーのことから離れようとした。


    　カラスや妖よう精せいに姿を変えられる悪魔なら、毒どく蛇へびに変化することも容易たやすいだろう。


    　妖精の悪魔は悠ゆう然ぜんと答えた。


    『私はあのお方の命でここに遣つかわされた者。あのお方に力を捧ささげた悪魔だ』


    　またしてもオスカーのことに話を戻されかけ、ダヤンは舌打ちしそうになった。


    「何が目的だ。何のためにここの人たちを狙ねらった」


    『それを私に聞くのは筋違いだ。悪魔は契約者ベルダーの願いを叶かなえるもの。その願いを知りたいならば、契約者に問うべきだ』


    　悪魔は余裕めかして笑みを浮かべている。苦々しく思いながら、ダヤンはこの悪魔から情報を得ることを諦あきらめた。アリアの前でオスカーの話はできない。


    「目的なんかどうだっていいわ」


    　アリアがダヤンを押しのけて前に出た。窓まど枠わくにひらりと飛び乗り、妖精の悪魔を睥へい睨げいする。


    「あなたを捕つかまえて八やつ裂ざきにすれば、この事件は解決するのでしょ？」


    　ダヤンは思わず頬ほおをひきつらせた。乱暴という言葉を辞書で引いたら、彼女の名が記されているのかもしれない。


    　悪魔を睨にらみつけたまま、アリアはビキビキと音を立てて爪つめを伸ばした。


    「アリア、ちょっと待て」


    　彼女の弱った魂たましいが気にかかり、ダヤンは慌あわてて止めようとした。しかしアリアはダヤンの制止を聞かずに構える。


    　そしてアリアが飛び掛かろうと重心を落としたその時、妖精の悪魔は突如アリアに肉にく薄はくした。虚きよを突かれて動きの凍こおったアリアの眼前で──悪魔は優ゆう雅がに一礼した。


    　ゆっくりと顔を上げ、ぽかんとするアリアに向かって微ほほ笑えむ。


    『私があなたと戦うわけがない。あなたはあのお方の望みを叶かなえるために必要な姫君。どうぞその魂を大切に』


    　囁ささやくように告げると、悪魔はひらりと身をひるがえした。夜空に浮かぶ小さな身体からだが、輪郭をぼやけさせてゆっくりと宙ちゆうに溶けてゆく。


    「待ちなさい！」


    　茫ぼう然ぜんとしていたアリアはとっさに跳ちよう躍やくし、消えゆく悪魔に襲い掛かった。すさまじい速さで鋭するどい爪つめを振るい、悪魔の喉のど元もとを狙ねらう。


    　しかしその攻こう撃げきが当たる直前、悪魔は夜空に溶けて消えてゆき、アリアの爪は空くうを切った。


    　空振りしたアリアは地面に降り立ち、悔しそうに宙ちゆうを睨にらみつける。


    　誰もいなくなった空に冷たい風が吹き、夜の中を落ち葉が舞った。


    　ややあってアリアは振り返った。


    「あなた、あの悪魔を知っているの？」


    　ダヤンは悪魔の消えた空を茫然と見つめていたが、アリアに聞かれて小さくあごを引いた。


    「……ああ」


    「じゃあ、この教会キルヒエンを襲っている犯人も分かったのね？」


    「…………ああ」


    「そう、誰なの？」


    　アリアは敵を逃がした苛いら立だちを燻くすぶらせながら聞く。


    　ダヤンはしばし葛かつ藤とうし、端的に答えた。


    「古い知り合いの魔術師ヴアルドだ」


    「どんな人なの？　教会に恨うらみでもあるのかしら？」


    　アリアは腹立たしげに眉まゆ根ねを寄せて、窓から部屋の中に戻ってくる。


    「そんなこと、お前に言う必要はないだろ」


    　ダヤンは彼女の問いを冷淡に切り捨てた。


    「自分の知り合いがどんな人間かなんて、道具に説明すると思うか？」


    　ははっと馬ば鹿かにしたように笑う。


    　アリアは突然の拒絶に凍り付いた。しばし目の前で停止していたがゆるりと解凍して顔を背そむける。


    「そうね。今回の件、私は手伝わないと宣言したのだから、説明なんていらないわ」


    「ああ、お前はおとなしくしていればいいよ」


    　活動すればするほどアリアの魂たましいは消耗する。力を振るうことなくおとなしくしていてほしい。


    　そのためには、ダヤンが自分の手でこの事件をどうにかしなければならなかった。アリアが戦うのは悪魔が現れた時だけでいい。


    　ダヤンは再び机について、白紙のメモ用紙に向かう。


    　アリアはダヤンから一番離れた壁に背を預け、険けわしい顔でダヤンを睨んでいた。


    　ダヤンは彼女の方をもう見ることなく手を動かし始めた。描くのは麻ま酔すいの魔術法陣ヴアルグラーンだ。


    　描きながら頭の隅で考える。


    　この教会を毒で冒おかしたのがオスカーなら、その目的はいったい何なのか。


    　思い当たることがあるとすれば、ここが悪魔淘とう汰た主義の国の教会だということだ。


    　オスカーは狂きよう乱らんと称されるほど魔術ヴアールに傾倒している。それゆえこの教会キルヒエンを敵視したのかもしれない。


    　そこまで考えて、ダヤンは違い和わ感かんを覚えた。


    　ダヤンの故郷の村で、魔術師ヴアルドであるオスカーは周りの人たちから白い目で見られていた。ダヤンと同じように石を投げられたこともある。


    　しかし彼はそれを全く意に介さなかった。オスカーにとって村の人たちはどうでもいい存在だったのだ。


    　そんな彼が、悪魔淘とう汰た主義であるというだけでこの教会を襲うだろうか？


    　考えながら、ダヤンは手を動かし続ける。


    　どうにもしっくりこないが、どちらにしても彼はこの近くにいるに違いない。


    　捜し出して魔術を解かせる。そしてアリアの魂たましいを奪い返すのだ。


    　そう決意し、ダヤンはひたすら魔術法陣ヴアルグラーンを描き続けた。

  


  
    



    　　　第三章　魔術師と患者


    



    　五十の魔術法陣ヴアルグラーンを完成させるのにかかる時間は五十時間、一睡もせずに作業を続けたダヤンは窓の外から差し込む陽ひの光で夜明けを知った。


    　とりあえず完成した十二枚の魔術法陣を持って、礼拝堂に向かう。


    　そこには苦しむ患者を看病するクロノアの姿があった。


    　ダヤンは症状の重そうな患者を探し、一人一人に魔術ヴアールを発動させた。


    　それでとりあえず十二人が苦痛から解放される。


    　きちんと魔術が効いていることにダヤンはほっとした。


    「ありがとうございます」


    　目の下にくまを作ったクロノアがため息交じりに礼を言った。


    「そういう取引だからな」


    　同じく目の下にくまのあるダヤンはにいっと笑う。


    「苦痛が和やわらいで体力の消耗を防げれば、多少なりとも毒に抵抗できるだろう。その間に犯人を捕つかまえて解げ毒どくさせる」


    「……君が直接解毒することはできないんですか？」


    　クロノアはすがるように聞いてきた。


    　ダヤンは少し思案して答えた。


    「できなくはないだろうな」


    「なら！」


    　クロノアはダヤンの腕うでを強くつかむ。力が強くてかなり痛かった。ダヤンは顔をしかめつつ説明する。


    「解毒するためには、毒を解かい析せきしてそれにふさわしい解毒の魔術を見つけ出す必要がある。人間が使った魔術ならともかく、悪魔の使った魔術を解析するのは時間がかかりすぎる」


    「どのくらいですか？」


    「下へ手たしたら二、三か月かかるだろうな」


    「そんなに長く待てません。みんなまともに食事もできない状態なんです」


    「俺もそんなに長くここにはいられない」


    　ダヤンの目的はあくまで師匠のオスカーを捜すことだ。そしてアリアの魂たましいを取り戻すことだ。


    「もっと短時間で解毒することはできないんですか？」


    「……一つだけ方法はある」


    　ダヤンは難しい顔で言った。


    「短時間で毒を解析して、短時間で解毒する方法が一つだけある」


    「そんな方法があるならやってください、今すぐ」


    　クロノアは勢い込んでダヤンに詰つめ寄よる。


    　しかしダヤンは首を振った。


    「残念ながら、それは現状使えない方法だ。つまり、犯人を捕つかまえるほかないってことだ」


    　クロノアは目に見えて落らく胆たんする。


    「次の魔術法陣ヴアルグラーンを描いてくる」


    　ダヤンはそう言って礼拝堂を後にした。


    



    　小部屋に戻ると机にパンとスープが置かれていた。毒どく々どくしいくらいに赤いスープは、疲れたダヤンの胃に沁しみた。


    　アリアは相変わらずダヤンから離れた場所に座り込み、ダヤンが視線を向けると不ふ機き嫌げんそうに目を逸そらした。


    　ダヤンは再び作業を開始して、今度は十枚描いたところで礼拝堂に向かった。


    　あっという間に日は暮れていた。


    「くそ……もう限界だ……」


    　小部屋に戻ったダヤンは床にうつぶせで寝そべった。


    　意識が途切れかかるが、部屋の中はあまりに寒く、このまま眠ったらあっさり凍こごえ死ぬのではないかと思われた。


    「やばいな……こんなところで寝たら死ぬ……」


    　ダヤンは力なく呟つぶやいて、よろよろと起き上がろうとした。すると、起き上がりかけたダヤンの頭上から、重たい毛布がばさっと降ってきた。


    　驚いたダヤンは一瞬にして眠気が飛んだ。


    　毛布をはねのけて身体からだを起こすと、真横にアリアが立っていた。


    「寝るならそれにくるまって寝なさい」


    　厳しい声で言いながら、彼女はダヤンの傍かたわらにしゃがみ込む。


    「いや、寝てる暇ひまはねえよ」


    　ダヤンは立ち上がろうとしたが、アリアに腕うでをつかまれ引き留められた。アリアはダヤンの両の手首をきつくつかんで、強い力でゆっくり押した。


    「おい、何するんだ」


    　ダヤンは怒った顔でアリアの手を振りほどこうとする。しかしアリアの怪かい力りきは全く緩まず、ダヤンはじりじり押されてゆく。


    「おい！」


    　声を荒あららげるが、ダヤンは抵抗むなしく床へ仰あお向むけに倒された。


    　アリアはダヤンの両腕を掴つかんだまま床へ押さえつける。


    　採集された虫のように張り付けられて、ダヤンはアリアを睨にらんだ。


    「どういうつもりだ？」


    「寝なさい」


    　アリアはダヤンに覆おおいかぶさるような格かつ好こうで睨み返してきた。押さえつける腕うでの力は少しも緩まない。


    「そんな暇ひまはないと言ってるだろ」


    　ダヤンは押し返そうと腕に力を入れたが、まともに身動きすらできなかった。


    「情けないわね。私はたいして力も入れていないわよ」


    　冷ややかに嫌いや味みを言うアリアを見上げ、ダヤンも皮ひ肉にくっぽく笑った。


    「大した怪かい力りきだな。こんな屍人形アイズオルガンを作れるのは、さぞや優れた魔術師ヴアルドなんだろうよ」


    　アリアは笑うダヤンの手首をぎりぎりと締めつけた。ダヤンは痛みに顔をしかめる。


    「ふざけないで。勝手に死ぬ気？」


    　アリアは脅おどすように声を低めた。


    「そんなわけないだろ」


    「あのまま寝ていたら、凍こごえ死んだかもしれないわよ？」


    　そう言われてダヤンは返す言葉に詰まった。


    　アリアはこの上なく怖こわい目でダヤンを見下ろす。
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    「そんなのは許さない。敵に殺されるのも、寒さに殺されるのも、疲労に殺されるのも、病気に殺されるのも許さない。あなたは私以外の何にも殺されちゃいけないの」


    「お前に殺されるしかないって？」


    「そうよ」


    　アリアは平然と言った。


    「だから寝なさい。嫌いやだというなら、毛布でぐるぐる巻きにして押さえつけるから」


    「お前の言い分は分かる。だけどな、あれだけの患者をほっとけるわけないだろうが！」


    　ダヤンは若干苛いら立だち、押さえ込まれたまま怒ど鳴なった。


    　大声を出されたアリアは驚いたようにびくりとする。


    　その時、小部屋のドアが外から開いた。


    「どうしたの？　喧嘩？」


    　二人の少女が顔をのぞかせる。孤こ児じたちのうちの二人だ。


    　少女たちはアリアに押さえ込まれるダヤンを見て、目をぱちくりさせた。


    「あ、ごめん。お取り込み中だったみたい」


    「やだ、やらしい」


    　そんなことを言い、きゃあきゃあはしゃいでいる。


    「別にやらしくはねえよ……」


    　ダヤンは身動きできないまま否定した。


    　そこでようやくアリアはダヤンの手を放した。血の止まっていた手先に血が通って熱い。


    　ダヤンは緩かん慢まんな動作で起き上がり、床に胡坐あぐらをかいた。


    「睡眠に関してもめてただけだ」


    「あ、もしかしてお布団ふとんがなくて困ってるの？　持ってこようか？　お姉さんの分もいる？」


    　少女はポンと手を叩たたいて提案してくる。


    「私はいらないわ。死体だもの」


    　率直すぎるアリアの言葉に、少女たちは驚いた顔をした。


    「へー、お姉さん寝ないの？」


    「特別な棺ひつぎの中でしか寝ないわ」


    「え？　棺？　何それ？　どこにあるの？」


    　興きよう味み津しん々しんである。


    「今は行方不明だ」


    　アリアの代わりにダヤンが答えた。駅での出来事をかいつまんで説明する。


    　少女たちはふんふんと熱心に話を聞いている。


    「じゃあ、お姉さんは棺がなくて眠れないんだ？」


    「まあそういうことだ」


    　魂たましいを休める方法はそれ以外にはない。


    「へー」


    　少女たちは感心したように相あい槌づちを打った。


    「分かった、ちょっと待っててね」


    　そう言ってバタバタとかけてゆく。


    　何が分かったのか分からないが、とりあえず何か分かったらしい。


    　少女たちのいなくなった部屋は途と端たんに静かになった。


    「とりあえず、全部の魔術法陣ヴアルグラーンができるまでは寝ないからな」


    　ダヤンは宣言して再び机につく。


    　アリアは不ふ愉ゆ快かいそうにダヤンを睨にらんだ。


    「明日の朝になっても終わらなかったら、今度こそ強制的に眠らせるわよ」


    「お前が寝たら寝るよ」


    　ダヤンはそう軽口をたたき、紙にペンを走らせた。


    



    



    　翌々日の朝──


    　全ての患者に必要な魔術法陣が完成した。


    　ダヤンはそれを持ってよろよろと立ち上がり、礼拝堂へ向かった。


    　礼拝堂で呻うめいている患者全員に麻ま酔すいの魔術ヴアールをかけ終わると、重い足取りで廊ろう下かに出る。そこで突然背中を蹴けられた。


    　その蹴りは軽くて普ふ段だんならちょっとよろめくくらいだっただろうが、この時のダヤンはふらふらで、その場に膝ひざをついてしまう。


    「うお、ごめん」


    　ダヤンを蹴ったのは孤こ児じたちのリーダー、ピオニだった。


    　ダヤンが膝をついたまま振り返るとそこには子供たち全員が立っていた。


    　彼らが持っているものを見て、ダヤンは驚きに目を見張る。


    　子供たちは全員で黒い棺ひつぎを抱えていた。


    「それ……」


    　ダヤンは立ち上がって棺に駆け寄った。それは紛まぎれもなく数日前に行方不明となったアリアの棺だった。


    「どうしたんだ!?」


    　自分は寝ぼけているのだろうかと混乱する。


    　子供たちは得意げに笑っていた。


    「さっきみんなで確かめに行ってみたら、もう駅に戻ってきてたぜ。持ち主が取りに来ねえって駅員がすげえ困ってた。あんたの名前を言って、教会キルヒエンからの使いできたって言ったら、結けつ構こうあっさり渡してくれたよ」


    　ピオニはふふんと鼻を鳴らして棺ひつぎをこんと叩たたいた。


    　ダヤンは疲労と眠気でどう反応していいのか分からない。


    　ろくに考えがまとまらないまま、ダヤンはピオニに抱だきついた。


    　ピオニはびっくりして身体からだを固くする。


    　ダヤンはピオニを解放すると、のろのろと手を出して棺を受け取り、それを担いでアリアの待つ小部屋へ戻る。


    　棺を見たアリアはダヤンと同じく驚いた顔になった。


    「せっかく自由にしていられたのに」


    　アリアはがっかりしたように言った。彼女は自分の魂たましいがすり減っていることなど知らない。


    「残念だったな。死体はおとなしく棺に戻る時間だ」


    　ダヤンは揶や揄ゆするように言い、床に置いた棺の蓋ふたを開ける。


    　アリアは面おも白しろくなさそうな顔をしていたが、優ゆう雅がな動作で棺の中へ入った。


    　蓋をきっちり閉めるとダヤンは全身から力が抜け、へなへなと崩れ落ちる。


    　もう起きているのは限界だった。


    　ダヤンはうつらうつらしつつ目を閉じ、そのまま意識を失ってしまった。


    



    



    　目を覚ました時、ダヤンは毛布にくるまっていた。ミノムシのようにぐるぐる巻きにされた状態で首を巡めぐらせると、傍かたわらに黒々とした棺が横たわっている。


    　それが傍そばにあることに、ダヤンは心から安あん堵どした。


    　毛布をはいで起き上がり、棺の蓋をそっと撫なでる。


    「目が覚めましたか？」


    　ふいに声をかけられ、横を向くと開いたままの入り口からクロノアがのぞいていた。


    「……俺はどのくらい寝てた？」


    「半日くらいです」


    「患者は」


    「痛みが引いたと言ってます」


    「そうか、よかった」


    　ダヤンは身体を左右に回して動きを確かめ、歩き出した。小部屋から出て礼拝堂へ向かう。


    　すぐ後からクロノアがついてきた。


    　礼拝堂に入ると患者の苦しそうな声はなくなっていたが、全員起き上がることはできないようだった。


    　子供たちがあちこち動き回って、患者に麦むぎ粥がゆを食べさせようとしている姿が見える。しかしあまり積極的に食べている者はいなかった。


    「みんな食欲がまだ戻らないみたいなんです。無理に食べると吐はいてしまうみたいで……」


    　クロノアが困ったようにため息をついた。


    「そうか……なら、食べなくても大丈夫なように薬やく湯とうを飲ませるか」


    　患者をひとしきり見て回ると、ダヤンはごきごき首を鳴らしながら考えた。すると、


    「……実は、まだ治療を受けてない人が一人います」


    　後ろをついてきていたクロノアが重々しい声で言った。


    「ん？　誰だ？　どこにいるんだよ」


    　てっきり全員分の魔術ヴアールを施ほどこしたと思っていたダヤンは眉まゆをひそめて振り返る。


    　クロノアは言いにくそうに目線を落として答えた。


    「ウィンガムさんです」


    　ダヤンは思わずのどの奥で「ああ……」と呟つぶやいていた。


    　そういえば、彼の姿を全く見ていない。疲労が限界でそこまで頭が回っていなかった。


    「何やってんだ、あの人。なんで礼拝堂にいない？」


    　ダヤンが追及すると、クロノアは困った顔になる。


    「魔術師ヴアルドの治療は受けたくないと言って部屋に閉じこもっています。あの人は、人に弱みを見せるのが嫌きらいですし、魔術師に対して酷ひどく排はい他た的てきなので……。あなたには言いにくいですが、あの人のことも助けてほしいです」


    　ダヤンは何気なく自分の顔を触さわった。殴なぐられた傷はまだあちこちに残って傷いたんでいる。手当された足もまだ少し引きずっていた。


    「様子を見てくるか」


    　そう言って、ダヤンは礼拝堂から出ていった。


    　クロノアは一瞬ついてこようとしたが、患者に呼び止められて礼拝堂に残った。


    　ダヤンが一人で廊ろう下かを歩いていると、礼拝堂で患者に食事を食べさせていたピオニが急に後から追いかけてきた。


    「あんなヤツ助けなくていいよ」


    　鋭するどい目つきでそんなことを言う。


    「なんでだ？」


    　ダヤンはさらりと聞き返した。


    「なんでって……あいつがどういうヤツか分かってんのか？」


    「異端審問官クライスビシヨフだろ？」


    「そうだよ、今まで魔術に関わってるって疑われた人間を何人も火ひ炙あぶりにしてきた男だ。そんなヤツを助けるのかよ。あんただって魔術師だろ？」


    　きつく咎とがめるようにピオニは問う。


    　ダヤンは一いつ考こうして軽く腰こしに手を当てた。


    「悪いが、全員助けるって契約なんでな」


    　その答えを聞いたピオニは距離を詰めて、ダヤンの胸ぐらをつかんだ。


    「ユノの親父さんだってあいつに殺されたんだ！」


    「そんなこと言われても知らんよ」


    　飄ひよう々ひようとしたダヤンの態度にピオニは業ごうを煮にやしたらしく、大声でまくし立てる。


    「ユノの親父さんは飢き饉きんで苦しんでた人たちを助けるために魔術ヴアールを使ったんだよ！　七年前のあの時だって、魔術で雨を降らせたんだ！　それなのに……みんなそのおかげで助かったくせに……あの男はユノの親父さんを火ひ炙あぶりにしたんだよ！　誰もそれを止めなかったんだ！」


    　悔しげに唇くちびるを噛かんだピオニの前で、ダヤンは一瞬返す言葉を失った。


    　魔術師ヴアルドにはよくある悲劇だ。よくある……受け入れがたい悲劇だ。


    　身内にとっては憎いに違いない。死ねばいいとさえ思うかもしれない。


    　それでも、今苦しんでいるであろうウィンガムを、ダヤンは放っておけなかった。


    「……後で聞いてやる」


    　ダヤンはぱちんと少年の額ひたいをはじき、背を向けて歩き出した。


    　ピオニは悔しげに歯は噛がみしていたが、それ以上引き止めてはこなかった。


    



    　ウィンガムの部屋は二階の一角にあった。


    　その辺りは異端審問官クライスビシヨフの部屋が集まっているという。


    　その中の小さな一室が彼の部屋だった。


    　ダヤンはノックして返事を聞かずにドアを開けた。


    「治療しにきたぞ」


    　そう宣言してずかずかと部屋に入ってゆく。


    　カーテンを閉め切って暗くした部屋の奥に粗そ末まつなベッドが置かれていた。そこに毛布の塊が横たわっている。


    　ダヤンはベッドの傍そばまで歩み寄ると、毛布の端を引きはがした。その中でウィンガムが縮ちぢこまっていた。


    　彼は苦痛に顔を歪ゆがめ、ガタガタと震ふるえていた。ダヤンを痛めつけた時とは違う、あまりにも哀あわれな姿だった。


    「予備にいくつか多く描いててよかったな」


    　ダヤンはぴっと指先に挟んだメモ用紙を立てた。そこには例の魔術法陣ヴアルグラーンが描かれている。


    　ウィンガムはぎょろりとした目でダヤンを見上げた。


    「……出ていけ」


    　世界を呪のろうような声でウィンガムは治療を拒否した。


    「自分の行動を顧かえりみるんだな。こっちの意見や都合も聞かずに俺を無む理り矢や理りここへ連れてきたあんたたちが、自分の意見や都合を聞き入れてもらえると思うのか？　理屈に合わんだろうが」


    　ダヤンは適当に相手を言いくるめようとする。しかしウィンガムは鬼き気き迫せまる表情で上体を起こした。


    「魔術師ヴアルドに治療されるなんざ冗じよう談だんじゃねえ……出ていけ!!」


    　しゃがれた怒ど号ごうが暗い室内に飛んだ。


    「あんた……死にたいのか？」


    　脅おどしではなく、ダヤンは本気で聞いた。


    　この男は、魔術師に治療されるくらいなら死んだほうがましだと、本気で思っているのだろうか？


    「うるせえ……俺に触さわったら殺すからな！」


    　唸うなるように恫どう喝かつされ、ダヤンは違い和わ感かんを覚えた。


    　触ったら殺す──という言い方が奇妙に思えたのだ。


    　触られたくないと懇こん願がんしているように聞こえた。


    　穢けがれた魔術師になど触りたくない──というわけではないはずだ。ダヤンを痛めつけたのは彼の拳こぶしや足なのだから。


    　どうにか無理矢理にでも押さえつけて魔術ヴアールをかけられないものかと思ったが、暴あばれられて失敗してはことだ。どうしたものかとダヤンは困り果てた。


    　どんなに拒否されても、自分を痛めつけたこの男をダヤンは助けたいのだ。


    　殴なぐられたことを怒っていないのかと聞かれれば、正直不ふ愉ゆ快かいではある。異端審問官クライスビシヨフにとっては当然の仕事なのだろうが、痛いものは痛い。


    　だが、それらのことはダヤンが彼を見捨てる理由にはならなかった。相手がダヤンに好意を抱いているかどうかは、ダヤンが相手にどう接するかとは何ら関係がない。


    　助けたいから助ける──以外のことを考えるのは時間の無む駄だだと思っていた。


    　無駄なことをするには短すぎるのが人生だ。


    「楽になりたいと思わないのか？」


    　ダヤンは半ば脅迫するように問うたが、それでもウィンガムは首を縦に振ろうとしない。それどころか、彼は苛いら立だったように枕元の剣をつかんだ。


    「余よ計けいなお世話だ……さっさと出ていけ……斬きるぞ」


    　荒あらい呼吸をしながら血走った目でダヤンを睨にらむ。


    「……分かった。出ていくよ」


    　ダヤンは軽く両手を上げ、彼の治療を諦あきらめた。これはもう、彼の意識がないところを見計らって魔術をかけるしかないだろう。


    　ため息をつきつつ部屋を出ると、様子を見に来たらしいクロノアが廊ろう下かに立っていた。


    「……やっぱりウィンガムさんは治療を嫌いやがったんですね」


    　落らく胆たんしたように俯うつむく。


    「そうだな、めんどくさい奴やつだ」


    　ダヤンは軽く肩かたをすくめる。


    「なんであんなに嫌がるんだ？」


    「私が聞きたいです。部屋から出ようとしないんですから」


    「仕方ないな。最悪、殴なぐって意識を奪って治療するか……」


    　あごを押さえてダヤンはそんなことを呟つぶやく。


    「ウィンガムさんは強いですよ」


    「あんたとどっちが強い」


    　ダヤンが挑ちよう発はつするように聞くと、クロノアは顔色一つ変えず答えた。


    「私より強い異端審問官クライスビシヨフはいないです」


    　自慢ではなく事実を語る平坦な声こわ音ね。


    「だろうね。じゃああんたがやってくれ。あの人を治療したい」


    　彼女の腕うでならその程度は容易たやすいだろう。


    　とんでもない役割を押し付けられた彼女は特に気分を害するでもなく、じいっとダヤンを見つめた。


    「……ありがとうございます。ここまで力を尽くしてくれて」


    「取引だからな」


    　ダヤンはにんまり笑うが、クロノアは首を振った。


    「君は自分の利益以上のことをしてくれていると思います」


    「そうか？」


    「ええ、君みたいな魔術師ヴアルドもいるんですね」


    「魔術師は全員悪あく党とうだと思ってたか？」


    　いささか挑発するような口く調ちようで問いかけると、クロノアは真ま顔がおで小さくうなずいた。


    「そう思ってた自分を今少し恥じています。少なくとも君は悪い人じゃありません」


    　そう言ってダヤンを見つめる彼女の瞳ひとみには、どことなく親愛の情が込められているように見えた。


    　とはいえ、今まで人から散々拒絶されてきたダヤンである。そんな風に見つめられたからといって、彼女が自分に好意を持っているかもしれないと考えるほど素直ではないのだった。


    「別にいいさ、悪党だと思ってたって。魔術師になる道を選んだのは自己責任だ。人に白い目で見られると分かっててこの道を選んだんだ。この世の全ての魔術師は、人の目より自分の欲を重視してる。悪党だと思われたからってあんたたちを責めようとは思わんよ」


    「……辛つらくはないんですか？」


    　クロノアは案じるように聞いてきた。


    　ダヤンはふと昔のことを思い出した。


    「一人──自分のことを分かってくれる奴やつがこの世に一人いれば、それでいいよ」


    　自分を受け入れてくれる唯一の少女──


    　そして今はこの世で最も自分を憎んでいるはずの少女──


    　ダヤンは彼女のことを想った。


    「……もしかして、それは君が屍人形アイズオルガンにした少女のことですか？」


    　クロノアに思いのほか鋭するどく聞かれてダヤンはぎょっとした。


    　頭の中が一瞬混乱し、うまい答えが出てこない。


    「だから死んだ後も傍そばにとどめておきたかったんですか？」


    　クロノアはさらに追及してきた。


    「……あいつは俺の道具だよ。だから蘇よみがえらせたんだ。それだけだ」


    　ダヤンはかろうじてそう返した。


    「確かに私も、君はあの子を利用しているんだと思ってました。だけど……特別に想っていない女の子の遺体を連れ歩こうなんて考えるだろうか？　と思ったんです。そうしたらもう、あの子は君の特別な相手だとしか見えなくなってしまいました」


    　ダヤンは険けわしい顔で黙り込んだ。
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    　しばしそのまま唇くちびるを引き結び、眉み間けんにしわを刻んだまま口を開く。


    「条件を一つ追加する」


    「何ですか？」


    「全員助けてやる代わりに、今の話を絶対にアリアにはするな」


    「秘密にしてほしい話なんですか？」


    　クロノアは一瞬怪け訝げんな顔をしたものの、すぐに気の毒そうな顔でうなずいた。


    「秘密の片思いなんですね」


    　まったくもって大いなる勘かん違ちがいである──とも言い切れない。


    　生きていた頃のアリアはダヤンの好意を理解してくれたただ一人の人間で、ダヤンは己おのれの感情を秘密にしたことなど一度もなかった。


    　けれども今のダヤンはアリアに己の感情を隠し続けているのだから、確かにこの状況は秘密の片思いと称してあながち間違いではないのかもしれない。


    「分かりました。内緒にしておきます。ですが──」


    　と、そこでクロノアは表情を厳しく引き締めた。


    「大切な女の子ならなおのこと、解放してあげてほしいです。穏やかに眠らせてあげてほしい。君が好きな子に執着する気持ちも分からなくはないけれど、こんなことはやっていいことじゃありません」


    　最初に出会った時と違い、優しく諭さとすようにゆっくりと語る。


    　その言葉は思いやりにあふれていたが、残念なことにダヤンの心を動かすには到とう底てい足りなかった。


    「他人のことを考えている場合じゃないと思うがね」


    「……それは、そうですね」


    　クロノアはふうっと息を吐はいて少し肩かたの力を抜いた。


    「患者に飲ませる薬やく湯とうを作るから、材料を集めてもらえるか？」


    　ダヤンはポケットから出したメモ帳に様々な植物や食品や薬品の名前を書いた。


    「これを用意してくれ」


    　紙を差し出すと、クロノアはとっさに両手を受け皿のようにして差し出してくる。ダヤンはその手の上にメモ用紙をはらりと落とした。


    「用意できるまで少し休む」


    　ダヤンは短く告げてひらりと手を振り、クロノアに背を向けて廊ろう下かを歩きだした。


    



    　机と棺ひつぎと毛布以外に何もない小部屋へ戻り、ダヤンは棺の傍かたわらに座り込んだ。


    　棺に身体からだを預け、毛布をかぶって暖をとりつつ目を閉じる。


    　泥のように重たい身体からだが、ぐずぐずと崩れてしまいそうだ。


    　そのまましばらく眠っているとどたばた足音がして、誰かが部屋に駆け込んできた。


    「あれ、寝てる」


    「ほんとだ寝てる」


    「なあ、あの女の人って、ほんとにほんとに死んでるのかな？」


    「棺ひつぎの中にいるんだろ？　苦しくないのかな？　息ができるように蓋ふたずらした方がよくない？」


    　そろりそろりと近づく足音が聞こえ、ダヤンはうっすら目を開いた。


    　忍び足で棺を囲んだ少年少女が飛び上がる。


    「これは俺のだから、勝手に触さわるなよ」


    　ダヤンは抑よく揚ようのない寝ぼけた声で忠告した。


    　子供たちは同時にこくこくとうなずいている。


    「薬やく湯とうの材料っての持ってきたぜ」


    　先頭にいたリーダーの少年ピオニが、かごに入った植物や食品や薬の瓶びんを差し出した。


    「ああ、助かる」


    　ダヤンはぼやけた頭でそのかごを受け取った。


    「俺らも手伝おうか？」


    「いや、特には」


    「遠慮すんなって」


    　ピオニは強引にダヤンが抱えたかごの中身をその場に出し始める。


    　他の子供たちもわらわらとダヤンの傍そばに集まって、興きよう味み津しん々しんに成り行きを見守っている。


    「俺に怒ってたんじゃないのか？」


    　ダヤンは床に胡坐あぐらをかき、膝ひざに頬ほお杖づえをついてピオニに聞いた。


    　ウィンガムの治療をしようとしたダヤンを、彼は険けわしい顔で止めていたのだ。


    「まあな、あんな奴やつを助けるなんてどうかしてるよ」


    　ピオニは不ふ愉ゆ快かいそうに顔をしかめる。


    「結局治療はできなかったけどな」


    　ダヤンが正直に明かすと、ピオニはきょとんとした。


    「は？　なんで？」


    「断られた」


    「は??　なんで??」


    　更さらに疑問を深めた同じ質問が返ってくる。


    「そんなのは俺が聞きたいな。異端審問官クライスビシヨフってのは、死んでも魔術師ヴアルドなんかには助けられたくないもんなのか？」


    　子供たちは不ふ可か解かいそうに顔を見合わせた。


    「そんなん知るかよ。俺ら異端審問官クライスビシヨフじゃねえよ」


    　ピオニがけっと吐はき捨てるように答えた。


    「そりゃそうだな」


    　ダヤンは相あい槌づちを打って、かごの中からすり鉢ばちとすりこぎと薬草を取り出した。


    　ぶちぶちと粗あらくちぎった薬草をすり鉢の中に放り込み、すりこぎでゴリゴリすりおろす。


    　つぶれた薬草の臭においが室内に広がった。


    「うわ、すっげえ臭いだな」


    　子供たちはいっせいに鼻をつまんだ。


    　ダヤンはそれに構わず次々薬草を放り込み、更さらにそこへ栄養価の高い食物をいくつか放り込む。青と緑が絶妙に混ざり合ったどす黒い物体が練り上げられてゆく。


    　ダヤンはそこに液体の薬品を注そそいだ。じゅわっと熱を感じさせる音がする。


    　出来上がったどろどろの液体を五つの鍋に分けて移し、ダヤンは巨大な紙に魔術法陣ヴアルグラーンを描き始めた。


    　作業が長くなるということを分かってきたのか、子供たちはダヤンから興味が離れ、グダグダとどうでもいい話をしていた。


    　ダヤンは無言で図形を描き進める。


    　そうしておよそ二時間経たったところで魔術法陣は完成した。


    　ダヤンはその紙を床に置き、どろどろの液体が入った五つの鍋を魔術法陣にのせた。するとたちまち液体の温度が上昇し、沸ふつ騰とうし始める。


    　子供たちはたちまち驚いたように飛んできて輪を作った。


    「なにこれ、すっげえ……」


    「これ熱いの？」


    「跳はねるから全員離れろよ」


    　興きよう味み津しん々しんな子供たちにダヤンは忠告した。


    　それを聞いて子供たちは鍋から離れたが、一番年下の少年だけは好奇心旺盛にすぐ近くで鍋を眺ながめている。


    「ダメだよ、危ないから」


    　駆け寄ったユノが少年の手を引いて鍋から離れさせようとした。


    　その時、沸騰した鍋の中身がマグマのようにぼこぼこと跳ねて、周囲に大きく飛び散った。


    「うわ！」


    　少年は叫びながら目をつむる。しかし飛び散った薬やく湯とうが少年に当たる直前、ユノが盾たてになって少年を庇かばった。灼しやく熱ねつの薬湯がユノの手の甲こうに散り、じゅっと肌はだを焼く音がする。


    　ユノは手を押さえて顔をしかめた。


    「うわ！　ユノ！　ごめん！」


    　庇かばわれた少年はユノの火傷やけどを見て真っ青になる。


    「きゃあ！　ユノ、大丈夫？」


    「馬ば鹿か、何やってんだよ！」


    　子供たちは慌あわててユノに駆け寄った。


    「お前ら全員鍋から離れろ！」


    　ダヤンは思わず怒声を上げた。


    　その声に驚いて、子供たちはいっせいに部屋の端へ避難する。


    「俺の仕事の邪じや魔まをするな。叩たたき出すぞ」


    　ダヤンはどすの利いた声で子供たちを脅おどした。そしてじろりとユノを睨にらむ。


    「お前はこっちに来い」


    　呼ばれたユノはやや困惑気味にダヤンへ近づく。


    　ダヤンはユノの火傷を確認し、腰こしの革鞄かばんからペンを出した。


    「ちょっと手を貸せ」


    　ダヤンは指先を上に向けて動かし、相手を呼ぶ仕し草ぐさをするが、ユノは警戒したように距離を保っている。


    　ダヤンは腰を浮かせてユノの胸ぐらをつかみ、引っ張って自分の目の前に座らせた。


    　真っ赤に腫はれた手の火傷に、ペンで図形を描いてゆく。


    「おい、ユノに何する気だよ」


    　ピオニが恐おそる恐る聞いてきた。


    「黙って待ってろ」


    　ダヤンはそう言って少年を黙らせると魔術法陣ヴアルグラーンに魔力を注そそいだ。メモの図形は淡あわい光を発してユノの肌に写り、火傷から赤みが引く。


    「わ、すげえ！」


    　子供たちはユノに駆け寄り感嘆の声を上げた。


    「この模様は？　消えないの？」


    　少女がユノの手に触ふれた。そこにはまだ魔術法陣がくっきりと残っている。


    「完治すれば消える」


    　ダヤンはそう答え、子供たちをじろりと睨む。


    「満足したらもう出ていけ。俺の邪魔をするな」


    　厳しく言うと、子供たちはしおらしく肩かたを落として部屋から出ていった。


    　残されたのはダヤンと棺ひつぎと鍋が五つ。


    　ダヤンは大きく息をつき、煮込まれている鍋に向かい合った。

  


  
    



    　　　第四章　偽りの聖女と死にかけの異端審問官


    



    　それから丸一日以上、鍋の中身は煮込まれた。


    　ダヤンは鍋の前に陣じん取どって、水気がなくなれば水を足し、延々と煮込み続けた。


    　そうして翌日の夕暮れ時、ようやく薬やく湯とうが完成した。


    　そのどす黒いどろどろの液体を患者に飲ませる前に、ダヤンはアリアの棺ひつぎを開けた。


    　コンコンとノックして蓋ふたを開き、声をかける。


    「アリア、起きろ」


    　そっと頬ほおを叩たたくと、アリアはゆっくり目を開けた。


    「調子はどうだ？」


    　ダヤンが確認すると、彼女は身体からだを起こしながら答えた。


    「いつもと変わらないわ」


    「魔力を補給するから背中を向けな」


    　するとアリアは棺のふちに腰こしかけて背を向けた。ダヤンは床に座ってアリアの背中のボタンをはずし、そこから手を入れて背中に触ふれた。


    「今、どうなっているの？」


    　アリアはダヤンに背を向けたまま聞いてきた。


    「患者に薬湯を飲ませるところだ」


    「毒を盛った犯人は捕つかまえられそう？」


    「その方法をこれから考えるところだよ」


    「そう……」


    　ダヤンは魔力を注そそぎ終えると、ブラウスのボタンをきっちり留めた。


    「別に犯人捜さがしは手伝わなくていいぞ」


    　ダヤンは床に胡坐あぐらをかいてそう言った。


    　アリアは棺のふちに腰かけたまま軽く後ろを振り返る。


    　彼女は少し高い位置に座っていたので目線が下がり、妙に婀あ娜だっぽい仕し草ぐさとなった。


    「最初から手伝わないって言っていたでしょう？」


    「そうだな、お前は寝てろ」


    　できるだけ彼女を棺に納めておきたくて、ダヤンは素っ気なく告げた。けれどアリアは緩く首を振った。


    「それはダメ」


    　きっぱりと拒否し、すっくと立ちあがる。


    「治療は手伝わないし、犯人を捜すのも手伝わない。だけど、ここは敵の本ほん拠きよ地ちなのだからいつ襲われるか分からないでしょう？　私が守らないで誰があなたを守るの？」


    「俺のことは俺が守るに決まってるだろ」


    「簡単に捕つかまった人の口から出るとは思えない素す敵てきな冗じよう談だんね。寝言は寝ておっしゃいよ」


    　アリアは小こ馬ば鹿かにしたような薄笑いを浮かべる。


    「いつもいつもズタボロになって死にかけているくせに、どこからそんな自信が出てくるのかしら。あなたは弱いのだから、私に守られていればいいのよ」


    　アリアはダヤンの鼻先に人差し指を突きつけた。その指先はゆっくり下がり、心臓の辺りで停止する。


    「私が殺すまであなたは死なせない」


    　こうなったらアリアはこちらの言うことなど聞かない。そして悪魔に襲われる可能性がある以上、彼女の言葉は正しかった。


    　悪魔を喰くらうためにアリアを戦わせる──それがダヤンと悪魔の契約なのだから。


    「分かったよ。とりあえずお前が悪あく態たいをつけるくらいに回復してることは分かった」


    　ダヤンは最後に一つ嫌いや味みを言って立ち上がった。


    　出来上がった薬やく湯とうの鍋の一つを抱えて部屋を出る。


    　アリアはいつものように後ろからついてきた。


    



    　礼拝堂には相変わらず患者が窮きゆう屈くつそうに横たわっている。


    　数日前までのうめき声は聞こえなかったが、解げ毒どくされたわけではなく、みなぐったりと力なく眠っていた。まともに食事をとれていない患者たちは酷ひどく瘦やせ衰おとろえている。


    　そんな力ない患者たちに水を飲ませているピオニの姿が見えた。


    　ダヤンは一番近くにいる患者の傍そばに座り込み、抱えた鍋を床に置いた。


    　どろりとした液体をスプーンですくい、患者の口元に近づける。


    「口を開けな」


    　雑に命じて中途半端に開かれた唇くちびるの端から薬湯を流し込む。


    　その途と端たん、患者は毒を飲まされたかのように身体からだを震ふるわせ、薬湯を吐はき出した。気持ち悪そうに何度もえずく。


    「おい、大丈夫か。ちゃんと飲んでくれ」


    　ダヤンは再びスプーンを患者の口元へ近づけた。患者は怯おびえたように身み震ぶるいし、骨ばった手でスプーンを払いのけた。


    　そこでダヤンに気づいたピオニが駆け寄ってきた。


    「何やってるんだよ」


    「薬湯を飲ませようとしてるだけだ」


    「やっとできたのかよ。つーか……臭くさいな」


    　ピオニは自分の鼻をつまむ。


    「これ、飲んで大丈夫なのかよ」


    　どろどろの液体を疑わしげに見下ろす。


    「お前さんも飲んでみるか？」


    　ダヤンはピオニにスプーンを差し出した。


    　ピオニは一瞬嫌いやそうな顔をしたが、意を決してスプーンを受け取り、薬やく湯とうをすくって恐おそる恐る口に入れ──


    「ぶえっ……！」


    　一秒と経たたずに吐はき出した。


    「うえっ……おえっ」


    　身体からだを折って何度もえづく。


    「まずっ……苦いし臭くさいし、何だよこれ」


    　ピオニは涙をこぼしながら口元をぬぐった。


    「何って、まともに食事ができない人間でも栄養が取れるように調合した薬湯だ」


    「こんなん飲めねえよ。舌が痺しびれておかしくなりそうだ」


    「栄養失調になるよりはましだろ」


    　ダヤンはピオニの手からスプーンを取り返し、再び患者に薬湯を飲ませようとする。


    　患者は嫌がって暴あばれた。薬湯が辺りに散り、礼拝堂の中に異臭が漂ただよう。


    「おとなしくしろ。死にたくなければな」


    　悪あく党とうのような台詞せりふで脅おどし、ダヤンは暴れる患者の肩かたを押さえつけた。そして異臭を放つ薬湯を口に注そそぐ。患者は吐きそうになりながら薬湯を飲み込んだ。まるで拷ごう問もんのような光景である。


    　次は自分の身にあれが訪れるのかと、周りの患者たちは蒼そう白はくになった。


    「はい次の人」


    　と、ダヤンはしゃがんだまま数歩移動して隣の患者に薬湯を飲ませようとする。


    「い、嫌だ……何を飲ませる気だ、助けてくれ……！」


    　患者は混乱して悲鳴を上げた。


    「往おう生じよう際ぎわが悪いな。諦あきらめろよ」


    　ダヤンはさっきと同じように患者の肩を押さえつけた。その時、


    「やめなさい、下へ手たくそ」


    　いつの間にか背後に歩み寄っていたアリアが、この上なく低い声でダヤンを咎とがめた。


    　ダヤンはしゃがんだまま彼女を見上げる。


    　アリアは苛いら立だちの極きよく限げんに達したような顔でダヤンを睨にらんでいた。


    「貸しなさい」


    　きつい声で言うと、彼女はダヤンの手から無む理り矢や理り鍋を強奪した。


    「どきなさい」


    　乱暴に言ってダヤンの背を足で押し──平たく言えば蹴けり──その場をどかせる。


    　そしてアリアは患者の傍かたわらに膝ひざをついた。


    　怯おびえる患者に向かって、彼女は柔らかく微ほほ笑えんだ。


    「ごめんなさい、びっくりしましたよね。実はこのお薬、すごーく苦いんです」


    「……薬なのか？」


    　患者は驚いたように瞬まばたきした。ダヤンがピオニにした説明は、耳に入っていなかったようだ。


    「ええ、みなさんがほとんど食事をしていないようなので、栄養のあるお薬を作ってきました。とっても効果があるんです。その代わり、とっても苦いんです。子供には飲めないくらい」


    　その説明を受けて、患者の表情は少し緩んだ。


    「本当に苦いですけど、頑がん張ばって飲んでみませんか？　必ず元気になりますから」


    　アリアは優しく患者を励ます。


    「ああ……薬なら……苦いくらいは我が慢まんするよ」


    「よかった。それじゃあ少しずつ飲んでみましょうね」


    　そう言って、アリアはそっと優しく患者を抱だき起こした。


    　患者の頭を片方の腕うでで支え、スプーンで鍋の薬やく湯とうをすくい、患者の唇くちびるにあてがう。


    「少しずつ飲んでくださいね。ゆっくりでいいですからね。苦いけど頑張って」


    　普ふ段だんダヤンとしゃべる時とは全く違う優しい声で励ましながら、アリアは一口ずつ薬湯を患者に飲ませた。


    　患者は何度も喉のどを詰まらせながら、どうにか薬湯を飲み込んでゆく。


    　その光景を、ダヤンは半ば放心して眺ながめていた。


    　過去に時間が戻ったような錯さつ覚かくを覚える。


    　アリアは子供の頃から、近所の病人や年寄りの世話をよくしていた。


    　愛らしく心優しいその少女を、村人たちはみんな好きになったのだ。


    　父親のオスカーを気味の悪い魔術師ヴアルドだと噂うわさする人たちですら、娘のアリアににこにこと笑いかけられると心を許さずにはいられなかった。


    　彼女はあの一家の防ぼう波は堤ていでもあったのだ。アリアがいたからあの親子は村人たちに受けいれられていた。幼い少女の身で異い端たんの父と病弱な母を守っていたのだ。


    　今のアリアはあの頃と同じような優しい笑顔を患者に向けている。


    　薬湯を飲み終えた患者をゆっくり横たえると、次の患者に薬湯を飲ませようと立ち上がる。


    　その時、立ち上がったアリアと目が合った。


    　一瞬ダヤンは、彼女が昔みたいに笑いかけてくるのではないかと思った。


    　しかし彼女はすぐに、いつもの冷たい目でダヤンを睨にらんだ。


    　そこにいるのは、ダヤンを嫌きらいでダヤンを殺そうとしている彼女だった。


    　そのことにほっとし、それと同時にほんの僅わずか胸の奥が痛む。


    　アリアは何度も何度も励ましながら患者に薬やく湯とうを飲ませると、ダヤンの傍そばに戻ってきた。


    「なくなったわ。次」


    「手伝わないんじゃなかったのか？」


    　ダヤンは動揺を誤ご魔ま化かすように仮面じみた笑みを浮かべた。


    「見てられないわ。あんなのほとんど拷ごう問もんよ。何の説明もしないで飲ませるなんて、あなた馬ば鹿かなの？　いえ、答えなくていいわ。馬鹿よね、知ってる」


    「そうだな、お前は俺をよく知ってるもんな」


    　からかうように言いながら、ダヤンは空からの鍋を受け取る。


    　ダヤンを誰より理解してくれた少女が、今は誰よりダヤンに騙だまされている。


    　それでいい。ダヤンが自分で望んだことだ。


    　嘘うそくさく笑うダヤンを、アリアはきつい目で睨にらんだ。


    



    　ダヤンは二つ目の鍋を運んでくると、それをアリアに託たくした。


    　アリアはその薬湯を丁てい寧ねいに患者に飲ませ、一人一人に励ましの言葉をかけてゆく。


    「ありがとう……お嬢じようさん……」


    　神官の一人が声を振ふり絞しぼって礼を言った。少しだけ顔色が良くなっているように見えた。


    「いいんですよ、早く良くなって」


    　アリアは優しく表情をほころばせた。


    　氷のように冷たい身体からだで、陽ひだまりのように暖かく微ほほ笑えんでいた。


    　患者たちはすがるようなまなざしを彼女に向ける。アリアが屍人形アイズオルガンであることを知っている者も当然いるだろうに、そんな事実は忘れてしまっているかのようだった。


    「少し……暑いんだが……窓を開けてくれないか……」


    　アリアの背後で横たわっていた患者が頬ほおを上気させて言った。


    　アリアは少し困った顔になった。


    　この寒さで窓を開けるのは命に関わる。


    　アリアは少し考えて、自分の手を患者の額ひたいに当てた。


    　赤い顔の患者は凍いてつく手のひらを当てられて、心地よさそうに目を閉じた。


    「水をもらえませんか……」


    　女性の患者がささやくような声で言った。


    　アリアは額を冷やしていた患者に小さく励ましの声をかけてその場を立ち、足早に水を汲くんできた。


    　突然咳せき込こむ患者もいた。アリアはすぐさま駆け寄ってその背を撫なでた。


    　酷ひどい汗をかいている患者を見れば手て拭ぬぐいで汗を拭いてやり、吐はいた患者がいれば急いで吐と瀉しや物ぶつを片付けている。


    　一瞬たりとも休むことなくアリアは患者を看病していた。そしてその間、ただの一度も笑顔を絶やすことはなかった。


    　慈じ愛あいに満ちた優しい笑顔を──かつて村の人たちを虜とりこにした陽ひだまりのような笑顔を、少しも崩すことなく浮かべていた。その笑顔で、みんなを安心させようとするかのように……


    　ダヤンはそんな彼女の姿を、礼拝堂の端に座り込んでただ見ていた。


    　麻ま酔すいの魔術ヴアールを施ほどこしたのも、薬やく湯とうを作ったのも、どちらもダヤンのはずなのに、きっとこの場の全員がダヤンより彼女に感謝していることだろう。


    　しかしダヤンにとって、そんなことは些さ末まつ事ごとだった。


    　ただ、不思議だと思ってアリアを見つめていた。


    　ずっと昔から不思議だったのだ。


    　あの慈愛に満ちた微ほほ笑えみが、どうしてダヤンの目には人形のように見えるのだろう？


    　昔から世界に向かって微笑む時、ダヤンの目にアリアの優しい微笑みはいつも人形に見えた。


    　ダヤンに意地悪を言う時や、ダヤンを怒っている時の方が、彼女は遥はるかに人間だった。


    　少なくともダヤンに向かって微笑む時、アリアがあんな顔をしたことはない。


    　あんな風に綺き麗れいじゃなくて、悪戯いたずらっぽく意地悪っぽく瞳ひとみを煌きらめかせるのだ。
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    　これが自分の錯さつ覚かくに過ぎないのか、勘かんが鋭するどく働いたのか──ダヤンには分からなかった。


    　あまりにじっと見つめていることを不審に思ったのか、アリアがふと手を止めてダヤンの傍そばへ戻ってきた。


    「何？」


    「いや、人たらしが上う手まいなと思っただけだよ」


    　ダヤンは立ち上がって適当に誤ご魔ま化かした。


    「あなたの尻しり拭ぬぐいをしているのよ。これで全員に薬やく湯とうを飲ませたわ」


    　アリアはさっきまでの優しい微ほほ笑えみを放り投げ、冷ややかに説明する。こんなにも冷たいのに、今の方がずっと人間らしく見える。


    　ダヤンはそんなことを考えながら首を振った。


    「いや、一人治療できてないやつがいる」


    　思考を切り替えてその一人のことを思い返した。


    「誰？」


    「俺を痛めつけてくれた、ウィンガムという異端審問官クライスビシヨフだ。魔術師ヴアルド嫌ぎらいで、魔術ヴアールに関わった人間を次々火ひ炙あぶりにしたというから、お前は行かない方がいいな」


    　魔術の結けつ晶しようである屍人形アイズオルガンがわざわざ赴おもむくなど、燃やしてくださいと言うようなものだ。


    　しかし彼女は嘲あざけるように目を細めた。


    「毒に冒おかされて動けなくなったような人間に、私がやられると思う？」


    　小首をかしげて見せるが、言葉も目つきも不ふ穏おん当とう極まりない。


    「どこにいるの、その異端審問官は」


    「ああ、別の部屋にいるんだ。俺も一いつ緒しよに……」


    　一緒に行くと言いかけて、ダヤンは唸うなりながら口元を押さえた。


    　ダヤンが近づいたときのウィンガムの剣幕を思い出す。


    「俺が行ったら追い出されそうだな……。もし、彼が眠るか、おとなしく治療を受ける覚悟をしたら俺を呼んでくれるか？」


    　考えた末にそう頼む。


    「あなた、どれだけ嫌われたのよ」


    　アリアは呆あきれた顔をした。


    「俺は人に嫌われるのが得意だからな。お前みたいに人を誑たぶらかすのが上手くないんだ」


    　ダヤンは堂々と言ってのけ、アリアにウィンガムの部屋の場所を伝えると、礼拝堂を出ていく彼女を見送った。


    



    



    　人を誑かすのが上手いということは自覚していた。


    　心の伴わない笑顔を平気で浮かべる。自分は何という冷血な生き物なのだろう……


    　アリアは生きていた時の自分がどうだったのか覚えていない。


    　鍋を抱えて教会キルヒエンの廊ろう下かを歩きながら、アリアは考える。


    　どうして自分がせっせとウィンガムの部屋を訪れるのか、どうして当たり前みたいに人の看病をしているのか、よく分からなかった。


    　ただ、自然と身体からだが動いてそうしてしまうのだ。もしかすると自分は生きていた頃から、こんな風に嘘うその笑顔で人の看病をするような人間だったのだろうか？


    　辞書を開いて、偽善者という言葉の横に自分の名が書いてあることを確かめたい。


    　アリアは凍いてついた表情で歩みを進め、ダヤンに教えられたウィンガムの部屋へ着いた。


    　ドアをノックして中へ入る。


    「こんにちは、ウィンガムさん？」


    　アリアは優しく微ほほ笑えんだ。


    　微笑みながら、自分は今どれほど醜みにくい顔をしているだろうかと想像する。


    　こんな醜い笑顔に、人は簡単に騙だまされる。


    　自罰めいた侮ぶ蔑べつ的なことを思っていると、暗い部屋の奥で手布がもぞもぞと動いた。


    　アリアは静かに近づいて、ベッドの傍そばにある机に鍋を置き、ふくらんだ手布を軽くゆすった。


    「具合はどうですか？　お薬を持ってきましたよ」


    　すると手布が下げられて、男の顔がわずかにのぞいた。


    　その顔を見てアリアは驚く。土つち気け色いろの顔には生せい気きがなく、紫になった唇くちびるは震ふるえている。ぎょろりと血走った目は変に黄色く濁にごっていて、礼拝堂にいる患者たちとは明らかに違っていた。


    　ダヤンはウィンガムにだけ麻ま酔すいの魔術ヴアールをかけることができなかったというから、痛みのせいで弱っているのかもしれない。


    　それにしても不自然なほど、彼は顔色が悪かった。


    「辛つらいんですね？　私の連れから治療を受けてください。痛みが楽になりますから」


    「消えろ……殺すぞ」


    　ウィンガムはぞっとするような声と表情で脅おどしてきた。


    　しかしアリアは顔色一つ変えなかった。アリアにとって『殺す』という脅しほど無意味なものはない。


    「じゃあ、せめて薬やく湯とうを飲んでください。少しでも栄養を取らなくちゃ」


    　アリアはほとんど懇こん願がんするように言った。大たい概がいの人間が心を動かさずにはおれない切なげな声こわ音ねが暗い部屋に響く。


    　けれどもウィンガムは首を縦に振ることはなく、恐おそろしい目でアリアを睨にらんだ。


    「俺に構うんじゃねえよ……言っとくが……万が一俺が助かったらお前は火ひ炙あぶりだ……」


    「……まるで死を覚悟しているみたいですね」


    　万が一──という言葉がアリアは気になった。自分は助からないと決めつけているかのような物言いである。


    「どうせ……俺が死んだところで誰も困りゃしねえし……泣きもしねえ……」


    　ベッドに横たわったまま、ウィンガムはかすれた声で呟つぶやいた。投げやり──というのとも少し違う、事実に諦あきらめを加えて吐はき出すかのような口振り。


    　アリアはベッドの端に腰こしかけて、ウィンガムの顔を見下ろした。


    「そうですね……私も別に、あなたが死んだところで泣きはしません」


    　そう言って、少し悲しげに微ほほ笑えむ。


    「私は死体ですから、涙は流せないんです」


    　アリアは作り主であるダヤンからそんな機能を与えられていない。


    　ウィンガムはぴたりと動きを止めた。


    　彼はしんどそうに起き上がり、ベッドの端に座っているアリアと目線の高さを合わせた。


    　ウィンガムはアリアの義眼をのぞきこみ、目の前の少女が生きていないことを今いま更さらながら確かめようとしていた。


    「はっ……お前もずいぶん哀あわれだな」


    「そうですね、私はこの場にいる誰よりも哀れだという自覚がありますよ」


    　アリアは微苦笑を浮かべて同意した。


    「私と同じになりたくなかったら、治療を受けてください」


    　まっすぐに請われ、ウィンガムは値踏みするようにアリアの目を見返した。


    「お前の連れは本当にこの毒を消せるのか？」


    　問われたアリアは顎あごに拳こぶしを当てて少し考え込んだ。


    「分かりませんが……少なくとも私は彼がやると宣言したことをしくじったところは見たことはありませんよ」


    　すると今度はウィンガムが考え込み、覚悟を決めたように口を開いた。


    「分かった……治療を受けてやってもいいぜ。その代わり……一つ条件がある」


    「何ですか？」


    「この教会キルヒエンから……」


    　そこでウィンガムは不ふ意いに口をつぐんだ。


    　ぐっと喉のどを詰まらせ、身体からだを折って突とつ如じよ咳込む。


    「大丈夫で──」


    　と言いかけてアリアは目を見張った。


    「ウィンガムさん!?」


    　思わず大きな声を出してしまう。


    　ウィンガムは血を吐いていた。


    　アリアはとっさに手を出して、ウィンガムの背を抱だきかかえた。ウィンガムの顔がアリアの膝ひざの上にきて、彼はアリアのブラウスやスカートに血を吐はいた。


    「大丈夫ですよ。落ち着いてくださいね」


    　アリアは驚きを隠してさっきまでと同じ穏やかな声を出した。


    　大丈夫ですよと言いながら、アリアは何度も何度もウィンガムの背をさする。


    　吐き終わり、ウィンガムはばたりとベッドに倒れこんだ。苦しそうに呼吸している。


    「もうしゃべらなくていいですから、横になっていてください」


    　アリアはウィンガムの身体からだに毛布を掛けると、上からぽんぽんと身体を叩たたいた。


    「お水を持ってきますね」


    　そう言ってアリアは立ち上がった。受けとめた血がこぼれないよう、スカートの裾すそを軽く持ち上げる。赤く染まった服を見下ろして、アリアはベッドが汚れなくてよかっと思った。


    　血まみれの姿でほっとしているアリアを、ウィンガムは虚うつろな目で見ていた。もう来るな──と彼は言わなかった。


    



    



    「彼女はどうして亡くなったんですか？」


    　礼拝堂の隅でぐったりと座り込み、身体を休めていたダヤンにクロノアが聞いた。


    　彼女はダヤンの目の前に立っている。どことなく威圧感のある立ち位置だった。


    「何の意味があってそんなことを聞く？」


    　ダヤンは卑ひ怯きような聞き返し方をした。


    「ああ……そうですね、意味はないかもしれません。ただ、あんないい子があの若さで死んでしまったことを悲しく思ったんです。ただの感傷ですね」


    　アリアが患者の世話をするさまを、クロノアも礼拝堂の中で見ていた。


    「……もしかして、君は彼女が死んだことに何か関わっているんですか？」


    　本当に恐おそろしいくらいの鋭するどさで、クロノアは聞いてきた。


    　ダヤンは内心ひやりとしながらも平静を装ってみせる。


    「だから、どうしてそんなことを聞くんだ？　詮索するのが異端審問官クライスビシヨフの仕事なのか？」


    「知りたいから……ですかね」


    　クロノアは考えながら答えた。


    「自分たちが命を預けた相手を知りたいです。見てくれとか、肩かた書がきとか、そういう表面上のものじゃなく、君と彼女がどういう人たちなのか、その本質を見抜きたいんです」


    　真しん摯しに心の内を明かす。


    　しかしダヤンはその言葉をちょっと笑い、肩をすくめた。


    「人を見てくれで判断するのは思いやりだろ」


    「何を言ってるんですか？　人を見た目で判断するなんて失礼です。ちゃんと相手の本質を見てあげるのが、人として最低限の礼儀です」


    　やや憤ふん慨がいしたように言い返され、ダヤンは少し考え込む。


    　この世にはなぜか、人を見た目で判断するべきではないという風潮があるらしい。ダヤンは昔からそれがよく分からなかった。


    「昔……一人の少年と一人の少女がいた」


    　突然昔話を始めたダヤンに、クロノアは怪け訝げんな顔をする。ダヤンは構わず続けた。


    「少女はいつも粗そ末まつで動きやすい服を着ていたが、ある時花柄のひらひらしたスカートをはいた日があったわけだ。とっておきの上等な布で母親に仕立ててもらった、可か愛わいらしいスカートだ。で、少女は少年にそのスカートをはいた自分の姿を見せた。『どう？』って。少年は真っ正直にこう答えた『可愛いスカートをはいてもお前のいけずな本性は隠れないと思う』ってね。その後少年がどんな目にあったかは、ご想像にお任せしよう」


    　ダヤンはそこでいったん言葉を切った。


    　クロノアは渋しぶい顔でダヤンの話を聞いている。


    「可愛い格かつ好こうをしている人間は可愛く見られたいから可愛い格好をする。強く見られたい人間は強そうな格好をするだろう。人に見せる自分ってのは、人に見せたい自分だ。そう見られたいと思って装うんだ。人を見かけで判断するのは優しさだよ」


    「……納得できません。やっぱりよくないことのように思えます」


    「そうだな、俺とあんたは違う人間だから、違う意見を持っていて当たり前だ。あんたに意見を変えてほしいと思ってるわけじゃない。だが──俺が人に見せてる顔は、俺が人に見られたい顔なんだ。その奥を勝手に覗のぞこうとしないでくれ。俺はあんたを好きだが、場合によっては敵とみなすかもしれない」


    　ダヤンにとってアリアがどういう存在か、ダヤンが何を思い何をしようとしているのか、そんなダヤンの本質を勝手にのぞかないでほしい。


    　ダヤンは仮面じみた笑みを浮かべた。その表情もアリアから学んだものだったと思い出す。


    　ダヤンは元々あまり笑わない子供だったから、彼女の笑い方を真ま似ねたのだ。


    　アリアが死んで、旅をすることになり、人と接するために必要だと思った嘘うその笑顔。


    　ダヤンはずっとアリアを見ていた。


    　アリアは誰にでも優しく笑った。


    　みんなから愛される笑顔の持ち主だった。


    　そんなアリアをダヤンはこの世の誰より見ていた。


    　だから知っていたのだ。


    　ダヤンだけが気づいていた。


    　アリアの笑顔が偽物だということを。


    　そんな彼女の本質を、アリアは見抜かれたいと思わないだろう。


    　人の内側はその人だけの領域で、他の誰かが踏み込んでいい場所ではない。そこを隠すことは人が持つ当たり前の権利であるはずだ。


    　人を本質で判断する──その行為は人が持つ当たり前の権利を奪う。


    「……君の感覚はよく分からないです」


    　クロノアは眉まゆをひそめた。


    「ただ、詮索するのはやめます。君がこの教会キルヒエンを救ってくれるのならそれでいいです」


    「そうしてくれると助かるね」


    　ダヤンは肩かたの力を抜いた。


    　思考は今この教会を取り巻いている現状に向かう。


    「そのためには、この教会を襲っている魔術師ヴアルドを捕とらえる必要がある」


    「狂きよう乱らんのオスカーですね？」


    「ああ、この教会を狙ねらっているなら、この近くにいるはずだ。あの男の情報がほしい。あいつがここに来た時のことを、もう少し詳しく教えてくれ」


    　ダヤンの表情は自然と険けわしいものになった。


    　対するクロノアは困ったように眉まゆを下げる。


    「そう言われても……この前話した以上のことは特にないです。捕つかまえようとしても攻こう撃げきが通じなくて、逃げられたんです」


    「会話を交かわしたりは？」


    「少しだけ。この前も説明しましたけれど、この教会に災いが降りかかると言って、オスカーは消えたんです」


    「他には何も？」


    　ダヤンは念を押して確認する。


    　クロノアは記憶をたどるようにぎゅっと目を閉じた。


    「そういえば……災いを起こすために自分が力を授けたんだと言っていました」


    「力を授けた？　この教会を襲っている悪魔に力を授けたってことか？　そんな馬ば鹿かな」


    　ダヤンは顎あごに手を当てて、以前目の前に現れた悪魔のことを思い出した。


    　オスカーと契約する妖よう精せいのような悪魔との会話を頭の中に思い浮かべ、ダヤンは首を捻ひねった。


    「ちょっと待ってくれ。やっぱり聞き間違いをしてないか？」


    　ダヤンは目の前に立っているクロノアを見上げた。


    「自分がその力を授けた──じゃなく、力を捧ささげられたと言ったんじゃないか？」


    「え？　ええと……」


    　クロノアはもう一度目を閉じて考え込み、首を横に振った。


    「いいえ、力を授けたと言ったんです。誰に何の力を授けたのか分からなくて、気味が悪いと思ったのを覚えてます」


    　断言されてダヤンの頭は混乱した。


    「そんなはずはない。魔術師ヴアルドは悪魔に力を与えられることはあっても、悪魔に力を与えることはない。悪魔が人間に求めるのは魂たましいだけだ」


    　数日前に出会ったあの悪魔も確かに言ったのだ。自分はオスカーに力を捧げている悪魔だと。


    　あの悪魔の言葉も、クロノアの記憶も、どちらも正しいのだとしたら──オスカーが力を与えた相手は悪魔ではなく、人間だということだ。この教会キルヒエンに災いを与えた犯人が別にいるということだ。


    　思っていたことが根底から覆くつがえされて、ダヤンは絶句した。


    　その時、礼拝堂の入り口から見知らぬ女性が姿を見せた。動きにくそうな仰ぎよう々ぎようしい神官服を着た、五十歳くらいの女性である。


    　その女性はクロノアを見つけて近づいてきた。


    　それに気づいたクロノアは姿勢を正す。


    「神官長、どうしたんですか？」


    「クロノアさん、患者の治療を魔術師にさせていると子供たちから聞きましたよ。それは本当のことですか？」


    　神官長と呼ばれた女性は、優しくクロノアに問いただした。


    　クロノアは背筋を伸ばしてうなずいた。


    「はい、本当です。それが必要だと私が判断しました」


    　そしてダヤンに目を向ける。それに倣ならって神官長も座り込んでいるダヤンを見た。


    　無む機き質しつな目で見下ろされ、ダヤンはにいっと笑ってみせた。


    「なんということでしょう……」


    　神官長はダヤンを無視してクロノアに向き直った。


    「いけませんね、クロノア。魔術師は悪です。火ひ炙あぶりにしなければいけませんよ」


    「神官長、彼はこの国の人間じゃありません。なにより彼は、患者の治療に必要です。このままでは患者は全滅してしまいます」


    「クロノア」


    　神官長はもう一度彼女を呼んだ。クロノアはびくりと肩かたを震ふるわせた。


    　神官長は優しく微ほほ笑えんでいたが、その瞳ひとみは氷のように冷たかった。


    「神に仕える者であれば、魔術ヴアールに頼るくらいなら死んだほうがいいと考えて当然です。違いますか？　そもそも魔術の毒にやられるなど、信心が足りない証しよう拠こです。深い信仰心があれば、毒にやられたりはしません。違いますか？」


    　どこまでも穏やかな優しい声で、神官長は冷たく仲間を責め立てた。


    　ダヤンは不快感がこみ上げて、思わず言い返したくなった。


    「うるせーな、ババア」


    　しかしダヤンの代わりにそう言い返したのはピオニだった。


    　少年は目をとんがらせて神官長を睨にらんでいる。


    　酷ひどく直球な悪口だったが、神官長は表情を変えなかった。


    「口が過ぎますね、ピオニ。本当なら、あなたたちのような人間が真っ先に毒に冒おかされるべきなのですよ。神に背そむく不心得者は、火ひ炙あぶりになって初めて許されるほどに罪深い存在なのですからね」


    　神官長は絶やすことなく優しい笑みを浮かべている。その目だけが、虫けらを見るように冷淡だった。


    「神官長、確かに魔術師ヴアルドは法を犯した人間です。けれど、この子たちは何の罪も犯していません。今の言葉は不適切です」


    　クロノアが冷静にピオニを庇かばった。


    　礼拝堂の中に一いつ触しよく即そく発はつの空気が流れる。


    　そこにかつんかつんとよく知ったブーツの音がして、開いたままになっていた入り口からアリアが足早に戻ってきた。


    　神官長は振り返ってアリアを見ると、一瞬表情を変えた。


    　ダヤンも顔を上げて彼女を視認し、度ど肝ぎもを抜かれる。


    　彼女の白いブラウスは真っ赤な血に染まっていた。


    「お前それ……どうした!?」


    　疑ぎ似じ体液の流出かと思い、ダヤンは焦あせって立ち上がった。神官長を押しのけて駆け寄り、間近で見て焦りは困惑に変わる。


    　微妙な色味の違いですぐに分かった。それは疑似体液ではなく本物の血液だった。


    「誰の血だ？」


    「ウィンガムさんが吐と血けつしたの」


    「吐血？」


    　聞き返したのはダヤンではなかった。


    　ダヤンから少し離れて立っていたクロノアだった。彼女は訝いぶかしげに口元を押さえた。


    「血を吐はいた人なんて他にいないです」


    「……毒が回りすぎると血を吐くってことか？」


    　ダヤンは唸うなりながら首を捻ひねった。


    「時間がないな。早く犯人を見つけ出さないと……」


    「オスカーの居所を捜し出すんですね？」


    　クロノアがそう聞いてきた。


    　ダヤンは振り向いて彼女の方を見た。


    「いいや、犯人はオスカーじゃない。あいつを捜しても無む駄だだ」


    「どういうことですか？　この教会キルヒエンを襲っているのは狂きよう乱らんのオスカーですよね？」


    　クロノアは困惑した様子で確認してくる。


    　ダヤンはきっぱりと首を横に振った。


    「犯人は別の人間だ。あんたたちに恨うらみを持っているか、あんたたちを害することで利益を得る人間だよ。そいつは悪魔と契約して、この教会を襲ってる」


    　絶句する人々をよそに、ダヤンは淡たん々たんと話を進めた。


    「俺が犯人を見つけてやるよ。悪魔の契約者ベルダーなら、俺が調べればすぐに分かる」


    　ダヤンは相手の内側を調べることができる。契約書ベルダングラーンを持っている人間が犯人だ。


    「異端審問官クライスビシヨフなら、教会に恨うらみを持つ人間に心当たりがあるはずだ。全員の所在を教えてくれ。全員調べる」


    　ダヤンがそう宣言したのと同時だった。ガン！　と大きな音がした。ピオニが足を振り上げて、礼拝堂の壁を蹴けっていた。


    「お前さ……誰の味方なんだよ。お前は魔術師ヴアルドじゃないのかよ。仲間を売るのか？」


    　怒りに満ちた双そう眸ぼうでダヤンを睨にらんでいる。


    「仲間ってのは何のことだ？」


    　ダヤンは腕うで組ぐみして聞き返した。


    「教会に恨みを持つ人間なんて、魔術ヴアールに関わった人間に決まってんだろ。そいつらを全員疑って、捕つかまえて、取り調べるのか？　お前は教会の犬にでもなるのかよ！」


    　ピオニは声を荒あららげてダヤンに詰つめ寄よった。


    「単なる契約の遂行だ」


    　ダヤンは無感情に答えた。


    　ピオニは舌打ちしてダヤンを突き飛ばす。


    「だったら俺らはもう何も協力してやらねえよ。患者の世話なんか誰がするか！」


    　そう怒ど鳴なり、少年は足音荒く礼拝堂を飛び出した。


    「ピオニさん！」


    　クロノアが呼び止めたが、ピオニは振り返ることなく駆けていった。


    　ダヤンはそんなピオニの後姿を見えなくなるまで見送った。


    「困ります」


    　しんとした部屋の中、クロノアがダヤンに責めるような目を向けた。


    「あの子たちがせっかく看病を手伝ってくれていたのに」


    「いいではありませんか」


    　クロノアの非難を遮さえぎり、神官長が微ほほ笑えんだ。


    「神の加護がある者は、看病などなくとも助かります。命を落とすものがあれば、それは価値のない命だと神がおっしゃっているのですよ」


    「神官長！」


    　クロノアがたまらず声を荒らげた。


    「クロノア、私が間違っていたことはありますか？　あなたは神の使徒たる異端審問官クライスビシヨフの責務を果たしなさい。そこの魔術師ヴアルドは投とう獄ごくするのですよ。私はこれから祈りの時間ですから、煩わずらわせないようにお願いしますね」


    　神官長は冷たい瞳ひとみで微ほほ笑えみ、礼拝堂から出ていった。


    　残されたクロノアは憔しよう悴すいしきったように俯うつむく。


    　その姿を見下ろし、ダヤンはぽつりと言った。


    「あの女とあんたは似てるな」


    　性格や態度が似ているという意味ではなく、単純に顔立ちが似ている。


    　クロノアはびくりと肩かたを震ふるわせて、低く呟つぶやくように答えた。


    「……血縁者ですから」


    「親戚か？」


    「…………母親です。立派な人です。尊敬しています。だから……」


    　クロノアはその先を言わなかった。口をつぐんで俯き続けている。


    　ダヤンは一つため息をついて、クロノアの顎あごをつかみ上向かせた。


    「まあそんなことはどうでもいい。言い争いは勝手にしてくれ。俺は俺の契約を果たすぞ。教会キルヒエンに恨うらみを持っていそうな人間を全部教えろ。患者の麻ま酔すいが聞いている間に、犯人を捕とらえて解げ毒どくさせる」


    　意気を失ったクロノアを動かすように強く言う。


    　彼女は一瞬瞳ひとみを揺らがせたが、覚悟を決めたように拳こぶしを握にぎった。


    「調べてきます。少し待ってください」


    　そう言って、彼女も礼拝堂から立ち去った。


    「どうなっているのかしらね、この国は……」


    　残されたダヤンの背後でアリアがぽそりと呟いた。


    　毒に冒おかされた患者の前であんなことを言う。そんな人間が上に立っている教会がある。そしてその教会に、多くの信者が従っている。


    　おかしいとしか思えないこの構図が、この国では普通なのだ。


    



    



    　翌日、ダヤンは地図を持って街中に出た。


    　当たり前のようにアリアが同行している。


    　棺ひつぎに眠らせておきたくとも、相手が契約者ベルダーかもしれないとなれば、アリアを連れて行くしかない。


    　クロノアの話によると、魔術ヴアールに関わった人間やその家族は、ほとんどこの世にいないという。みな教会キルヒエンに処刑されたのだ。


    　現在の神官長が就任してから、魔術に対する規制はどんどん厳しくなっていったらしい。関係者や身内で生き残っているのは、たった二人だった。


    　そのうち一人がユノである。幼かったがゆえに彼は罪を免まぬがれた。


    　そしてもう一人、魔術との関わりを疑われながら、ユノの父親を告発した功を認められて罪を免じられた男が存在する。


    　教会からずいぶん離れた小さな家に住む、中年の男だった。


    　教会の依頼で調べていることがあると言って訪ねていくと、彼はダヤンとアリアを薄暗い部屋に招き入れ、薄い茶をすすめた。


    　彼の両手は何な故ぜか小指が切り落とされていた。完全に罪を許されたわけではないのだなとダヤンは思った。


    「何を知りたいのか知らないが、調べられて困ることは何もないよ」


    　男は愛あい想そ笑い一つせずに言った。


    「俺は教会に生きることを許されてる」


    「恨うらんでないのか、教会を」


    　ダヤンは探さぐるように聞いた。


    　男の表情はわずかに曇くもった。


    「恨む？　そんな権利なんて俺にはないさ。親友を売って生きながらえてる」


    「火ひ炙あぶりにされた魔術師ヴアルドのことか？」


    「ああ、あいつは立派な奴やつだったよ。そんな奴があんな哀あわれな最さい期ごを迎えるなんて、この世はどうかしているなと思ったさ。親友二人に裏切られて……殺された」


    　二人という言葉にダヤンはぴくりと反応する。


    　わざわざ数を明言した。この男は話したいのだとダヤンは感じた。


    「二人というのは、あんたのほかに誰かいるのか？」


    「ウィンガムだよ」


    　突然出てきた名前に、ダヤンは面食らう。


    　多くの魔術師を火炙りにしてきたというあの異端審問官クライスビシヨフの名がここで出てくるとは夢にも思っていなかった。


    　そこで今まで俯うつむいていたアリアが顔を上げた。横目で見ると、彼女も驚いた顔をしている。


    「火炙りにされた魔術師と、あんたと、ウィンガムは、親友だった？」


    　ダヤンは人の数を表すように、言葉をはっきり区切って確認した。


    「ああ、そうだ。特にあいつとウィンガムは子供のころからの親友だった。あの二人は一いつ緒しよに教会で育った孤こ児じだったんだ」


    　男は淡たん々たんと答えた。感情を無む理り矢や理り押し殺しているようにも聞こえた。


    　今は孤こ児じたちにつらく当たっているウィンガム自身が、かつては孤児だったということに、ダヤンは内心驚いていた。


    「それがどうして変わってしまったんですか？」


    　アリアが突然口を挟んだ。納得がいかないというように、男をまっすぐ見み据すえている。


    「さあ……どうして道が分かれたんだろうな。片や迫害される魔術師ヴアルド。片やそれを取り締まる異端審問官クライスビシヨフ。俺はふらふら流された果てに親友を売ったよ。あいつはさぞ無念だっただろう。小さい子供を一人残して死ぬなんて」


    　男は重い息を吐はいた。


    「あの子はちゃんと暮らしているんだろうか……」


    　独り言のようなつぶやきだったが、その答えをダヤンは持っていた。


    「教会キルヒエンで暮らしてるよ。悪魔の子と呼ばれながらね」


    　男の表情はますます暗くなる。


    「何ということだ……父親が死んで、教会に引き取られてからもう七年は経たつというのに、その間、ずっと虐しいたげられて生きてきたのか……。俺を恨うらんでいるだろうな」


    　テーブルの上に置いた男の拳こぶしに力がこもった。


    「たくましい仲間と一いつ緒しよだったよ。よく笑ってる」


    　ダヤンは薄い茶をすする。


    「そうか、元気にしているのなら……」


    　よかったという言葉を飲み込んで、男は唇くちびるを引き結んだ。自分にその言葉を言う資格はないというかのように──


    「後悔があるのなら、一つ協力してくれないか？」


    　そこでダヤンは本題に入った。


    「あんたの中を暴あばいていいか？」


    　突然聞かれて、男は不ふ可か解かいそうな顔をする。


    「許可してくれるなら目を閉じてくれ」


    「……よく分からないが、別に構わないよ」


    　男が目を閉じると、ダヤンは彼の胸に手を当てた。内側をくまなく探さぐるが、男の中に悪魔との契約書ベルダングラーンは見つからなかった。


    「なあ、あんたの目から見て、この街で教会を一番憎んでいるのは誰だと思う？　教会に復ふく讐しゆうしてやりたいと思っている人間はどこにいると思う？」


    　最後にダヤンはそう聞いた。


    　男は渋しぶい顔になる。


    「それはもちろんユノだろうな。あの子には教会を恨む権利がある。だがこの国にいる限り、それは絶対表に出しちゃいけないことだ」


    　教会キルヒエンが毒に冒おかされていることなど知る由よしもない男は、あっさりその名を口にした。


    「そうか、ありがとう」


    　ダヤンは礼を言い、男の家を後にした。


    



    



    「無む駄だ足に終わったわね」


    　教会の姿が見えると、後ろを歩いていたアリアが呟つぶやいた。


    「そうでもない。少なくとも、あの男が犯人ではないということが分かった」


    「それはほとんど何も分かっていないのと同じことね」


    　アリアは冷ややかに言った。


    　そこでダヤンはふと立ち止まる。


    　目の前の通りを、教会の子供たちが横切るのが見えた。五人全員そろって手を繋つないでいる。


    　変に悪目立ちしていて、通り過ぎる人たちの冷たい視線が彼らに突き刺さった。


    　それはどことなく、小魚が群れを成して肉食魚の襲撃を退けようとしているかのようでもあった。


    「あの子たち、どこへ行くのかしら？」


    　アリアもすぐ彼らに気づき、その行方を視線で追った。


    　ダヤンは何も言わずに歩き出し、彼らの歩く道をたどった。


    「追いかけるの？」


    「ちょっと聞きたいことがあってな」


    　少し距離を開けて、二人は人波に紛まぎれながら少年たちの後を追った。


    　いつもならダヤンが歩けば奇異なものを見る目で振り返る人々も、全く気付くことなく通り過ぎてゆく。棺ひつぎを背せ負おっていないダヤンというのは、当たり前のように人の群れと同化して何ら目立つところのない地味な男なのだった。


    　アリアも目立たぬようコートのフードを被り、街の景色に馴染んでいる。


    　そうしてしばらく進み、川を一つ越えるとたちまち景色が変わった。


    　枯草の野原が広がり、大きな丘がある。


    　二人は気づかれないようかなり距離を開けて子供たちを追いかけた。


    　夕日を浴びて朱しゆ色いろに染まった丘を、子供たちが駆け上がってゆくのが見える。


    　ダヤンとアリアは乾いた草を踏み分けて、その後を追いかけた。


    　子供たちは丘のてっぺんに駆け上がると、そこに生えていた大きな針葉樹の根元に集まった。


    　ダヤンとアリアが距離を詰めて近づいてゆくと、彼らは木の根元に花を飾ったりお茶をかけたりしながら、大事そうに木の幹を撫なでていた。


    　冷たい木枯らしの音が足音を消して、子供たちは二人の接近に気づいていない。


    「何してるんだ？」


    　声が届くくらいまで近づくと、ダヤンは彼らに声をかけた。


    　子供たちは飛び上がるほど驚いて振り返った。


    「お前！　俺らの後をつけてきたのかよ！」


    　ピオニが警けい戒かい心しん丸出しで怒ど鳴なり散らした。


    「ああ、ちょっと確かめたいことがあってね。ここでいったい、何をしてるんだ？」


    「お前に教える筋合いはねえよ、教会キルヒエンの犬」


    「花に飲み物。まるで墓参りでもしてるみたいじゃないか」


    　ダヤンはピオニの挑ちよう発はつを受け流し、大木を見上げる。子供たちの顔色が変わった。


    　全員で固まり、敵を見る目でダヤンを見ている。


    　その時点でもう、ダヤンの言葉を肯こう定ていしているようなものだった。


    　その中で、唯一穏やかな顔をしていたのはユノだった。


    「教会の人たちに言わないでもらえないかな？」


    「何をだ？」


    「僕たちがここにきていること」


    「別に構わんが、ここはいったい誰の墓だ？」
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    　ダヤンはそう決めつけて尋たずねた。分かっているのだから隠しても無む駄だだというように。


    　子供たちは止めるみたいにユノの服の袖そでを引いたが、ユノは可か愛わいらしく笑ってダヤンの問いに答えた。


    「ここは僕の、お父さんの墓だよ」


    「へえ……」


    　ダヤンは木を見上げ、ぐるりと当たりの景色を見回した。


    　いつの間にか紫の濃くなった空が広がっている。


    「どうしてこんなところに？」


    　普通の墓地に埋葬すればいいだろうにと思ったが、その疑問の答えは不ふ機き嫌げん顔のピオニから返ってきた。


    「魔術師ヴアルドは死んだら、遺体を晒さらされたあと谷に捨てられるんだよ。親父さんの遺体は今でも谷の底だ。だから俺らはこの木を墓の代わりにしたんだよ」


    「魔術ヴアールを使って火ひ炙あぶりにされたという親父さんだな？」


    「……うん」


    「どうしてこの木にしようと思ったんだ？」


    「ここは教会キルヒエンから遠くて、知られずにすむからだよ。だけど、目を凝こらせば教会の屋上からでもこの丘は見えるんだ」


    　ピオニは淡あわく微ほほ笑えんだ。


    　ダヤンは丘の下に広がる景色を眺ながめた。なんだかここだけ隔かく離りされているような感じがする。少なくともここに石を投げる人間はいない。


    「親父さんも孤こ児じだったんだってな」


    　ダヤンはさっき会った男から聞いたことを口にした。


    「こそこそ調べてんじゃねえよ、気持ちわりい」


    　ピオニが吐はき捨てるようにダヤンを罵ののしった。本当に口が悪い。


    「確かにユノの親父さんは孤児だったよ、だから俺らを気にかけて、ユノと一いつ緒しよによく俺らのところに遊びに来てくれた」


    　子供たちはしんみりとした様子でピオニの言うことを聞いていた。


    「親父さんが死んで、ユノは教会に引き取られた。この国で魔術師の扱いは酷ひどいもんだよ。あのババアが神官長になってからもっとひでえ。魔術に関わった人間だけじゃなく、その家族まで処刑されて、遺体を谷に捨てられるようになった」


    　早口で説明し、ピオニはダヤンをねめつけた。


    「ここまで聞けば満足か？　さっさと消えろよ。二度とついてくるな」


    「分かった、帰るよ。その代わり、一つ確かめさせてくれないか」


    「何だよ」


    　警けい戒かい心しん満載で聞いてくるピオニに、ダヤンはにこりと笑いかけた。


    「お前さんたちの中に悪魔の契約者ベルダーがいるかどうか、調べさせてくれ。身体からだの中を調べればすぐに分かる」


    　たちまち子供たちの表情が凍こおった。


    「冗談じゃねーよ！」


    　ピオニが真っ赤な顔で怒ど鳴なった。


    「そんな気色の悪いことさせるか、教会キルヒエンの犬が！」


    　他の子供たちを庇かばうように前へ出る。


    「平気で仲間を売るような奴やつに、勝手なことはさせねえからな！」


    「別に仲間ではないよ」


    　拒絶反応を示した子供たちの心中を探るべく、ダヤンは冷淡に否定した。子供たちは怪け訝げんな顔をする。


    「俺は魔術師ヴアルドの中でもずいぶんと嫌われてるからな。悪魔喰ぐいと呼ばれてる」


    「は？　悪魔……喰い……？」


    　未知の言葉を口にするように、ピオニはたどたどしく繰り返した。


    「ああ、俺は悪魔を喰うんだ」


    　今日の天気を語るくらいに軽いダヤンの言葉を聞き、子供たちはぞっとしたように青ざめた。


    「教会からも嫌われてるし、魔術師からも嫌われてる。魔術師を仲間扱いするのは相手に失礼ってものだろう」


    　ダヤンは平然と話を続けた。


    「俺は誰の味方でもないし、誰の敵でもない。ある意味とても公平だ」


    　絶句する子供たちの中、言葉を返してきたのはユノだった。


    「いいよ。調べても」


    　その言葉を聞いた子供たちは、驚きよう愕がくの表情でいっせいにユノを見た。


    「あなたが公平だっていうなら、調べられても困らないよ。だって僕は悪魔の契約者じゃないもの」


    　ユノはにこっと笑う。愛らしいその笑みを見て、子供たちは少し落ち着きを取り戻した。


    「私もいいわよ、調べても。私だって契約者じゃないもん」


    「あたしも平気。あたしも契約者じゃないから」


    「俺も契約者じゃないよ」


    　子供たちは次々にそう宣言してゆく。


    　最後に残ったピオニは、腹立たしげに一つ乱暴なため息をついた。


    「俺も契約者じゃねーよ。だけどな、教会と手を組んだような奴に調べられたくねーし、こいつらを調べさせる気もねえよ。勝手なことはさせねえから」


    　敵意のこもる双そう眸ぼうがダヤンを射いる。


    　ダヤンはじっと彼を見つめ返し、ふうっと息を吐はいた。


    「分かった、嫌いやがる人間を調べる力なんて俺は持ってないからな。調べられてもいいって気になったら言ってくれよ」


    　そう言ってダヤンは子供たちに背を向けた。


    「それじゃあ俺は先に戻る。お前さんたちも暗くなる前に帰りな」


    　ひらりと手を振り、ダヤンは丘を下っていった。


    　子供たちはそんなダヤンの背中を疑うたぐるように見つめている。


    「調べなくていいの？」


    　丘をしばらく下ったところでアリアが聞いた。


    「たぶん、本当に調べられても困ることはないんだろうな」


    　ダヤンは歩きながら答える。


    　子供たちは全員驚くほど堂々としていた。嘘うそをついていないという自信が感じられた。


    「あいつらは契約者ベルダーじゃない。じゃなければ、調べてもいいとは言えないだろ」


    「それはまあ、そうかもしれないけど……」


    　アリアは少し不満そうだ。


    「まあ本当に犯人だったら容よう赦しやしないけどな」


    　そう言ってダヤンは笑った。


    　辺りは刻一刻と暗くなり、夜が訪れようとしていた。

  


  
    



    　　　第五章　彼の死と墓標の下


    



    「何か分かったことはありましたか？」


    　教会キルヒエンへ戻るとクロノアに出迎えられた。


    　彼女は期待するような目をしていたが、ダヤンが首を横に振るとたちまち肩かたを落とした。


    「そうですか……困りましたね……」


    「患者の様子は？」


    　ダヤンが聞くと、クロノアははっと顔を上げる。


    「みなさん少しずつ食べられるようになってます。ただ……ウィンガムさんの具合はかなり悪化しています。さっきも苦しんでましたし、何も食べてくれません」


    「私が様子を見に行ってみるわ」


    　ダヤンの後ろにいたアリアが言った。ウィンガムが吐と血けつした場面に遭そう遇ぐうしたアリアは、彼をずいぶんと気にかけていた。


    「お願いします」


    　クロノアに頭を下げられ、アリアはウィンガムの部屋へ向かった。


    



    　部屋の中にはガスランプの明かりがともっていた。


    「ウィンガムさん」


    　アリアは声をかけながらウィンガムの部屋をのぞく。


    　返事はなく、苦しそうなうめき声だけが聞こえた。


    　アリアは静かに部屋へ足を踏み入れ、ベッドに歩み寄った。


    　ウィンガムは目を閉じて唸うなっている。


    「寝ているんですか？」


    　囁ささやきながら額ひたいに触ふれると、ウィンガムの苦しげな表情がわずかに和やわらいだ。


    　アリアの身体からだは温度を感知できないが、氷のように冷たいこの手で触れて苦しみが和らぐということは、彼の身体は熱を持っているのかもしれない。


    　ウィンガムは酷ひどく汗をかいていた。そのままにしておくのはよくないだろうと思い、アリアは傍そばにあったタオルでウィンガムの身体を拭こうとした。


    　患者の世話をすることを、何な故ぜだか慣れた行為のように感じる。特に抵抗を感じることなくアリアは毛布をはいでウィンガムのシャツのボタンを外した。意識のないウィンガムは気が付かない。


    　そうしてシャツの前を開き、アリアは目を見張った。思わず「え？」と声が漏もれる。


    　彼の下腹には大きなこぶができていた。アリアは手を伸ばしてそのこぶに触れてみた。


    「うああ！」


    　とたんにウィンガムが叫んだ。アリアは熱湯に触ふれたような動きで手を引いた。


    　ウィンガムは意識を取り戻し、自分が服を脱がされかけていることを察して、痛みではないもののために顔をしかめた。


    「……病気なんですか？」


    　アリアはあまり感情をまじえることなく聞いた。


    　ウィンガムは険けわしい顔でアリアを睨にらんでいたが、諦あきらめたように力を抜いた。


    「風ふう土ど病びようでな……罹かかったらもう助からねえ……」


    「血を吐はいたのも……？」


    「……ああ」


    　ウィンガムはしゃべることすら辛つらそうだった。


    　つまり、ダヤンが契約者ベルダーを見つけて魔術ヴアールを解除させても、ウィンガムは助からない。


    「……何か、してほしいことはありますか？」


    　アリアは穏やかに微ほほ笑えんだ。


    「はっ……死にかけた男に同情か？」


    「もう死んでいる私がですか？」


    「ああ……お前の方がずっと不幸だな」


    　対するウィンガムが浮かべるのは毒のある笑みだった。


    「何ができるんだよ……お前に……死体で……魔術師ヴアルドのおもちゃで……化け物のお前に……何ができるってんだ！」


    　起き上がって暴あばれかけたウィンガムを、アリアはとっさに抱だきしめていた。


    　アリアの怪かい力りきで不用意に力を込めたら、ウィンガムの身体からだをへし折ってしまうだろう。


    　だからアリアは決して力を入れないよう、そっとウィンガムを抱きしめた。


    　アリアの腕うでの中で、痩やせ衰おとろえたウィンガムの身体が震ふるえた。


    　彼は全身を震わせながらアリアに抱きつき、突然泣きじゃくった。


    「……嫌いやだ……死にたくねえ……死にたくねえ……お母ちゃん……！」


    　そう言って、彼は全身全霊でアリアにすがった。


    　アリアは彼の頭を胸に抱えてそっと背を撫なでた。


    「大丈夫ですよ。みんな同じ所へ行くんですから。怖こわがらなくても大丈夫。お母さんもいます」


    「……どこに……？」


    　頼りない子供みたいにウィンガムは呟つぶやく。アリアは俯うつむき、長いまつ毛の影を落とした。


    「……世界中にいますよ。お母さんの身体だったものが、今は花になって庭に咲いているかもしれないし、雨になって草木を育てているかもしれません。死んだらみんなそうなります。土に還かえった身体はどこまでも自由です。百万年経たって人間が滅びても……みんなそこにいます」


    　優しく諭さとしながら何度も何度も背を撫なでる。


    　ウィンガムは何度も何度も、お母ちゃんとアリアを呼んだ。


    　アリアはウィンガムが泣き止むまで、ずっと彼の背を撫で続けていた。


    　いつしか夜は更ふけていた。


    　窓の外は冷たい冬の闇やみに覆おおわれている。


    「おふくろは……俺が十歳になった時に死んだんだ」


    　落ち着きを取り戻したウィンガムは、ベッドに横たわって呟つぶやいた。


    「あなたは孤こ児じとしてこの教会キルヒエンで育ったと聞きました」


    　ベッドの端に腰こしかけて、アリアは昼間街で聞いたことをかいつまんで話した。


    「ああ……それまでは何の不自由もなく暮らしてたのに……一瞬で世界中が敵になったよ……弱みを見せたら負けると思った……」


    　ウィンガムは苦しそうに言葉を切った。しばらく荒あらい呼吸をし、再びかさかさの唇くちびるを開く。


    「友達だった奴やつがいた……孤児で……こっそり隠れて魔術ヴアールの勉強をするような……おかしな奴だった……おかしな奴だったが……友達だった……だけど……俺はあいつを殺した……」


    　ウィンガムは苦痛に耐たえるように歯を食いしばった。


    「俺は異端審問官クライスビシヨフになってた……人を見返すにはそれしかねえと思った……人をねじ伏せる力がほしかった……何人もの魔術師ヴアルドを火ひ炙あぶりにした……無実の奴もいたはずだ……それでも平気だった……それが力だと思ってたんだ……」


    　アリアはただ黙って聞いていた。ただ、静かにうなずいていた。


    「だけど七年前……俺の友達だったあいつが……魔術を使ったせいで教会に捕つかまった……俺は……あいつに火をつけた……そうしないと……自分の居場所がなくなると思って……」


    　ウィンガムはがたがたと震ふるえだした。


    「孤児になったあいつにも……俺は酷ひどいことをしたんだ……三年前……あいつが流行はやり病やまいで倒れた時も……俺はあいつに薬を与えなかった……苦しんでるあいつを見て笑ったんだ……何で……何で俺はあんな酷いことができたんだ……」


    　振ふり絞しぼるように言いながら、ウィンガムはアリアを見上げた。


    「だから……だからユノは教会に復ふく讐しゆうしようとしてるんだ……俺を恨うらんで……親父の死に関わった人間を皆みな殺ごろしにしようとしてるんだ……」


    　アリアの穏やかだった表情がわずかに固くなる。


    「あの子が毒を盛った犯人なんですか？」


    「ああ……俺には分かる……そうに決まってる……だから……頼む……！」


    　ウィンガムはアリアの手を突然強い力で握にぎってきた。


    「お前たちは患者を助けられると言ったよな……助かった奴らは必ず……犯人探しをする……その前に……ユノを国外に逃がしてくれ……このままあいつが犯人だとばれたら……処刑されるのは間違いないんだ……俺が地じ獄ごくに落ちるのは構わない……だけど……せめて最後に友達の息子を助けたんだと言いたい……」


    　そこで彼はびくりと痙けい攣れんし、身体からだを折って咳せき込こんだ。


    　がはがはという音とともにアリアの膝ひざからうつぶせでベッドに落ち、ウィンガムは真っ赤な血を吐はいた。


    「ウィンガムさん……！」


    「頼む……」


    　鮮せん血けつで口を汚しながら、それでも彼は言った。


    「分かりました」


    　アリアは安心させるように微ほほ笑えんで答えた。


    「あなたの望み通り、この教会キルヒエンから彼を逃がします」


    「ああ……ありがとう……」


    　ウィンガムは穏やかな顔で力を抜いた。


    「その代わり、あなたにも私の連れの治療を受けてもらいますよ。いいですね？」


    　アリアはぴっと指を立てて、悪戯いたずらっぽく言った。


    　ウィンガムはうっすら笑っていた。しかし、答えは返ってこない。


    「ウィンガムさん？」


    　アリアはもう一度彼を呼んだ。


    　やはり返事はなかった。


    



    



    　真っ暗な夜の街をダヤンは一人で歩いていた。


    　びょうびょうと冷たい風が吹いていて、頬ほおが刺されるように痛んだ。


    　背中にはいつもの棺ひつぎではなく、大きなシャベルを背せ負おっている。


    『どこへ行くんだい？』


    　不ふ意いに声が響き、目の前の道に一人の少女が現れた。黒いドレスを身に纏まとう美しい少女を見て、ダヤンは少し安あん堵どした。


    「なんだ、ガーガウルドか」


    　ダヤンはガーガウルドに歩み寄って小柄なその身体を見下ろした。


    『こんな夜に一人でどこへ？』


    　ガーガウルドは可か愛わいらしく小首をかしげてもう一度聞いた。


    「ユノの父親の墓に」


    　夕方子供たちを追いかけて訪れたあの丘に、ダヤンはもう一度向かおうとしていた。


    　夕方通った道をたどって歩いてゆくと、その傍かたわらをガーガウルドがついてくる。


    『何な故ぜそんなところへ行く必要があるんだい？』


    　ガーガウルドは優ゆう艶えんに微ほほ笑えんでなおも聞いてきた。


    「どうしてあの場所なのか分からないからだ」


    　ダヤンは子供たちとの会話を思い出した。


    「教会キルヒエンの近くではない方がいい──と言っていた。墓の代わりに拝むだけの木なら、もっと近くでいいはずだ。それこそ、庭に植えたっていい。それなら毎日だって拝める。見られたって少しも困るものじゃない」


    『魔術師ヴアルドの墓なら隠しておくべきなんじゃないのかな？』


    　ダヤンが詳しい説明もなく自分の考えを話しても、ガーガウルドは速やかに答えを返してきた。この悪魔は、ダヤンと子供たちの会話をどこかで聞いていたのだなと思った。


    「それが本当に魔術師の墓ならな。だが、あれは単なる墓の代わりだ。あの下に遺体は埋まっていない。それがただの木なら、隠しておく必要なんてないんだ」


    『つまり？』


    「あの木には、教会の近くにあっては不都合なものが隠されているのかもしれない」


    　それがどうしても気になった。


    　教会を襲う動機を誰より強く持ちながら、自分たちは契約者ベルダーではないと自信満々に言い切った彼らが隠している何か。あの木にはその秘密があるように思えた。


    『勘かんかい？』


    「まあそういうことでいいよ」


    　そこでダヤンは丘の下までたどり着いた。


    　枯れ草の海をかき分けて登ってゆく。


    　てっぺんまで上ると、黒い塊のような大木がそびえたっていた。


    　ダヤンは背中からシャベルを下ろして、木の根元に突き立てる。


    　場所を変えて何度かシャベルを突き立てていると、少しだけ深くシャベルが刺さった場所があった。一度掘り返されたことがあるみたいに土が柔らかい。


    　ダヤンは黙々とその場所を掘り返し始めた。


    　かたわらにガーガウルドがしゃがみ込む。


    『そこに何か埋まっているのかい？』


    「それを確かめようとしてるんだろうが」


    　ダヤンは絶え間なく土を掘り続けた。


    　そうしてかなり掘ったところで手を止める。黒い土の中に、若干色味の違うものを発見した。


    　ダヤンはシャベルを放り投げ、掘った穴の傍そばに座り込んだ。


    　手を伸ばして土の中から色の違う物体を取り上げる。


    　白く固い、枯れ木のような何かだった。


    『人骨……？』


    　ガーガウルドが首を捻ひねる。


    「もっと掘ってみよう」


    　ダヤンは放ったシャベルを手繰り寄せ、再び地面に突き立てようとした。


    　その時、視界の端に白く光るものが走った。


    　ダヤンはシャベルを握にぎったまま横を向き、驚いて立ち上がろうとした。


    　信じがたい速さで地面を這はいよるのは、白く光る蛇へびだった。


    　その動きはダヤンが避けるより格段に速く、足元でばねのように跳ちよう躍やくすると、ダヤンの肩かた口に噛かみついた。


    　鋭するどい痛みと不思議な痺しびれを感じ、ダヤンは蛇を振り払う。地面に落ちた蛇は無む機き質しつな目でダヤンを見つめる。その胴体には普通の蛇と違う魔術ヴアールめいた模様があった。


    「ああ……そういうことか……」


    　ダヤンは思わずつぶやいていた。


    　頭の中が冷静になり、ようやく自分の誤りを理解する。


    　ダヤンは銃じゆうを抜こうとして、それを教会キルヒエンに没収されていることを思い出した。


    　ちっと舌打ちし、攻こう撃げきや捕獲に使える魔術法陣ヴアルグラーンが残っていないか腰こしの鞄かばんを探さぐる。


    　しかしそこで、突然身体からだが硬こう直ちよくした。意思に反して身体はびくんびくんと痙けい攣れんし、次の瞬間、すさまじい痛みが全身を襲った。


    「う……がっ……」


    　ダヤンは耐たえきれず、その場に膝ひざをついた。


    　それを見て、蛇はじりじりと近づいてくる。


    　しかし蛇がもう一度口を開けた時、蛇は胴体を真っ二つに切きり裂さかれた。


    　氷のように冷たい目をした屍人形アイズオルガンが、音もなくそこに立っていた。


    　長く伸びた鋭い爪つめが月光を反射して鈍にぶく光る。


    「アリア……お前どこから……」


    　ダヤンは地面に蹲うずくまりながら呟つぶやいた。


    　ぎくっとして周囲を見回すが、ガーガウルドの姿はすでにない。


    　アリアはじろりとダヤンを睨にらみ、蛇に視線を戻した。


    　真っ二つになった蛇は地面を這って再び一つに繋つながり、襲ってきた時よりも速く地面を這って逃げ去った。


    　アリアは一瞬後を追いかけたが、すぐダヤンの傍そばに戻ってきた。


    「よくここが分かったな」


    「クロノアさんからあなたが外へ出たと聞いたのよ。ここ以外に思い当たる場所がなかったわ。何をされたの？」


    「毒にやられただけだ……」


    　ダヤンは脂あぶら汗あせをかきながら説明した。


    「だけって……そんなのんきなことを言ってる場合じゃないでしょう！」


    　アリアは怒ど鳴なり、問もん答どう無む用ようでダヤンを背せ負おった。


    「おい……」


    「黙っていて」


    　抗議しかけたダヤンを一言で黙らせ、アリアは丘を駆け下りる。


    　夜の街を風のように走り、彼女はダヤンを教会キルヒエンまで連れ帰った。


    



    　寝ね泊とまりしてる小部屋に運ばれ、ダヤンはようやく降ろされた。


    　壁に背を預けて座り込む。全身が痛んだ。


    　襟えり元もとから指を入れると、噛かみ傷のような跡に触ふれた。鏡で確認すれば、肩かたに痣あざのような魔術法陣ヴアルグラーンが刻まれているに違いない。


    「肩を出して」


    　隣に座り込んだアリアが怖こわい顔で言った。ダヤンが怪け訝げんな顔をすると、しびれを切らしたアリアはシャツを破る勢いでダヤンの襟えり首くびをめくり、噛まれた肩を露出させた。


    　ぎょっとするダヤンの肩口に顔を寄せ、アリアは傷口をがぶりと噛んできつく吸った。
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    「おい、何やってるんだ！」


    「だって、毒どく蛇へびに噛かまれたんでしょう!?　毒を吸い出さないと」


    　アリアは顔を上げて怒ど鳴なり返す。


    「そんなことをしても無む駄だだ。毒の魔術ヴアールはもう発動してる」


    　ダヤンはそう言ってアリアを押しのけた。


    　アリアはぺたりと床に座った。


    「……死ぬの？」


    　呆ほうけたように呟つぶやく。


    「勝手に死んだら怒る奴やつがいるんでね。簡単には死ねない」


    　ダヤンは揶や揄ゆするように答える。


    　するとアリアは突然体当たりしてきた。一瞬怒らせたのかと思ったが、すぐにダヤンは驚きよう愕がくで凍こおり付ついた。体当たりではなく、彼女はダヤンに抱だきついていた。


    　状況を把は握あくできずに混乱する。痛みがどこかへ吹き飛んだ。


    「おい……」


    　ダヤンが困惑の声を発すると、アリアはダヤンの身体からだに腕うでを回して強く力を込めた。


    　屍人形アイズオルガンの怪かい力りきでぎりぎりと締め上げられ、息が詰まる。


    「ぐっ……」


    　毒とは全く違う痛みに、ダヤンは顔を歪ゆがめた。


    　叫び声を上げそうになったが、あまりに強く締め付けられてまともに声が出ない。


    　骨がミシミシと悲鳴を上げる。


    　このまま抱き潰されて死ぬのかと、痛みの中でダヤンは思った。


    　それは困る。今殺されるわけにはいかない。


    　焦あせったダヤンは助けを求めるようにアリアの背中を叩たたいた。


    　するとようやく腕の力が緩んだ。


    「ウィンガムさんが死んだわ」


    　アリアはダヤンの身体に腕を回したまま、ぽつりと言った。


    　ダヤンは瞬間痛みを忘れた。


    「毒が……？」


    「いいえ、あの人は病気だったのよ。ついさっき、私の目の前で死んだわ」


    　アリアの声が震ふるえた。泣きそうな顔をしているのかもしれない。


    　しかし彼女が涙を流すことはできないと、作り主であるダヤンは誰よりよく知っている。


    「……そうか」


    　短くそう呟くことしかできなかった。


    　アリアはダヤンの胸に頭を預けた格かつ好こうで、服の裾すそをつかんだ。


    「あなたは……勝手に死んだら許さない」


    　脅おどすような言葉を、すがるように紡つむぐ。


    「……ああ、死なんよ」


    　いつものように答えて、ダヤンはアリアの手をそっと解いた。


    「俺を狙ねらったやつは馬ば鹿かだ。悪魔喰ぐいに魔術ヴアールをかけるなんてな」


    　痛みを隠してにいっと笑い、ダヤンは目を閉じた。


    　短時間で毒を解かい析せきして、短時間で解げ毒どくする方法が一つだけある──以前ダヤンはクロノアにそう言った。


    　それは、ダヤン自身が毒に冒おかされることだ。


    　自分の体内に取り込んだ魔術なら、ダヤンは解析することができる。


    　悪魔を喰らって彼らの持つ魔術を解析し、その術を蓄ちく積せきし続けているダヤンにとって、それは当たり前の行為だ。


    　痛みを無む理り矢や理り意識の外に追いやり、己おのれの内側に神経を集中させた。


    　身体からだを蝕むしばむ魔術を意識で追う。


    　身の内でバチバチと火花が散るような衝撃があった。


    　それを抑おさえ込み、丹たん念ねんに切り刻む。


    　術式に分解し、その構造を一つ一つ暴あばいてゆく。


    「くそ……綺き麗れいな術だな……」


    　己を苛さいなむその毒の正体があまりに美しい魔術法陣ヴアルグラーンであることに、ダヤンは思わず悪あく態たいをつく。


    　人間にはとても扱えぬ、異界の住人たる悪魔の術。


    　それを全て解析しつくし、ダヤンは目を開けた。


    「……グイノウェシスタの三三三八式魔術法陣を使えば解毒できるな」


    　ダヤンは痛む身体を動かして、鞄かばんから折りたたんだ紙とペンを取り出した。


    　広げた紙に、迷うことなく線を引いてゆく。痛みに身体は震ふるえたが、線にはわずかの乱れもない。


    「解毒できるの？　死なないのね？」


    　傍かたわらに正座して拳こぶしを握にぎっているアリアが聞いた。


    「死ぬわけないだろ」


    「本当ね、死んだら殺すわよ」


    　深刻な顔で詰つめ寄よられ、ダヤンはぴたりと手を止めた。


    「ああ、俺の命はお前にやるよ」


    　そう告げて、再び紙面に目を落とす。


    　アリアはそれ以上何も言うことなく、じっとダヤンを見つめていた。


    



    



    　魔術法陣ヴアルグラーンが完成した時には夜が明けていた。


    「完成したなら早く解げ毒どくしなさい」


    　アリアは脅おどすように詰つめ寄よる。


    「これはすぐには使えないんだよ」


    　ダヤンはぐったりと壁に身体からだを預けた。額ひたいからは大量の脂汗が流れている。


    　ダヤンの中には百九体の悪魔を喰くらって得た、無数の魔術ヴアールが蓄ちく積せきされている。しかし、そのほとんどが人間の魔術師ヴアルドでは使えないものなのだ。


    　グイノウェシスタの三三三八式魔術法陣も、人間では扱えない魔術だった。


    　使うためにはガーガウルドの特別な協力がいる。


    　アリアの前でガーガウルドを呼ぶわけにはいかない。


    「せっかく描いたんだ。ついでに患者を全員解毒しよう」


    　ダヤンがそう呟つぶやいたとき、小部屋のドアが勢いよく開かれてクロノアが駆けこんできた。


    「助けてください！　みんなが……患者たちが急に苦しみだして……」


    　ダヤンは舌打ちして立ち上がった。


    「麻ま酔すいが切れたか」


    「たぶん……」


    　蒼そう白はくな顔でうなずかれ、ダヤンはすぐさま部屋から飛び出した。


    　ダヤンが礼拝堂に駆け込むと、聞いたこともないような酷ひどい悲鳴があちこちから上がっていた。初めてここに入った時とは比べ物にならない。今まで抑おさえ込まれていた反動のように、彼らは悶もだえ苦しんでいた。


    　その苦く悶もんの声を聴き、ダヤンの全身からどっと冷や汗が噴ふき出だる。


    「助けてください。もう一度あの魔術をかけてあげて」


    「あの魔術法陣はもう残ってない。もう一度かけるには最初と同じだけ時間がいる」


    　その間、ずっと彼らは苦しみ続けなければならない。


    「だけどな、麻酔はもう必要ない。これから解毒するから」


    　ダヤンは淡たん々たんと告げた。


    　クロノアはその言葉が信じられなかったのか呆ほうけている。


    　ダヤンは一番近くにいた患者の傍かたわらに膝ひざをついた。


    　一度つばを飲み込んで、左手を患者に伸ばす。


    　しかしその手が触ふれる寸前、襟えり首くびを引かれてぐえっとなる。その格かつ好こうで顔だけ振り返ると、アリアが眉まゆを吊り上げてダヤンを見下ろしていた。


    「何をするつもり」


    　不ふ穏おんな気け配はいを察したのか、彼女は険けわしい声で問いただす。


    　ダヤンはにっと笑った。一瞬唇くちびるが震ふるえかけた。


    「俺は悪魔喰ぐいだ」


    「そんなこと……知っているわよ」


    　白く華きや奢しやな手に力がこもる。息が詰まる。


    　ダヤンは彼女の手を振り払って患者に向き直った。


    「悪魔ってのはエネルギーの塊だ。それを喰えるなら……エネルギーを術式の枠に押し込めてある魔術ヴアールだって、理論上は喰えるはずだ」


    　ダヤンの左手に描かれた瞳ひとみの形をした魔術法陣ヴアルグラーンがぎょろりと開いた。


    　その手を患者の腹に置く。


    「あんたの中を暴あばくことを許可してくれ」


    　ダヤンは声を強めて苦しむ患者に要請した。患者は訳が分からないままもだえ苦しみつつも、小さくうなずく。


    　ダヤンの手が患者の腹にずぶりと沈む。


    　患者はひときわ大きな悲鳴を上げた。


    　それを見たクロノアが衝撃を受けたように自分の口を押さえたが、最初の時のように止めようとはしなかった。息をつめてダヤンのすることを見守っている。


    　ぞぶりぞぶりと音を立てて、ダヤンの手のひらは患者にかけられた魔術の毒を飲み込んでゆく。その様子を見ていたアリアが、不ふ意いに聞いてきた。


    「待って……そんなことをして……あなたはどうなるの？」


    「俺はもう毒に冒おかされてる。量が増えたところで大した問題じゃない」


    「何を馬ば鹿かなことを……！」


    「邪じや魔まするなよ」


    　非難の声を上げたアリアを遮さえぎり、ダヤンは毒を飲み込み続ける。患者は喉のどが切れるほどの絶ぜつ叫きようを放ち続ける。ダヤンは全ての毒を喰らい尽すと、ようやく手を引き抜いた。


    　患者はがくりと身体からだの力を抜いて意識を失う。


    　ダヤンは毒を吸い取った手のひらを眺ながめ握にぎったり開いたりを繰り返し──そこで突然、頭の中でギィンと不快な音が鳴る。その直後、破裂するような激痛が全身を襲った。さっきまでの比ではない。


    　思わず膝ひざをついた。痛みで頭の中がめちゃくちゃになる。駆け寄ってきたアリアが身体を支えたことにも気が付かない。どうにか理性をつなぎ留め、ダヤンは次の患者に目を向けた。


    「待ちなさい、こんなことを全員分繰り返すつもり!?」


    　アリアはダヤンの身体を必死に押さえる。屍人形アイズオルガンが本気を出せば、ダヤンなど一歩も動けない。


    「……放せよ」


    　痛みに苛いら立だちながらダヤンはアリアの手を振りほどこうとする。


    「死ぬつもり？　やめなさい」


    「死なねえよ」


    「やめなさいって言ってるでしょう！」


    　アリアはほとんど悲鳴のような声を上げた。


    　ダヤンはにやりと笑った。


    「心配するな。俺はお前が思っているより、ほんの少しだけすごいんだぜ」


    　そう嘯うそぶいて、ダヤンは二人目の患者ににじり寄った。アリアはもう止めなかった。


    　二人……三人……四人……ダヤンは礼拝堂に横たわるすべての患者から毒を喰くらってゆく。


    　体内に取り込んだ大量の魔術法陣ヴアルグラーンがぶつかり合って荒れ狂い、ダヤンを痛めつける。


    　ダヤンはよろめきながら立ち上がり、礼拝堂を出た。


    「どこへ行くの」


    　アリアが慌あわてて追いかけてくる。


    「来るな」


    「何な故ぜ？」


    「解げ毒どくするためだ。来るな」


    　ダヤンは痛みをこらえて平静を装った。


    　今だけでいい。アリアの前でだけ耐たえられればいい。


    　アリアはダヤンの覚悟を感じ取ったのか、口をつぐんで立ち尽くした。


    　ダヤンは足元がふらつかないよう力を入れて、礼拝堂を出て行った。


    　アリアが付いてこないことを確かめ、寝ね泊とまりしている小部屋へ戻る。


    　ドアを閉めた途と端たん、ダヤンは床に頽くずおれた。


    　激痛は一秒ごとに増してゆき、もはや痛くないところなど一つも残っていない。


    　四よつん這ばいで身体からだを震ふるわせていると、全身から冷や汗が噴ふき出だす。冷えた空気にさらされた汗が冷えて、がちがちと歯が鳴った。


    「ガ……ウルド……ガーガウルド!!」


    　ダヤンはたまらず叫んだ。


    『呼んだかい？』


    　優ゆう雅がな声で姿を現したのはしなやかな黒い猫だ。優雅に尻尾しつぽを揺らし、ひたひたとダヤンに近づいてくる。


    『自分の命を危険にさらすようなことを平気でする、お馬ば鹿かさんな私の契約者ベルダーが一体何の用かな？』


    　嫌いや味みっぽく言われたダヤンは苦笑いを返そうとしたが、それすら許さぬほど痛みは限界に達していた。


    「魔術法陣ヴアルグラーンを開けろ……！」


    　ダヤンは振ふり絞しぼるように命じた。必死すぎるその声はほとんど懇こん願がんに近い。


    『……悪魔使いの荒あらい契約者ベルダーだ』


    　猫のひげがぴくぴくと動く。


    「これを使う……早くしろ！」


    　ダヤンは書き上げた魔術法陣を床に広げて怒ど鳴なった。


    　猫は口の端を持ち上げて奇妙にふっと笑い、尻尾しつぽをゆらりと揺らした。


    　すると室内に光の円が浮かんだ。ガーガウルドが尾の先で宙ちゆうを掻かく。次の瞬間、ダヤンの背中が爆はぜた。


    　悪魔を封ふう印いんしてある魔術法陣が熱を持ち、身体からだの奥にある錠が外れる。


    　封じ込められていた情報がどっと押し寄せる。


    　いつもなら痛みを伴うそれも、毒の痛みにさいなまれている今はそよ風のようなものだった。


    『寿じゆ命みようを削けずってまで、君は何のかかわりもない他人を助けたかったのかい？』


    　心底理解できないというように、ガーガウルドはダヤンを見ている。


    　ダヤンの中には今までに喰くらった全ての悪魔の魔術法陣が蓄ちく積せきされている。


    　人の脆ぜい弱じやくな肉体では扱えない強力なその悪魔の魔術ヴアールを使うためには、ダヤンの寿命をガーガウルドに捧ささげなければならない。


    　それを覚悟でダヤンは扉とびらを開いたのだ。


    　グイノウェシスタの三三三八式魔術法陣──発動。


    　ダヤンの身体を包み込むように光の半球が生じる。


    　まばゆい光を放つそれは、立体的な魔術法陣だった。


    　ダヤンを包む魔術法陣は、ぎゅるぎゅると音を立ててダヤンの身体に吸い込まれてゆく。それが全て身体に収まると、突とつ如じよダヤンの身体からバチバチと火花が発生した。


    　ダヤンは床に手をついて歯を食いしばった。


    　表に出ている火花は余よ波はに過ぎない。解げ毒どくの魔術はダヤンに体内に潜ひそむ毒の魔術法陣を焼いていた。


    　火花はだんだんと収まり、最後に一つぱちんと爆ぜて消えた。


    　ダヤンは荒あらい息をつきながら床に倒れ伏す。


    　そんなダヤンを黒猫が目を細めて見下ろした。


    『君は本当に愚おろかだ……だけどその愚かなところが、私は愛いとおしいのだよ。君がそんなにも愚かでなければ、私は君の魂たましいを食べたいとは思わなかっただろうからね』


    　ふっさりとした口元を奇妙に微ほほ笑えませ、ガーガウルドは背を向けた。ほてほてと音もなく歩き、部屋の暗がりの中へ消えてゆく。


    　ダヤンは自分の身体を押さえてみた。


    　衝撃が大きすぎて感覚が鈍っていたが、痛みは消えている。


    　安あん堵どとともに視界が狭まり、目の前の風景が白く塗りつぶされた。


    



    



    　気が付くと身体からだが酷ひどく冷えていた。


    　ダヤンは起き上がろうとして、自分が縄なわで縛しばられていることに気が付いた。


    　何が起きているのかさっぱり理解できず、一瞬夢でも見ているのかと疑う。


    　部屋の眺ながめには覚えがない。見知らぬ部屋に縛られて転がされているのだ。


    　完全に頭が混乱して、さっきまで自分が何をしていたのか思い出せない。


    「川に流そうぜ」


    　聞き知った声が耳に入って、ダヤンはごろりと寝返りを打った。


    　声から想像した通り、同じ部屋の中に五人の孤こ児じたちが集まっていた。


    「死んじゃわない？」


    「ボートに乗せて海まで流せばいい」


    「屍人形アイズオルガンの姉さんは？」


    「棺ひつぎで寝ているところを見計らって、そのまま一いつ緒しよに流せばいい」


    「密談はもう少し静かにしろよ」


    　ダヤンは横たわったまま声をかけた。


    　子供たちは弾はじかれたように振り返った。


    「ここはどこだ？」


    　ダヤンは縛られたまま身体を起こして床に座った。


    　子供たちはじりじりと後ずさりする。


    「教会キルヒエンの屋根裏部屋だよ」


    　答えたのはユノだった。彼だけは落ち着いた表情をしていた。


    　ユノの言う通り窓の外には空しか見えず、ある程度高い場所なのだと分かる。


    「こんなところに閉じ込めて、俺をどうしようって？」


    　ダヤンは余裕めかして笑った。


    「裏切り者の魔術師ヴアルドが近くにいるなんて迷惑なんだよね」


    「そうよ、この国から出て行って！」


    「あなたにあたしたちの気持ちなんて分かんないよ」


    　対する子供たちは決死の表情だった。


    「そういうことだ。これからお前を国外に追い出す」


    　ピオニが冷淡に言い、ダヤンの前に出る。


    　少年を見上げ、ダヤンはふっと笑った。身体を縛っていた縄がパラりと落ち、ダヤンは立ちあがった。


    「身体検査くらいはしておくべきだったな」


    　ダヤンは持っていたナイフをズボンの隠しポケットに戻した。


    　突然自由を得た自分より大きな相手に、子供たちは身み構がまえた。


    　ダヤンは悠ゆう々ゆうと足を進め、一番端にいたユノの胸ぐらをつかんだ。


    「あんまり人を舐なめない方がいい」


    　ダヤンはユノを引きずり、屋根裏部屋の窓を開け放ってユノを外に突き出した。


    　胸ぐらをつかまれたユノは、窓から宙ちゆうづりにされる。


    　三階建ての教会キルヒエンの屋根裏部屋だ。かなりの高さがあった。


    「ユノ！」


    「何しやがる！」


    　子供たちは蒼そう白はくになった。


    「お前たちがこの教会でしたことを素直に白状するなら許してやる」


    　冷たく脅おどされ、子供たちはぞっとしたように固まった。


    「意味ないよ。だって言ったよね、僕は契約者ベルダーじゃないって」


    　唯一言い返したのは宙に吊るされたユノだった。


    「ああ、分かってるよ。お前さんが契約者じゃないなんてことは分かってる」


    　そう言って、ダヤンはユノを宙づりにしていた手を放した。


    「あ！」


    　子供たちは同時に声を上げる。


    　一瞬にしてユノは落下し、華きや奢しやな身体からだは地面に叩たたきつけられる。


    　子供たちは悲鳴を上げながら窓に駆け寄った。


    　下を見ると、ユノの手足は地面の上で変な方向に曲がっていた。


    　どう見ても死んでいた。ダヤンが殺したのだ。しかしその死体はぴくりと動き、ゆっくり起き上がった。


    「お前さんは契約者じゃない。この教会を襲った悪魔だ」


    　ダヤンは冷ややかに断じた。


    「なんで……」


    　ピオニが驚きよう愕がくの表情で呟つぶやいた。


    「なんであいつが人間じゃないって分かったんだよ」


    「蛇へびの身体に俺が描いてやった魔術法陣ヴアルグラーンが残ってた。完全に消えてから襲うべきだったな」


    　ダヤンは淡たん々たんと説明する。


    「あの木の根元に埋められていたのが本当のユノだろ？　彼は死んだんだな」


    　子供たちはびくりと震ふるえた。


    「復ふく讐しゆうだったのか？　そのために悪魔と契約して、この教会キルヒエンを襲った？」


    　ダヤンは順じゆん繰ぐりに子供たちを見た。


    「誰が契約者ベルダーだ？」


    　一人一人視線を合わせていく。


    「私は契約者じゃないわ」


    「あたしも契約者じゃない」


    「俺も違うよ」


    　三人がはっきりと否定した。残ったのはピオニだけだ。彼はおもむろに口を開き、


    「俺も契約者じゃねえよ。前にそう言っただろ」


    　じろりとダヤンを睨にらんだ。


    「ここには契約者なんかいねえよ」


    「どういうことだ？」


    　ダヤンは眉まゆを寄せた。


    「それじゃあ、契約者は誰なんだ？」


    「ユノだよ」


    　答えたのは階段を上って戻ってきたユノだった。


    「僕と契約したのはユノ。彼は死ぬ前に僕と契約したんだ。だから僕はここにいる」


    



    



    「僕の代わりに生きて……兄弟たちを守ってほしい」


    　三年前の冬の夜、ユノは望んだ。


    　流行はやり病やまいで命が尽きかけた彼の前には、一体の悪魔がいた。


    　虚偽と毒を支配する悪魔、ヤームウェルト。それが悪魔の名だ。変わり者の悪魔、そう呼ばれていた。


    　契約者の死後も拘こう束そくされるような契約を、普通悪魔は結ばない。


    　しかしヤームウェルトはユノと契約した。そこまでしてでも少年の魂たましいがほしかった。


    「僕が死んだこと、教会の人たちには知られたくない。父さんみたいに晒さらされて、谷に捨てられるのは嫌いやなんだ」


    　そう言い残してユノは死んだ。


    　泣きながらユノを木の根元に埋葬した子供たちは、最初ヤームウェルトを受け入れなかった。


    　けれどもそんなことは構わなかった。ヤームウェルトはユノの魂を喰くったのだから、それに見合うだけのものを返そうと思っていた。悪魔にとって契約は絶対だ。


    　街の人たちはユノに扮ふんしたヤームウェルトに石を投げる。罵倒されても怪け我がをしても、ヤームウェルトは何とも思わない。


    　けれど子供たちは違っていた。


    　ユノの姿をしたものが──ユノの代わりに生きているものが──虐しいたげられてるのを許せなかった。


    「なんでお前はそんなに弱っちいんだよ！　しょうがねえから俺らが守ってやる！」


    　そんな風に怒り、子供たちはヤームウェルトを守ろうとしたのである。


    　子供たちを守るためにここにいる悪魔が、子供たちから守られている。


    　おかしなことに立場は逆転した。


    　子供たちの態度は次第に軟化し、いつしか本当の兄弟のように振ふる舞まうようになった。


    　ヤームウェルトはそんな彼らの魂たましいに惹ひかれた。食べたいと思った。しかしそれはできなかった。彼らを守るというユノとの契約に反することだからだ。


    　食べられなくても一いつ緒しよにいられればいいと、ヤームウェルトは考える。


    　その発想が悪魔の生態からずれていることは分かっていた。


    　喰くえないものに執着するのはおかしなことだ。


    　そうやって三年を過ごした。


    　あの魔術師ヴアルドが来るまでは、穏やかに暮らせていたのだ。


    



    



    「僕は変わり者なんだ」


    　ヤームウェルトは笑った。


    　ダヤンは絶句して、笑う悪魔を見つめる。


    　契約者ベルダーではない人間のために動く悪魔など、見たことがない。


    「どうしてこの教会キルヒエンを襲った？　復ふく讐しゆうか？」


    　ダヤンは驚きの中そう尋たずねた。


    　ユノの復讐だというなら、どうして三年も経たってから襲ったのか分からない。


    「あの人が言ったからだ」


    　答えたのはピオニだった。


    「あの人……？」


    　その言葉に、ダヤンは嫌いやな予感がした。背筋がひやりとする。


    「狂きよう乱らんの魔術師オスカー。あの人は突然俺らの前に現れた。契約してない人間のために動く、珍しい悪魔に会いに来たとか言ってな。悪魔の間でちょっとした噂うわさになってるとか言ってたっけ。それで、自分の仲間にならないかって誘ってきたんだ」


    　ピオニの話を聞きながら、ダヤンの鼓こ動どうは自然と速まった。


    「そんなんできるわけねえって俺らは思った。俺らは教会に管理されてて、将来就く仕事もそのうち勝手に決められる。俺らの立場はそれくらい弱くて、教会はそれくらい強い。だけど、あの人はこう言ったんだ」


    　ピオニは苛か烈れつな炎を宿やどした瞳ひとみで言葉を重ねる。


    「神の力が本当に絶対的なものなのか、試してみたくないか──って」


    　そこでようやくダヤンは彼らの望みを察した。


    「お前さんたちは……神様にケンカを売ったのか？」


    　ケンカという言葉にピオニは一瞬きょとんとして、ふっと笑った。


    「あの人がこの国にやってきたって知った異端審問官クライスビシヨフたちは、ひでえことをしやがった。どこかに匿かくまわれてるんじゃねえかって、だれかれ構わず疑いやがって、何の関係もない奴やつらを何人も拷ごう問もんしてた。ウィンガムだよ……あいつがやったんだ。あの人が俺らに会いに来たんだってことがばれてたら、俺らは問もん答どう無む用ようで火ひ炙あぶりになってただろうぜ」


    　苦々しげに吐はき捨てて、ピオニは憎ぞう悪おの色をその表情に上らせる。


    「俺は死んだユノのことを思い出したよ。この国がこんなクソみてえな国じゃなければ、ユノは死ななかったんだってな。きっとこれからも、あいつらは同じことを繰り返して、ユノみたいに苦しむやつが出てくるんだ」


    　ぎりぎりときつく拳こぶしを握にぎった。爪つめが刺さって皮が破れてしまいそうなくらいに。


    「……本当に教会キルヒエンが立派な場所で、神官や異端審問官が神に愛された人間なら、悪魔の力くらい退けられるはずだ。こんな底辺のガキにやられたりしねえだろうさ。もしもそうなら、俺らだって納得できる。これが世界の決まりなんだって受け入れてやるさ。だから確かめたんだ。本当にあいつらが俺らより優れた人間なのかどうか」


    　ピオニは毒のある口く調ちようで言い放った。


    「それだけのために？」


    　ダヤンは愕がく然ぜんとして聞き返した。


    　ただ証明するだけにこれだけの事件を起こしたというのか。


    　犯人だとばれたら火炙りにされることは分かっているはずだ。


    　魔術師ヴアルドはますますこの地で迫害されるだろう。


    　この事件を起こして彼らが得することは何一つないのだ。


    　それでも彼らはやった。まともな精神ではない。


    　それくらい追い詰められていたところを、オスカーに付け込まれたのだ。


    　オスカーは確かに力を与えた。この子供たちに復ふく讐しゆう心という力を与えたのだ。


    「オスカーは今どこにいる？　まだこの国にいるのか？」


    「あの人はもうここにはいねえよ。よその国に行くって言ってたからな」


    　それを聞いてダヤンは脱力した。ここへ来たのは無む駄だ足だったのだ。


    　それが分かって深々とため息をつくと、


    「馬ば鹿かなことをしたわね」


    　よく知ったアリアの声がした。顔を上げると、窓から彼女が入ってきた。


    　子供たちは全員ぎょっとする。


    「急に悪魔の臭においがしたから探していたら、あなたが窓から落ちるのが見えたわ。あなたが悪魔だったのね」


    　アリアはユノを凝ぎよう視しし、眉まゆをひそめた。


    「でも変ね……今のあなたからは、やっぱり悪魔の臭いがしないわ」


    　その臭いはおそらくガーガウルドのものだったのだろう。そう察してダヤンはひやりとする。


    「人間に化けるために、肉の鎧よろいに入ってるからだろ」


    　胸中を隠してダヤンが平然と説明すると、アリアは不ふ愉ゆ快かいそうに「そう」と言った。


    　そして順じゆん繰ぐりに子供たちを見やる。


    「あなたたちのお望み通り、ウィンガムさんは死んだわよ。嬉うれしい？」


    　愛らしく小首をかしげて聞いた。


    　子供たちは一瞬全員が凍こおり付ついた。


    　アリアはそんな子供たちに冷え冷えとしたまなざしを注そそぐ。


    「彼はあなたたちを疑っていたわ。あなたたちをこの国から逃がしてほしいと言って死んだの」


    　その言葉に、子供たちはやや狼狽うろたえた様子を見せた。


    「へえ、そうか、あいつ死んだのか」


    　ピオニがひきつった顔で笑った。


    「あいつ、苦しんでたよなあ……惨みじめな最さい期ごだったんだろうなあ……お前らが来るまでは、他の奴やつらも苦しんでた。毎日それを見ててさ、俺は本当に……嫌いやな気分だったよ」


    　毒のある笑みをひっこめ、ピオニは拳こぶしを握にぎった。


    「憎くて憎くて仕方がない奴らだったのに、本当に嫌な気分だった。苦しんでる姿を見るのはこっちが苦しかったよ。人を痛めつけるのはこんなに嫌なことだったのかって、初めて知った。なのになんで……なんであいつらはユノや親父さんにあんなことができたんだ？」


    　少年の瞳ひとみに激しい憎ぞう悪おの炎が宿やどる。


    「親父さんを火ひ炙あぶりにしたとき、あいつらは笑ってた。ユノが流行はやり病やまいで死んだとき、ウィンガムに助けを求めたらあいつはユノを蹴け飛とばしたよ。なんでそんなことができるんだ？　人が苦しむ姿を見て、なんであいつらは笑えたんだ？　俺はもう、あいつらが同じ人間に見えねえんだよ。死んでもなんとも思うもんか。罪悪感なんて絶対持ってやらねえ。なのになんで……俺はこんなに嫌な気分なんだよ」


    　ピオニは身体からだを震ふるわせて、泣きそうに顔を歪ゆがめた。


    　彼の背後で、少女がぺたんと座り込んだ。


    「ピオニ……もうやめよ」


    　少女はぽろぽろと涙をこぼした。隣に立っていた少女もつられて泣き出す。


    「うん、もういいよ。あの人たちと同じになりたくない」


    「そうだよ、もう十分だよ。自首しようよ」


    　一番年下の少年も同意した。


    　ピオニは険けわしい顔で弟妹たちを見返した。


    「そんなことしたら火ひ炙あぶりだぞ」


    「そんなの最初から覚悟してたもん。みんな一いつ緒しよなら怖こわくないよ」


    「そうだよ、俺たち証明できたじゃんか。神様なんか大したことないってさ」


    　脅おどされても、子供たちは全くひるまなかった。覚悟を決めてしまったような顔をしている。


    「ダメだ……」


    　そんな中、一人だけ反論した者がいた。


    　教会キルヒエンを襲った張本人たるヤームウェルトだった。


    「そんなのダメだ。火炙りになんてさせない。僕は国中の人間を殺してでも君たちを守るよ」


    「そんなことしちゃいけないわ、ユノ」


    「お前は死なないんだから落ち着けよ」


    　子供たちは慌あわてて悪魔の蛮ばん行こうを止めようとする。悪魔だとばれてなお、子供たちはヤームウェルトをユノと呼んだ。悪魔が己おのれの名ではない名を受け入れていることにダヤンは驚く。


    　ダヤンは彼らを眺ながめて考えた。考えて考えて考えて……決めた。


    　つかみ合って口論している彼らに近づき、ダヤンはピオニの襟えり首くびを引いた。


    　そして彼を力ずくで床へ押し倒し、胸倉をきつく締めあげた。


    　ケンカが不ふ得え手てなダヤンはうまく手加減できず、ピオニは苦しそうに呻うめいた。


    「何すんのよ！」


    　少女の一人が金切り声を上げる。ダヤンはじろりとにらんで少女を黙らせる。


    　そしてピオニを見下ろした。


    「この教会に金目のものはあるか？」


    「……は？」


    　苦しい呼吸の隙すき間まから、ピオニは怪け訝げんな声を上げた。


    「金目のものだよ。金銀財宝とか、そういうものは隠してないのか？」


    「てめえ……何言ってんだよ」


    「いいから答えろ。あるのかないのか」


    　ダヤンは更さらにピオニを締め上げる。ピオニはますます苦しそうにする。


    　ヤームウェルトが無言で足を踏み出し、ダヤンに手を伸ばした。しかしその手をアリアが横からつかんで止める。両者の間に火花が散り、膠こう着ちやく状態になる。


    「ばかばか！　ピオニを放してよ！」


    　少女が二人してダヤンに飛び掛かり、肩かたや背中をぼかすか殴なぐった。


    「お金なら神官長の部屋の金庫に入ってる！　ピオニを放して！」


    　それを聞き、ダヤンはようやく手を緩めた。立ち上がり、むせているピオニを無む理り矢や理り持ち上げて小こ脇わきに抱える。


    「よし、案内しろ」


    　命じられても、子供たちは訳が分からないと言うように混乱している。


    「神官長の部屋は一階の奥だよ。礼拝堂の隣だ」


    　それを教えたのはヤームウェルトだった。


    「僕の兄弟を放してくれないか？」


    「ダメだ、こいつらは人質だ。心配ならついてこい」


    　ダヤンはあっさり突っぱねて、暴あばれるピオニを抱えたまま屋根裏部屋を出た。


    　子供たちは何が起きているのか分からないまま、ぞろぞろとついてくる。


    　礼拝堂の隣にある神官長の部屋に無断で入ると、机についていた神官長が驚いたように立ち上がった。


    「あなた、なぜここに？　クロノアはいったい何をしているのでしょう……」


    　不快そうに言う神官長をダヤンは無視した。


    　勝手に押し入り、ピオニを放り投げて部屋を物色する。


    「何をしているのですか、出ていきなさい」


    　神官長は厳しい声で咎とがめたが、ダヤンに近づいては来ない。汚らわしいと思っているのか、危険人物と思っているのか、どう思われているのか知らないが、ダヤンは彼女を完全に無視して室内を探さぐり、机の下に置いてある金庫を発見した。


    「アリア、開けてくれ」


    　その要請に応じ、アリアは鋭するどい爪つめをふるって金庫を刻んだ。彼女は理由すら聞かなかった。


    　あっけなく壊こわされた金庫の中には金きん塊かいと札さつ束たばとダヤンの銃じゆうが眠っていた。


    「おやめなさい！」


    　神官長は声を荒あららげ、それでもダヤンが無視し続けると助けを求めて部屋を出た。


    　ダヤンは邪じや魔ま者ものがいなくなった部屋を物色し、布の袋を拝借して金庫の中身をてきぱきと詰める。


    　金庫を空にしたところで、クロノアを連れた神官長が戻ってきた。


    「……何をしてるんですか？」


    　ダヤンは彼女を見返し、にやっと笑った。


    「馬ば鹿かを騙だますのは簡単だな」


    　その場の全員の視線がダヤンに注そそがれた。何を言い出すのかと怪あやしんでいる眼まな差ざしだ。


    　ダヤンは構わず言葉を重ねる。


    「あんたたちを毒どく蛇へびに襲わせたのはこの俺だ」


    「は!?　何言ってんだ！　毒は……」


    　ピオニが声を荒あららげて本当のことを言おうとした。しかしダヤンは少年がその先を言う前に彼の頬ほおを殴なぐり飛ばした。ピオニは床に吹っ飛んで目を回す。


    　ダヤンは茫ぼう然ぜんとしているクロノアに向かって悪い笑みを浮かべてみせた。


    「ここの財宝はいただいていく。そのためにわざわざ毒を仕掛けたんだからな。人を不用意に信用するからこういうことになるんだよ」


    「……冗じよう談だんですよね？」


    　クロノアはダヤンの言葉を受け流すように笑おうとしたが、その顔は不自然に歪ゆがんだ。


    「クロノア、あのように汚らわしい生き物と言葉を交かわす必要はありません。今すぐ切り捨てておやりなさい」


    　神官長はクロノアの袖そでを引いた。クロノアは困惑してダヤンと神官長を交互に見る。


    　ダヤンは神官長を無視してクロノアに言った。


    「どうしてあの異端審問官クライスビシヨフが死んだと思う？　俺を痛めつけた馬ば鹿かな男だったからだ」


    　子供たちは完全に呑のまれてダヤンを見ていた。


    　クロノアの気け配はいが変わった。無む垢くな瞳ひとみが怒りの気配を帯おびる。


    「俺に構ってる場合じゃないぞ。俺が本当にあんたらを解げ毒どくしたと思うか？　今頃奴やつらは苦しんでるはずだ」


    　悪役めいた言葉を発し、ダヤンはにやにやと笑う。


    　クロノアは驚きよう愕がくに目を見開いて、すぐさま部屋を飛び出した。


    　患者たちのいる礼拝堂へ駆けてゆく。


    　それを確かめ、ダヤンは初めて神官長を見た。


    「財宝は奪っていくぞ。追いかけてくるなよ。この子供たちは人質だ」


    　そう告げて、ダヤンは子供たちを睨にらんだ。


    「俺はこれからお前らを誘ゆう拐かいする。口答えは許さん。黙ってついてこい。足並みを乱した奴はケツを叩たたく」


    　そう命じると、ダヤンは再びピオニを小こ脇わきに抱えた。


    「何なんだよ！　てめえ！」


    　ピオニはがなり立てた。それでもダヤンは聞く耳を持たず、アリアの方を見た。


    　瞬間視線が交こう錯さくし、そこでアリアはダヤンの意図を察したらしく、やれやれというように二人の少女を捕つかまえて抱だき上げた。アリアの怪かい力りきなら少女二人を抱えることくらいなんでもない。


    　少女たちは目を丸くして一瞬暴あばれた。しかし、


    「そんな子供たちはどうしようとかまいませんが、袋の中身は置いていきなさい。信者の信心の結けつ晶しようなのですから」


    　その言葉を聞いて、アリアの抱える少女もダヤンの抱えたピオニも、どちらも抵抗することをやめた。


    「冗じよう談だんじゃない。何のためにここまで来たと思ってるんだ」


    　神官長の言葉を突っぱねて、ダヤンはピオニを抱えたまま走り出した。


    　少年一人の重さはかなりのものだが、普ふ段だん背せ負おっている棺ひつぎに比べればなんということはない。


    　ダヤンは棺を置いていた小部屋に駆け込み、棺を回収するとそれをユノに持たせた。


    　特製の棺は軽く、中身が入っていなければ子供でも楽々と運べる。そもそも悪魔のユノにとっては、棺の重さなどさしたる問題ではなかっただろう。


    　それらを滞とどこおりなく終わらせ、ダヤンは子供たちを誘拐して教会キルヒエンを飛び出した。

  


  
    



    　　　第六章　人さらいの罪と毒蛇の罰


    



    「どこへ行くの？」


    　アリアに抱だき上げられたままの少女が聞いた。


    「黙ってついてこいって言ったろ。とにかく駅だ」


    　ダヤンは子供たちを連れてひた走り、この国で最初に世話になった駅に駆け込んだ。


    　急いで全員分の切符を買い、三等車に乗り込む。


    　固い椅い子すが並んだ簡素な最後尾の車両で、ダヤンは座席の隙すき間まに棺を置いた。


    　抱えていたピオニを車両の床に下ろし、荒あらい息をつく。


    　アリアも平然とした様子で少女たちを下ろす。ユノも取り立てて疲れている風ではない。その後から追いかけてきた少年は息を切らしていた。


    　若い男女に子供たちが五人。それが黒い棺を抱えている。見るからに怪しい彼らの登場に、わずかにいた他の乗客たちはたちまち前の車両へ移って行った。


    「アリア、棺に戻れ。あとはもう離れるだけだ」


    　追手がないことを確認し、ダヤンはアリアに命じた。アリアはあからさまに不快な表情を浮かべたものの、抵抗せず棺に戻った。


    　棺ひつぎの蓋ふたを閉めると、ダヤンは子供たちをぐるりと見やる。


    「さて……これからの話をするか」


    　子供たちは締め切った車両の中で身を寄せ合い、寒さをしのいでいる。


    「てめえ……どういうつもりだよ」


    　無む理り矢や理り担がれてここまで連れてこられたピオニが、険けんのある目でダヤンを睨にらんだ。


    　ダヤンは床に胡坐あぐらをかいて少年を睨み返す。


    「生意気な口を利くんじゃねえ。お前は人質としてさらわれたただのガキだ。おとなしくしてないと酷ひどい目に遭わせるぞ」


    「お兄さん、私たちを助けてくれるの？」


    「勘かん違ちがいするな。俺は誰の味方でもない。儲け話がふいになったから代わりに財宝を盗んだだけだ。お前さんたちは人質だと言ってるだろ」


    　ダヤンの言葉に、子供たちは顔を見合わせた。


    「正直お前さんたちの頭の悪さに、俺は辟へき易えきしている」


    　ダヤンは辛しん辣らつに言った。


    「だから、少しだけ上う手まい生き方を教えてやるよ。生きづらい場所からは逃げればいい。あんな国こっちから捨てちまえばいいんだよ」


    　ピオニは腹立たしげに唇くちびるを震ふるわせた。


    「逃げるなんてみっともねえ……」


    「みっともなくて何が悪い。そもそも……勝って相手を叩たたきのめすなんて、別にかっこよくはないだろうが」


    　ダヤンは少し呆あきれたように言った。少年のころから石を投げられても投げ返すことは知らないダヤンである。差別されたり痛めつけられたり、やり返したり見下したりという無意味なやり取りより、遥はるかに魅惑的なものが世界には存在すると知っていた。自分の立ち位置や序列や順位に興味がない。ダヤンは争うことに向かない人間なのだ。


    「お前さんたちが自首したいと思うのは自由だ。そうしたいなら俺を倒して教会キルヒエンに戻ればいい。できないならおとなしくさらわれてろ」


    　ダヤンは子供たち全員を睨みつける。彼らはもう何も言わなかった。


    「さてと……お前さんたちをどこへ連れていくかな……」


    　ダヤンは腕うで組ぐみしたまま唸うなった。


    　一瞬、彼らを連れて旅することを考えた。


    　オスカーが彼らに興味を持っていたというなら、もう一度接触してくるかもしれない。


    　言ってみれば彼らを餌えさにするということだが、その考えはすぐに捨てた。


    　オスカーは実の娘を平気で悪魔に捧ささげるような魔術師ヴアルドだ。


    　次は彼らに対して何をしてくるか分からない。


    　もっと安全な場所へ逃がすべきだ。


    「知り合いに頼んでみるか……」


    　ダヤンは今まで商売をした相手を思い浮かべ、悪魔連れの子供たちという奇妙かつ危険な存在を引き受けてくれそうな人物を探す。


    　ダヤンが彼らの身の振り方を決めたところで、列車は動き出した。


    「次の駅で連絡を取ってみよう」


    　独り言のように言ったその時、


    『来たよ』


    　突然耳元で声がした。


    　ダヤンが驚いて振り向くと、いつの間にか姿を現わしたガーガウルドが床に座っていた。


    　黒猫は優ゆう雅がに尾を振り、窓の外に顎あごを向ける。


    　ダヤンは嫌いやな予感がして立ち上がり、窓の外を見て──腰こしを抜かすかと思った。


    「嘘うそだろ……」


    　線路の外を列車と並走している馬がいる。明るい葦あし毛げのその馬にまたがっているのは置き去りにしてきたはずのクロノアだった。


    「やべえ……」


    　ダヤンは頬ほおをひきつらせた。


    「嘘！　クロノア姉さん！」


    　子供たちも窓に飛びついて仰ぎよう天てんしている。


    　彼女は発車したばかりでまだ速度の上がっていない汽車の隣まで馬を寄せると、立ち上がって鞍くらを蹴けり、突とつ如じよ視界から消えた。


    　馬はたちまち失速してすぐに見えなくなる。ダヤンが左右をきょろきょろ見回していると、車両の天井に何かが落ちる音がした。そして次の瞬間、すさまじい金属音とともに天井から剣の切っ先が生えてきたのである。


    　車両内の全員が凍こおり付つき、クロノアが屋根の上から剣を突き立てたのだと分かるまでに数秒を要した。


    「おい……何でお前たちはあれを毒どく牙がにかけなかったんだ」


    　ダヤンは思わず言ってしまった。


    「いや……それは……」


    　ピオニは何な故ぜか今までの威い勢せいが嘘のように狼狽うろたえた。


    「彼女だけは自分たちを差別しなかったとか、神に仕える姿勢に感銘を受けたとか、何か理由があるんじゃないのか？」


    　今追及するようなことではないと思いながらも、ダヤンは半ば現げん実じつ逃とう避ひのように聞いた。


    　しかしピオニはうつむいたまま答えない。代わりに答えたのはヤームウェルトだった。


    「僕が彼女を噛かむべきじゃないと判断したからだよ」


    「だからその理由を聞いている」


    　ギギギギ……と耳みみ障ざわりな音を立てて屋根に突き刺さった剣が動き、少しずつ屋根が切られてゆく。


    　ダヤンはその異常な現実から目をそらし、ヤームウェルトの方を向いた。


    　悪魔はまるで人間のようにちらっと苦笑いした。


    「彼女はピオニの初恋の人だもの。僕には彼女を噛むなんてできないよ」


    　ダヤンは数秒停止し──目の辺りを手で覆おおった。


    「あー…………なるほど、それは……仕方ないな」


    　なまじ耳当たりの良い理由を並べ立てられるよりはよほど説得力があるというものだ。


    　ピオニは真っ赤になって歯を食いしばっていた。


    「ピオニ、ごめん」


    　ユノが眉まゆを下げた苦笑で謝あやまった。


    「……うるせえ」


    　それがぶっきらぼうな少年の答えだった。


    　その最後の一音と同時にすさまじい金属音が耳をつんざく。


    　子供たちは悲鳴を上げて耳を押さえた。


    　車両内に一瞬真白い閃せん光こうが走った。


    　顔を上げると、そこには紫から紺に変わりかけた夕空が広がっていた。


    　全員が茫ぼう然ぜんと空を見上げる。車両の屋根の後方半分が斬きり飛ばされ、粉々に切り刻まれて汽車の背後に飛び散った。


    「まじか……」


    　ダヤンは驚きを通り越した清すが々すがしさで一番星を仰あおいだ。


    　残った半分の屋根のふちにクロノアが佇たたずんでいた。走る汽車の上、風に髪をなびかせている。


    　その怒りを押し殺した無表情にダヤンはぞっとした。


    　轟ごう音おんに驚いた前の車両の乗客が何事かとやってきたが、なくなった屋根の代わりに広がる空を見ると怯おびえて逃げていった。


    「クロノア姉さん、話があるんだ！」


    　こらえきれなくなったようにピオニが叫んだ。ダヤンは少年の口を乱暴にふさぎ、屋根が残っている車両の前方へ投げ飛ばした。それでも彼はまだ何か言いたそうにしている。


    「黙ってろよ。不用意なことを言ったら汽車から投げ落とす」


    　ダヤンはわざとらしく低く唸うなるように脅おどした。


    「クロノア姉さんをどうするの？　お願いだから怪け我がさせたりしないでね」


    　二人の少女が同時にダヤンへ駆け寄ってくる。


    　怪け我がしそうなのはこっちの方だと思いながら、ダヤンはその二人の少女の首根っこを捕つかまえて耳打ちした。


    「俺は誘ゆう拐かい犯で、お前たちは人質だ。それ以上のことは絶対しゃべるな。ちゃんと怯おびえた顔をしとけよ。それからあいつを押さえとけ。いいな」


    　すると間近で顔を合わせた少女たちは真しん剣けんな顔になり、一つ小さくうなずいた。


    　ダヤンは少女たちのことも、屋根の上からでは見えない場所に放り投げる。ヤームウェルトが二人を同時に受け止めた。


    「ガキども、人質の分際で勝手なことをするなよ」


    　ダヤンはクロノアに聞こえるよう、ことさら怖こわい声で命じた。


    　ピオニ以外の子供たちは、クロノアから見えない位置で合がつ点てん承しよう知ちとばかりにうなずくと、全力でピオニを押さえにかかる。口をふさがれたピオニはもごもごとうめいている。


    　ダヤンは無表情で車両の中を見下ろしているクロノアに視線を向けた。


    　そして相手の警けい戒かい心しんを煽あおるように銃じゆうを抜く。不用意に動けないように。


    　彼女を子供たちに近づけてはならない。


    　子供たちが加害者であることを気づかせてはならない。


    　この女を騙だますのだと覚悟し、うっすらと笑った。


    　嘘うそは得意だ。二年間休む間もなくつき続けて、もう自分でもどこからどこまでが嘘なのか分からなくなるくらいに得意だ。


    「あの子たちを、どこへ連れて行く気ですか？」


    　クロノアは走る汽車の屋根に平然と立ち、ぞっとするような無表情でダヤンに聞いてきた。


    「人質だ。あんたがおとなしく引き下がらないならあいつらを殺す」


    「……そうですか。つまり君は、本当に私たちを襲った犯人なんですね？　毒で弱らせた私たちに取り入って、治療する振りをして金品を盗んだ。逃亡するために何の罪もない子供たちを人質にとっている。そういうことですね？」


    　確認してくるクロノアの声はどこまでも穏やかで、それが怖こわい。


    「ああ、おかげで稼かせがせてもらったよ」


    　ダヤンは悪い笑みを浮かべて、腰こしの革鞄かばんに入れていた貴金属を出して見せる。


    　冷静に聞けばダヤンの言は矛む盾じゆんに満ちていたが、クロノアはそこを追及しなかった。


    「そうですか……」


    　彼女はただ相あい槌づちを打ち、ゆっくりと剣を構えた。


    　列車の屋根を斬きり飛ばした切っ先がダヤンに向けられる。


    　ダヤンは余裕の笑みで彼女を見返し、内心震ふるえた。


    「ガーガウルド！」


    　契約している悪魔を鋭するどく呼びつけると、床に座っていた黒猫が軽々と跳ちよう躍やくしてダヤンの肩かたに着地した。


    「魔術法陣ヴアルグラーンを開けろ」


    　クロノアから目を離さないようにしつつ、いつものように命じる。


    　背中の魔術法陣を開き、悪魔の力を借りようとする。


    　手持ちの魔術法陣の中には、クロノアとやり合うだけの威力がある魔術ヴアールがないのだ。新たに描くとなると、時間がかかりすぎる。


    　しかしダヤンが喰くらった悪魔の中には、一瞬で魔術法陣を描ける悪魔が一体存在する。好戦的な性格ゆえに時間をかけることを嫌う悪魔で、保有する魔術法陣の全てが攻撃用という戦闘狂だ。その悪魔の魔術なら、一瞬で使うことができる。あまりに強すぎて人間の肉体では使えない術だ。ガーガウルドに寿じゆ命みようを捧ささげて初めて使える術だ。


    　それを使う──と、覚悟を決めたダヤンだったが、


    『それは無理だ』


    　黒猫は軽やかに否定の言葉を告げた。


    　ダヤンはきょとんとして肩の黒猫をチラ見し、愕がく然ぜんとして二度見した。


    「おい、なんだと？」


    『無理だと言ったのさ。君はついさっき扉とびらを開いたばかりだ。この短時間で二度も開けば、寿命が削けずれるどころか心の臓が止まってしまうよ。君は怪物だが──人間だ』


    　ダヤンはしばし絶句した。


    　魔術法陣を開くということは、肉体の強度を無む理り矢や理り上げて、本来なら人間には使えないレベルの魔術を扱う行為だ。酷こく使しすれば負荷がかかるのは当然である。だが……


    「……じゃあなんだ、俺にあの化け物を自力で追い払えというのか？　お前は俺に死ねと言っているのか？」


    　クロノアに視線を戻し、表情を変えぬよう小声でガーガウルドを責める。


    「それが君の悪魔ですか？　その悪魔の力を使って、私の仲間に毒を飲ませたんですか？」


    　クロノアの表情が目に見えて変わった。無表情の裏から怒りの色がありありとのぞく。


    「魔術師ヴアルドというのは、やはりそういう人たちなんですね。君を信用した……頼った私が愚おろかだったんですね」


    「分かってるじゃないか」


    　ダヤンはふっと笑った。見えないところに冷や汗が出てくる。


    　クロノアの力は最初に会ったとき十分に見せてもらった。


    　あんなものに勝てるわけがない。


    　手持ちの銃じゆう弾だんを全て撃ち込んだところで、一つ残らず斬きり落とされる未来しか思い描けないのだった。


    　アリアを本気で戦わせれば、あるいは勝てるかもしれない。


    　しかし、理性をなくしたアリアがクロノアを傷つけることなく捕とらえるのは難しいだろう。アリアの力はそういう繊細なことに向いていないのだ。勝ったとしても、その時には両者ともズタボロになっているに違いない。


    　ならばダヤンがどうにかするしかなかった。


    　一つ深呼吸してクロノアを見み据すえた。


    　この女に傷を負わせることなく拘こう束そくし、追い返す。


    　追ってこようと思えないように心を折るのだ。


    　窓の外を見ると、汽車は見覚えのある山やま間あいの道に差し掛かったところだった。来た時にも通った道だ。


    　もう少し進むと谷にかかる大きな橋がある。落ちたら助からないだろうなとその時に思ったのだ。


    　数日前に見た谷の深さを思い出し、ダヤンは最後までの道筋を組み立てた。


    「あんたがどういうつもりか知らんが、俺はあんたと戦う気はない」


    「……子供たちを素直に返すつもりですか？」


    「いいや、俺ではない奴やつがあんたと戦うだけだ。仕事だぞ、アリア」


    　ダヤンは足元に置いてある棺ひつぎを開けた。


    　その中に横たわるアリアの姿を見て、クロノアの表情が険けわしくなる。


    「どこまで……君はどこまで卑劣な行動を重ねれば気が済むんですか……」


    　震ふるえる声で呟つぶやき、きつく唇くちびるを噛かむ。


    　ダヤンは構わずアリアを起こした。


    　アリアはぼんやりとした目で辺りを見回す。


    「……追手ね？」


    　アリアはクロノアに視線を定めて確認した。


    「ああ、やれるな？」


    「誰に聞いているつもりかしら」


    　アリアは棺から立ち上がった。服も、靴も、タイツも、全て脱ぎ捨てる。


    「よし、いい子だ」


    　ダヤンはアリアの背中に触ふれた。


    「封ふう印いん解除・竜装甲ドラグリユード装着」


    　その合図とともにアリアの様子は激変する。ダヤンは彼女にありったけの魔力を注そそぎ込んだ。


    　アリアの姿はみるみる変わり、手足だけではなく全身が鱗うろこに覆おおわれてゆく。あっという間に彼女は一頭の竜に変化していた。


    「あのお姉さんと遊んでこい。ただし、お互い怪け我がしないように仲良くな」


    　ダヤンは竜の耳元で言い聞かせる。アリアは固い鱗に覆われた顔をダヤンの頬ほおにぐいっと押し付け、翼つばさを羽ばたかせた。


    　突とつ如じよ現れた竜の姿に驚いていたクロノアに向かってアリアは飛び掛かる。


    　クロノアはアリアを傷つけたくないのだろう。剣を振るうことを躊躇ためらっている。


    　アリアはそんなクロノアに突進し、吠えながら体当たりした。


    　クロノアはアリアの牙きばを剣の腹で受け止めていた。


    　アリアがクロノアを傷つけないようにしているのが分かる。害意があればアリアは牙で噛かみつくのだ。
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    　それを確かめ、ダヤンは車両の影で硬こう直ちよくしている子供たちに駆け寄った。


    　そして悪魔ヤームウェルトの襟えり首くびをつかんで引っ張った。


    「何すんだ！」


    　感情的に怒ど鳴なったのはピオニである。


    　しかしダヤンは意にも介さずヤームウェルトに顔を近づけた。


    「お前さん、重いものは持てるか？」


    　怪け訝げんな顔でこちらを見返す悪魔に、ダヤンは耳打ちする。


    　ささやかれたヤームウェルトは呆あつ気けにとられた顔をした。


    　ダヤンはヤームウェルトから離れ、じろりと子供たちを睨にらみつけた。


    「お前さんたちには──とりあえず死んでもらう」


    　突然死刑宣告された子供たちは、驚く以前にぽかんとした。


    　ダヤンは子供たちのうちの一人を肩かたに担ぎ、壁の出っ張りや切り落とされた壁のふちを利用して半分の大きさになってしまった屋根に上った。


    　激しい風が吹きつけて、ダヤンは飛ばされないよう屋根に張り付く。


    　列車は谷に差し掛かり、山と山を繋つなぐ橋の上へと走ってゆく。


    　陽ひが沈んで辺りはずいぶん暗くなり、夜空を走っているかのような錯さつ覚かくにとらわれた。


    　屋根の上にはすさまじい鳴き声を発して襲い掛かる竜と、その牙きばを剣ではじき返す女の姿がある。


    　ダヤンは姿勢を低くしてその横を通り過ぎ、自分たちの乗っている最後尾の車両と、前の車両の繋ぎ目まで這はってゆく。


    　そして車両の連結部を銃じゆうで撃った。


    　着弾した連結金具は光の図形に包まれて──どろりと溶ける。


    　前と切り離された車両は少しすると失速した。


    　アリアの牙を必死に防いでいたクロノアが、ダヤンの行動を見て眉まゆをひそめる。


    　谷にまたがる橋の途中で停止しようとしている車両の屋根で、ダヤンは腕うでに抱えた子供に銃を突きつけた。そして空を舞うアリアに向かって声を張る。


    「アリア、止まれ！」


    　そして彼女が空中で羽ばたきながらクロノアに突進するのをやめたところを見て、ダヤンは険けわしい顔をしているクロノアに向き直る。


    「俺を見逃のがしてくれよ。患者の毒はちゃんと解げ毒どくされていただろ？　盗んだ金銭だって、神様とやらに仕える神官たちには必要ないものだ」


    　ダヤンの嘘うそに焦って礼拝堂に駆けていったクロノアを、馬ば鹿かにするように言った。


    「……少しも反省してないんですね」


    　凛り々りしい顔に正義の怒りを乗せて、クロノアはダヤンに剣を向ける。


    　ダヤンはにやっと笑った。


    「そうか、交渉は決裂だな」


    　放り投げるように答え、ダヤンは腕に抱えていた子供の腹を銃で撃った。すさまじい破裂音とともにその子の腹は吹っ飛び、大きな穴が開く。


    　ダヤンは今にも下半身が千ち切ぎれそうな子供の身体からだを谷に向かって投げ捨てた。


    　夜の闇やみの中、小さな身体はたちまち見えなくなる。


    　クロノアは驚きよう愕がくの表情で凍こおり付ついていた。


    　彼女が理性を取り戻す前に、ダヤンは宙ちゆうで翼つばさを動かしているアリアを呼んだ。


    「アリア！　これを落とせ！」


    　ダヤンは目の前で人差し指を車両に向ける仕し草ぐさをした。


    「やめて！」


    　クロノアが叫ぶ。


    　しかし彼女がダヤンにつかみかかるより前に、退屈を持て余していたアリアがダヤンの言葉に飛びついた。


    　竜はじゃれつくように車両へ体当たりする。その一撃で車両はぐらりと傾かたむき、あっけなく線路から離れて谷底へと落ちていった。


    　屋根に乗っていたクロノアはひらりと跳ちよう躍やくして一人線路に降り立った。


    　ダヤンは車両とともに夜の中へ投げ出され、世界をやけにゆっくりと感じながら落ちてゆく。


    「アリア」


    　音を消し飛ばしそうな風の中、一言呼ぶ声に従って彼女はすぐさま飛んできた。


    　落ちてゆくダヤンをばくっと咥くわえて舞い上がる。


    　ダヤンは竜の口に咥えられたまま、静かに暗くら闇やみへ落ちてゆく車両に向かって、急ぎ装そう填てんした銃じゆう弾だんを撃ち込んだ。


    　白い閃せん光こうとともに闇の中へ図形が浮かび、車両は炎に包まれた。


    　車両はごうごうと燃え盛る火の玉となり、谷底へ叩たたきつけられて轟ごう音おんを立てる。


    　アリアが線路よりも高く舞い上がると、鉄のレールの上でへたり込んでいるクロノアの姿が見えた。


    　罪悪感を覚えなかったわけではない。気の毒だと思った。それでもダヤンは嘯うそぶいた。


    「おとなしく引き下がらないからこういうことになる。じゃあな」


    　そう言い残し、ダヤンは竜の背にまたがってその場を飛び去った。


    



    　クロノアの姿が見えなくなるまで飛ぶと、アリアは線路の上に着地した。


    　ぐいぐいじゃれてくる竜の背中に手を伸ばし、ダヤンは封ふう印いんを施ほどこす。


    「竜装甲ドラグリユード解除・封印発動」


    　たちまち彼女は人の姿に戻り、ダヤンは衣服を失った彼女のために自分の上着を提供しなければならなかった。


    　気温はずいぶん下がっていて、雪がちらつき始めた。


    　ダヤンは薄いシャツ一枚になって、ガタガタと震ふるえながら線路の上で待ち続ける。


    　それから三十分以上待ったところで、線路の向こうから駆けてくる人影が見えた。


    　ダヤンはほっとして彼らを迎える。


    　車両に閉じ込められて谷に落ちたはずの子供たちが白い息を切らしながら走ってきた。しかも彼らはダヤンの棺ひつぎを全員で抱えていた。


    「ちゃんと生きてたな」


    　ダヤンは腰こしに手を当てて満足そうに笑った。


    「まーね」「怖こわかったぁ」「平気よ、あのくらい」


    　子供たちは口々に騒さわぎ立てた。興奮していて、ダヤンに抱だきついてきそうな勢いである。


    「上う手まくやったな」


    　ダヤンは後方にいたヤームウェルトに声をかける。彼の胴体には大きな穴が空いていた。


    　ヤームウェルトはやれやれというようにため息をついた。本当に人間らしい仕し草ぐさばかりだ。


    「重たかったよ。線路の下でみんなを抱えて」


    　この車両を谷に落とすからその前に全員避難させておけ──と、ダヤンはヤームウェルトに言っておいたのだ。


    　撃たれて谷に捨てられた体ていで、ヤームウェルトは子供たちを無事に全員逃がしてくれた。


    　身体からだに穴が開いても平然としているところは屍人形アイズオルガンに似ていた。


    「働き者だな、お前さん。しかも棺ひつぎまで持ってきてくれて、ありがとうよ」


    　ダヤンは礼を言って棺を受け取った。


    「アリア、入れ」


    「安全な場所へ着くまでは入らないわ。万が一彼女が追いかけてきたら、私がいないと無理でしょう？」


    　正論をぶつけられて屁へ理り屈くつも出てこず、ダヤンはしぶしぶ空の棺を背せ負おった。久々の感触は感慨深くしっくりと馴な染じむ。


    「それじゃあ次の駅まで歩くぞ」


    　そう言って歩き始めると、子供たちはぞろぞろとついてきた。後ろを確認して全員がついてきているかどうか確かめると、最後に一人、ピオニだけが難しい顔で立ち尽くしていた。


    　ダヤンは立ちどまって少年に向き直る。


    「戻りたいか？」


    　聞かれてもピオニは答えなかった。答えは分かり切っている。戻りたいはずがないのだ。


    　それでも素直に新天地を目指すには、彼らのしたことは業ごうが深すぎた。


    「諦あきらめろ。お前は俺に利用されてさらわれた。どうあがこうともうあの街へ戻ることはできないんだよ。俺より弱いお前が悪い」


    　露ろ悪あく的てきに言うダヤンを、ピオニはじろりと睨にらんだ。


    「いちいち悪ぶって見せなくていいよ。もう分かってんだ。戻れるわけねえって……。こいつら、俺がいないと駄だ目めなんだからよ」


    　振り切るようにそう言って、ピオニは歩き出した。


    「そうか、じゃあ進むぞ」


    　ダヤンも再び歩き出す。


    　全員が、ぞろぞろと連れ立って前へ進み始めた。


    「なあ、なんでお前は俺たちを助けてくれたんだ？　犯罪者の振りまでしてさ」


    　しばらく歩いたところでピオニがふいに聞いてきた。


    　ダヤンはちらと振り返り、前を向いて平然と答えた。


    「俺は自分に利益のあること以外は何一つしない人間だ。お前さんたちの逃亡に手を貸すのも、自分の利益のためだ」


    　傍かたわらを歩く少女が不可解そうにダヤンを見上げた。


    「あたしたちを助けるのがどうして利益になるの？　あ、もしかして、あたしたちを売り飛ばすとか？　ちゃんと高く売れるかなあ？」


    　冗談ぽい口調の中に本気を感じて、ダヤンは苦笑した。


    「お前さんたちを売るほど金に困ってはいないけどな」


    「じゃあ何でだよ」


    　少し口調をきつくして、ピオニがもう一度問いただす。


    「大したことじゃない。ただ単に、お前さんたちが火ひ炙あぶりになるだろうと想像するのは気分がよくないだけだ。それよりは、お前さんたちがどこか違う場所で元気に生きてると思う方が、ずっと気分が良いに決まってる。それは普通のことだろ」


    　毒に苦しんでいる人を見て辛つらくなるのと同じことだ。だからダヤンはあの教会キルヒエンの人たちを助けたし、今度は子供たちを逃がすのだ。


    「お前さんたちは酷ひどいことをされて、酷いことをし返した。このままならもっと酷い目に遭うだろう。それを見たくないというだけの話だ。明日の飯が不味くなるのを阻止する。それが俺の利益だ」


    　ダヤンは歩きながら何でもないことのように語った。


    　子供たちは言葉を失い、黙ってダヤンについてきた。


    　一行はそのまま無言で歩み続ける。


    　そうしてしばらく進んだところで、ダヤンは急に足を止めた。


    「どうしたの？」


    　真後ろを歩いていたアリアがダヤンの身体からだの横から顔を出して前を見る。


    　線路の先にふわふわと浮かんでいる小さな人影があった。


    　妖よう精せいのようなその人影は、ダヤンが教会で出会った悪魔のものだった。


    　ダヤンの師であるオスカーが契約する悪魔の一人──


    　ダヤンはアリアを棺ひつぎに入れておかなかったことを心底後悔した。


    　不用意なことを言われる前に追い払ってしまわなければと拳こぶしを握にぎる。


    「何あれ、可か愛わいい」「え、妖精!?」「うわ、ちっちゃい……」


    　子供たちが興きよう味み津しん々しんな顔で、妖精の悪魔をじろじろ眺ながめた。


    　妖精の悪魔はくすっと笑った。


    『お前たちが成功して教会の人間を皆みな殺ごろしにしたら、仲間として連れて来いとあのお方に言われてた。だけど、失敗して誰一人殺せなかったら……お前たちを始末しろと言われてる』


    　軽やかに舞いながらそう言って、妖精の悪魔は突とつ如じよ宙ちゆうに手をかざす。次の瞬間、小さな手のひらから無数の光る針が発生して子供たちに襲い掛かった。


    　完全に反射的な行動で、ダヤンは子供たちを庇かばって彼らを線路に押し倒し、その上に覆おおいかぶさった。


    　背中に担いだ棺ひつぎが盾たてになってくれないかと頭の隅で考える。


    　その行動はアリアとヤームウェルトよりも早く、驚いた二人の行動を遅らせた。


    　針がダヤンと彼の庇う子供たちに降り注そそぎ──しかし衝撃は何もなかった。


    　ダヤンが顔を上げると、そこにはよく見知った姿があった。


    　燕えん尾び服を着た若い男──ガーガウルドがその場に立ち、腕うでを一振りして襲い掛かる針をいともたやすく落としていた。


    　ダヤンは驚きすぎて反応できない。


    　ガーガウルドがこんな風にダヤンを守ったことなど今までになかったし、何より──理性あるアリアの前に姿を現したこともなかったのだ。


    　ダヤンはどう声をかけていいのか分からず伏せたまま沈黙する。


    　ガーガウルドは真まっ直すぐ妖よう精せいの悪魔と対たい峙じし、くっと喉のどの奥で笑った。


    『ご主人様の言いつけを守るしかできない小物が、私の契約者ベルダーに手を出すつもりか？』


    　いつもより格段に冷たく険けんのある声でガーガウルドは言った。どことなく苛いら立だっているように聞こえる。


    『あのお方を裏切ったお前が偉えらそうな口を利くな！』


    　妖精の悪魔は甲かん高だかい声で叫んだ。


    　バチバチと火花を散らして両者は睨にらみあう。


    　その時だった。ダヤンの傍かたわらに立っていたアリアが全身をがたがたと震ふるわせ始めた。


    　彼女はガーガウルドを凝ぎよう視ししていた。


    　自分が死ぬことになった原因たる悪魔をじっと見み据すえていた。


    　ガーガウルドもその視線に気づいて振り返る。


    　アリアとガーガウルドは目を合わせ……アリアが突然悲鳴を上げた。


    「あああああああああああああああ!!」


    　身体からだの奥底から恐怖を振ふり絞しぼるような絶ぜつ叫きようが夜に響き渡る。聞いた方が恐怖にとりつかれそうな悲鳴だった。


    　彼女は完全に我を忘れて爪つめをびきびきと伸ばし、ガーガウルドに飛び掛かろうとした。


    「アリア！　待て！」


    　ダヤンは慌あわてて彼女に飛びつき、その行動を阻そ害がいした。


    「やめろ！　頼むから！」


    　ダヤンも完全に理性を失っていた。言葉で止めるよりも背中に触ふれて魔力回路を切る方が早く確かだということに気づかぬほど狼狽うろたえていた。


    　ガーガウルドは静かな目でアリアを見ていたが、さっと身をひるがえして線路から飛び降り、姿を消した。


    　ダヤンはほっとしながらアリアの身体からだを押さえ込む。


    「落ち着け、もういないだろ」


    　諭さとしながらダヤンの心臓は早はや鐘がねを打っていた。


    　アリアの中にはガーガウルドの記憶が残っているのだ。


    　アリアは怯おびえ切った顔を上げて、突然ダヤンの腰こしの辺りに抱だきついてきた。


    　寒さを感じるはずのない氷の身体がガタガタと震ふるえている。


    　ダヤンは勢いによろめき尻しりもちをついた。


    　アリアはダヤンの腰に抱きついたまま小さく蹲うずくまった。


    　妖よう精せいの悪魔は面おも白しろくなさそうにそれを見ていた。


    『ああ……余よ計けいな邪じや魔まが入ってしまったな。さっさと終わらせるか……』


    　再び光の針を発生させて──しかしそれが発せられる直前、空から降り注そそいだ雷が妖精の悪魔を直撃する。


    　その雷撃で妖精の悪魔は呆あつ気けなく吹き飛んだ。


    　ダヤンは唖あ然ぜんとしてその様子を見ていた。


    　続けざまに起こる出来事に対して頭が付いていかない。


    　背後では、ヤームウェルトが兄弟たちを守るように身み構がまえている。


    　そんな彼らの前に、一羽の梟ふくろうが降り立った。


    『申し訳ありません、わたくしの部下が無礼をいたしました』


    　梟は一度羽ばたき、美しい人間の女性に変じた。シンプルな白いワンピースを着た妙みよう齢れいの女性である。


    　女は謝罪の意を示すよう優ゆう雅がに礼をした。


    『あれは下級の悪魔でしたので、我が君の意思を正しく理解していなかったのです』


    「……お前は誰だ？」


    　ダヤンは危険と思いつつも確認した。アリアはまだダヤンに抱きついて震えている。ダヤンは思わず彼女の背を抱き返した。


    　その様子を見て、女は優しく微ほほ笑えんだ。


    『わたくしは狂きよう乱らんの魔術師ヴアルドにお仕えする悪魔。我が君の命令に従い、あなた様をずっと監視しておりました』


    「……ずっと……だと？」


    　ダヤンの表情は無ぶ様ざまにひきつった。


    『はい、ずっとでございます。あなた様が先だって、医者の子息を救った姿も拝見しておりました』


    　完全に絶句したダヤンを置いて、梟ふくろうの悪魔は話を続ける。


    『あなた様をお迎えに上がりました。我が君があなた様に会いたがっておいでです』


    　思わぬところからオスカーへの手がかりが転がり込んできて、本当なら喜ぶべきところだっただろうが、ダヤンは嫌けん悪おの情が湧わいた。


    「何の用があるっていうんだ」


    　思いのほかきつく子供っぽい声が出る。


    　梟の悪魔はくすっと笑った。


    『それは直接お聞きください。ああ……その童わらわも同行させて構いませんよ？　我が君はその童たちを気に入っていらした』


    「あいにくだけど、僕はあの魔術師ヴアルドに興味はないよ」


    　子供たちを庇かばう体勢でヤームウェルトが口を挟む。


    　梟の悪魔は見下すようにふっと笑った。


    『あなた方の意思などどうでもいいのです。我が君が会いたいと仰おおせなのですから、あなた方に拒否する権利などあるはずがありません』


    　そして再びダヤンに目を向け、優ゆう雅がにお辞儀をした。


    『ダヤン様、どうかおいでくださいませ、我が君がお待ちです』


    「……どこに行けばいい」


    　ダヤンは一瞬の躊ちゆう躇ちよののちに聞き返した。


    　梟の悪魔は嬉うれしそうに口元をほころばせた。


    『ここより西の国……シェトーリアの首都フィンでお待ちです。来ていただけますね？』


    「俺一人でもいいか？」


    『そうですね……その童わらわたちはおまけのようなものですから、あなた様が嫌いやだというなら仕方ないでしょう。ただ……姫君は大切なお方。安全な場所へいてもらわなくてはなりません』


    「そんなこと、あんたに心配される筋合いはない」


    『左さ様ようでございますか。失礼いたしました』


    　梟の悪魔はもう一度優雅に礼をした。


    『それでは、かの街でお待ちしております。必ずおいでくださいませ』


    　そう言うと、彼女はひらりと宙ちゆうに舞い上がり再び梟の姿に変じた。


    　舞い散る雪の中を飛び、梟は夜の彼方かなたへ消えてゆく。


    　その姿が見えなくなるまで見送り、ダヤンは子供たちの方を向いた。


    「次の駅で別れよう。知り合いに連絡をつけておいてやる。金も渡しておくからしばらくは暮らせるはずだ」


    「……正直、会いに行かない方がいいと思うよ。僕は一度あの魔術師ヴアルドに会ったけど、二度と会いたくないと思ってる。彼は普通じゃないよ」


    　ヤームウェルトが子供の顔に似合わぬ老成した表情で言った。


    　この子供は本当に悪魔なのだなとダヤンは改めて思った。


    「知ってるさ。あの男のことはよく知ってる」


    　この世の誰よりダヤンは彼を知っている。


    　そう思い、我知らずアリアの背を抱だく手に力がこもった。


    　そこでアリアはゆっくりと顔を上げた。


    「大丈夫か？」


    　ダヤンが思わず聞くと、彼女はどことなく虚うつろな目でダヤンを見て、


    「棺ひつぎに戻る」


    　力なく言った。


    　ダヤンが棺を下ろして蓋ふたを開けると、アリアはすんなりと中に入った。


    　蓋を閉じる瞬間まで、彼女はダヤンを見つめていた。


    



    



    　棺の中で目を閉じると、いつもならすぐに意識がなくなる。


    　しかしこの時は違っていた。気が付くと、暗い闇やみの中にアリアはぽつんと佇たたずんでいた。


    　周りには何もなく、ただただ闇が広がっている。


    『怖こわいの？』


    　闇の中に突然声が聞こえてアリアは振り返った。


    　そこには自分と同じ姿をした少女が立っていた。


    「誰……？」


    『私はあなたよ』


    　そういって目の前の少女は微ほほ笑えんだ。その顔は、アリアの一番嫌いな顔だ。


    　顔をしかめたアリアに、少女は言った。


    『子供のころから笑うのが嫌いだったわ。自分が嘘うそばかりついて偽物の笑顔を浮かべているのが嫌いやだった。だけどそうしないと、お父さんとお母さんが悪く思われるかもしれないもの』


    　この少女が何を言っているのか、アリアには分からなかった。


    『だからあの人が気になったのよね。周りにどう思われても平気で、嘘なんかつかなくて、馬ば鹿かみたいに正直で、誰よりまっすぐな人。私とは正反対のところが眩まぶしかったの』


    　少女は頬ほおを染めて楽しそうに笑った。その笑顔は本心からのものだと分かった。


    『魔術ヴアールに夢中で周りを全然見ていないところが好きだった。そんな人が私にだけは触さわりたがったのが嬉うれしかった。他の人に触らせたくない、独り占めしたいって思ったわ』


    「誰の話をしているの？」


    『私の話よ。そしてあなたの話よ。私はあなたの記憶だわ』


    　そう言われても、アリアの頭はまともに働かなかった。


    『生きていた頃のあなたより、今のあなたの方がずっと自由ね。嫌いなものを嫌いだと言えて、好きなものを好きだと言えて、腹が立ったら怒ることができる』


    「腹が立つのはちっともいいことじゃないわ。苛いら々いらするもの。あの人はいつも私を怒らせる」


    『どうしてあの人に腹が立つの？』


    　まっすぐ聞かれてアリアは考え込んだ。


    「金の亡もう者じやで……無神経で……」


    『だけど、本当は優しい人だと知っているわよね？』


    　少女はにこにこと笑っていた。また偽物の笑顔に戻っていた。


    　アリアは答えられなかった。答えられないということは、同意しているも同じだ。


    『どうしてあの人に腹が立つの？』


    　少女はまた同じことを聞いてきた。


    「だって……あの人は私を道具扱いする」


    『それが嫌いやなの？　あの人が道具扱いするから、あなたはあの人を嫌いなの？』


    「そうよ。人にはあんなに甘いのに……私にだけ冷たい」


    　そういうダヤンの態度を思い出すだけで、アリアの胸中は傷いたんだ。痛みを感じないはずのこの身体からだで、唯一感じる痛みだった。


    　自分の胸をぎゅっと押さえるアリアを見て、少女は言った。


    『それじゃあ、あの人があなたを道具扱いしなくなったら、あなたはあの人を嫌いじゃなくなるのね』


    「……え？」


    　そこで少女の姿は溶けるように消えた。


    　暗くら闇やみの中にアリアは一人残された。


    



    



    　明け方、教会キルヒエンには疲ひ弊へいして戻ってきたクロノアの姿があった。


    　一晩の間にひどくやつれたクロノアを、毒から回復し始めた教会の仲間たちは心配した。


    　クロノアは丸一日部屋に閉じこもり、己おのれの無力さを呪のろった。


    　目の前で、子供たちを死なせてしまった。


    　そのことが悔やまれて仕方がない。


    　脳のう裏りにはあの魔術師ヴアルドの笑い顔が焼き付いていた。


    　丸一日経たち、クロノアはようやく部屋から出て神官長の部屋に向かった。


    「だから私は言いましたね、あの男を捕とらえなさいと。それを無視したあなたが悪いのですよ。あなたは本当に昔から何もできないダメな子ですね」


    　神官長はいつもの優しい笑顔でクロノアを責め立てた。


    　クロノアは神官長をぼんやりと見返し、なんだか彼女が痩やせたなと思った。


    「あなたは私の言うことを聞いていればいいのです。あなたを誰より分かっているのは私なのですからね。これからも……」


    　神官長は急に言葉を切った。そしてばたりとその場に倒れる。


    「え？」


    　突然のことにクロノアは呆ほうけた。


    「神官長？」


    　恐おそる恐る歩み寄ると、倒れた神官長の服の裾すそがめくれて、痩せた足がのぞいていた。


    　そこには教会の人々を苦しめた毒の痣あざがあった。


    　ここしばらく、神官長はほとんど部屋から出てこなかった。


    　これを隠していたのだ。苦しむ姿を見せまいとしていたのだ。


    　そうして今、彼女は力尽きて息絶えていた。


    　悪魔にも魔術師ヴアルドにも屈しない、立派な神官の姿だった。


    　クロノアはそんな神官長を見下ろし、


    「信心が足りていないですね、お母様」


    　冷たく呟つぶやき、踵きびすを返して部屋を出た。


    　旅たび支じ度たくを整え、クロノアは再び教会キルヒエンを出る。


    　教会を狙ねらったこと、金品を盗んだこと、死者を弄もてあそび屍人形アイズオルガンにしていること、そして子供たちを殺害したこと──


    　それらのことを償つぐなわせるために、あの魔術師を捕らえる。


    　胸の内を焼く苛か烈れつな怒りのままに、クロノアはダヤンの後を追いかけた。

  


  
    



    　　　終章


    



    　棺ひつぎを背せ負おったダヤンと子供たちは、国境を越えてダヤンが以前いた国に入った。


    　数か月前まで逗とう留りゆうしていた、魔術ヴアールを禁じていない国だ。


    　駅に降り立ち、ダヤンは子供たちを先導して街へ出る。隣にはアリアがいた。


    　棺を背負ったダヤンを、街の人たちは奇異なものを見る目で見た。


    「お前……よく平気だな」


    　ピオニが呆あきれたように言った。


    「何か問題があるか？　棺を背負った人間がいきなり現れたらだれだって驚くに決まってる。何も思わない人間がいたらむしろそっちが怖こわい」


    　ダヤンは自分のいでたちが人の目にどう映るかくらい知っている。


    「だけどな、ここは少なくとも魔術師ヴアルドであるだけで投とう獄ごくされたり火ひ炙あぶりになったりはしない。お前さんたちは自分の力でなりたいものになれる。やりたいことができる。上う手まくいかなければそれはお前さんたちが無力なせいだ。それはつまり、頑がん張ばりしだいでどうにでもなるということだ」


    　明るい街の中を歩きながらダヤンは言った。


    　子供たちは辺りを見回す。


    　顔を上げ、大きく目を見開いている子供たちの瞳ひとみに陽光が入り、きらきらと輝いた。


    　歩き続けた先には一軒の大きな家があった。


    「この家の主は魔術道具のコレクターだ。俺の商売相手でもある。前からずっと、一度は悪魔に会ってみたいと言っていた」


    　途中の駅で電話をしたら、ぜひ子供たちの面めん倒どうを見たいと言ってくれた。魔術オタクの変わり者だが、人格者なのだ。ダヤンは安心して子供たちを任せることにした。


    「あとは自分たちで自分を売り込め。自分の価値を理解して、上じよう手ずに使え」


    　そう言って、ダヤンはピオニの背中を押した。


    　ピオニは振り返ってダヤンを見上げた。


    「がんばれよ」


    　ダヤンが最後にそう言うと、子供たちは泣きそうな顔でぺこりと頭を下げた。


    「殺されるなよ」


    　別れ際、ピオニは険けわしい顔をしてそう言った。


    「俺らが大人になったら、もう一度会いに来いよ」


    　真しん剣けんに言うピオニに、ダヤンはにいっと笑った。


    「お前たちみたいな面倒くさい奴やつらはもうこりごりだよ。元気でな」


    　軽く手を振り、ダヤンは子供たちに背を向けた。


    「ありがとな！」「元気でね」「ありがとうね！」「じゃあねー」「またな！」


    　後ろで子供たちが叫んだ。顔だけで振り返ると、彼らは千ち切ぎれんばかりに手を振っていた。


    「じゃあな」


    　そう言って、ダヤンは彼らの前から立ち去った。


    　自分が大人になった彼らに会うことはないだろうなと思った。


    「そろそろ棺ひつぎに戻るか」


    　ダヤンは傍かたわらのアリアに聞いた。


    　最後の別れくらい言った方がいいと思って外に出していたが、もう戻した方がいいだろう。


    　人目につかない場所を探してダヤンは辺りを見渡す。


    「ええ、戻るわ」


    　と、アリアはあっさり受け入れた。なんだかあまり元気がない。


    「大丈夫か？　調子が悪そうだな」


    　ガーガウルドと会って動揺していたアリアを思い出し、ダヤンは少し心配になる。


    　アリアはきっと眉まゆを吊り上げてダヤンを睨にらんだ。


    「大丈夫よ。これが普通だわ。ただ、あなたの嫌いなところを探していただけよ。何か問題があるかしら？」


    「いや、何も問題はないな」


    「無神経なところ、身勝手なところ、話が通じないところ、金の亡もう者じやなところ……もっとたくさん探さなくちゃ」


    　アリアは指折り数えながらダヤンの嫌いなところを列挙していく。


    　ダヤンは安あん堵どしながら少しだけ傷ついた。


    「安心しろ。無む理り矢や理り見つけなくてもお前は十分俺を嫌ってるよ」


    　軽く笑いながら、ダヤンは人の波の中を歩いた。


    　はぐれまいとするように、アリアがダヤンの服の裾すそをつかんだ。


    　嫌いなところを探しながら、アリアはずっとダヤンの服を放さなかった。


    



    



    　屋根の上に、一匹の黒猫が座っていた。


    　並んで歩くダヤンとアリアを見ながら、ガーガウルドは呟つぶやいた。


    『君は彼女を甘く見過ぎだ……』


    　ガーガウルドの視線の先にはダヤンを放すまいとするアリアがいる。


    『彼女がどれほど君という人間に惹ひかれ、愛し、依存していたか……少しも分かっていないね』


    　そうして寂しげに笑う。


    『記憶を失ったくらいで消えてしまう思いではないのさ。契約はいずれ破られるだろう。君が彼女を生き返らせることはない』


    　ガーガウルドはいつまでも彼らの後ろ姿を見送っていた。

  


  
    　　　あとがき


    



    　こんにちは、宮みや野の美み嘉かと申します。


    　このたびは、忘却のアイズオルガン二巻をお手に取ってくださりありがとうございます。


    　再登場の死体女子です！　魔術オタクも頑張ってます！　


    　今回は、一巻でごっそり削られた過去エピソードの一部を投入しておりますよー。


    　過去話が好きなので、いつも書きすぎてボツりまくるのですが、やっぱり好きなものを書くのは楽しいですね。読者様にも楽しんでいただけたら幸いです。


    



    　今更な話ですが、一巻を書いている時から一つ疑問がありました。


    　ある心理学者の言うことによると、恋人が依存症になった時、男の人は恋人から離れるのだそうです。女の人は恋人から離れず共依存になるのだそうです。


    　ある獣医師の言うことによると、ペットが病気で目をえぐり取る治療をしなければならなくなった時、男の人は怖いからやめてくれというのだそうです。女の人はすぐに治療してくれというのだそうです。


    　そこでふと思いました。好きな女の子を生き返らせようとする男の人の話って成立するのだろうか？　人の心理としてあり得るの？　うーむ……


    



    　ちなみに私は普段、実家の花屋で働いています。


    　一般的な花屋で一番売れるのはやはり菊ですかね。


    　親が亡くなって、親戚が亡くなって、友達が亡くなって──そういうお客様が毎日訪れるわけですよ。


    　お客様はいろんな話を聞かせてくれます。ほんわかする話、ぞっとする話、ぐっとくる話、信じがたいようなオカルトめいた話を聞かせてくれる人もいます。


    　話をしていて思うんですが、男の人は意外と、亡くなった人への執着を見せる気がします。


    　奥さんがどんな人だったか、何故死んだか、今どんなに辛つらいか、涙ぐんで話す人もいます。


    　そこでふと思いました。好きな女の子が死んだ後も執着する男の人の話は成立する！　拳こぶしを握にぎった宮野でした。


    



    　最後にお礼を申し上げます。


    　旦那様、家族のみんな、担当様、イラストの薫かおる石いし先生、編集部はじめ出版に関わってくれた方々、そしてこの本を読んでくださった皆様、本当にありがとうございます。


    　またお目にかかれることを願って、これからも頑張ります。
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